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第1 牽 序 論

1 . 1 緒 嘗

カラ - プu ントは , 工 業, 医療 , 商業等多く の産業で利開きれるほか , 芸術,

-

般家庭 で の 生活にも深く取込 まれ て お琴 , そ 甑ぞれ利潤目的とすると こ ろ は

異な っ て い る e 特 に , - 般 ユ - ザ こ が撮影 し, そ の 結果峯こ接する こ とが日常イ巳

した今 臥 こ れらの プリ ントの好ましき へ の 要望も多様化して きて い るもの と

思 われる｡

カ ラ - プu ン 卜の色再現に つ い て は , カ ラ - プu ントシ ス テ ム の進歩およぴ

近年 のディ ジタルカメラ の普及に対応 し , 対応する色再 熟 c o r『e sp o ndi 投g C OJ o T

r ep F Od u eti o l l) の 実現 に向か っ て カ ラ
-

マ ネ ジメ ントの標準化が進ん で い る ま) と こ

ろ で ある o そ の 中で , 色再現 の最終的目標とも い え る ｢ 好 ま し い色再現j へ 向

けて ,
一 般 毘 - ザ - の 噂好 を解析する こ とが, 必要 と思われ る o

奉研究で は , 磯舟 人 に と っ て の ｢好 ま しい プリ ント+ へ 向打て ,
-

般 ユ - ザ

- をパ ネル と し て , 評価 の 視点凝 よぴ ｢好 ま しさ+ を決定する要田に ヨ い 苛解

析する o



1 - 2 研 究の背灘
-

カ ラ - プij ン トの色再現に つ い て は , 匠v a m s らが提起 した ｢ 色 はどう再現さ

れる ぺ きか ? + と い う問題
2) に対 して , B a 托I e s o n は 記懸色の実験

3) を行 い , 育

塗, 草お よぴ脱色の好ましむミ色再現と比較
4) した と こ ろ, 鼠色の ｢好 まし い色再

覗+ 揺, 航の 平均的な色よりも記憶色に色魔が近い のをこ対 し, 青空や草 の好ま

しい再現は , 記憶色より由然の色合いをこ近 い とも1 う相違があ っ た o こ の 間題に

つ い て ほ , 後に H u nt が最新招感光材料で実験
5) を行 い 学 好 ま しn 色再現は出力

メディ ア の亀城に影響されて い る こ と を示したo

尭 ラ - プリ ン トの処理盲三関して は , E v a n c e の 提案 6) に基づき 一 般的な方式 で

凝 っ た積分中性方式によるサブジ ェ ク トフ ェ リ ア へ の 対応として佐藤ら
7)
揺 ,

色補崖 を適亘 に行うアルゴリズム と骨 の実現を図り , 高品質の カ ラ - プリ ン ト

を安定して処理する こ とが可能とな っ た o

一 方 , 好 ま しむち脱色の再現に関し て の基礎的研究として , 三宅 ち は ず モデル

a) Å種喜 , 背魔の色 , 肌色 の面積など評価周プリントの影響に つ い て実験を行

い 軌
9ラ
, Å 種 の 差 は基本的には明度 の差 であり, 好 ま しい脱色の主波長は , 揺

ぼ同程度である こ と
9)
を示 し た¢ また , 好 ま しい脱色に つ い て , 評価者の年代

とモデ)レの 年代の関係
i e)
, 評価者 のÅ種間の差

1ま)
な どの実験が行われ て い る o

そ 搾他 , 色の 噂好の観点か ら, S ait o は , 日本国内の地域差芦 お よぴ東京 , ソ

ウル , タイ ペイ 招比較研究を行い , 色か ら連想きれ る イ メ
ー

ジが好み に影響 し

て い る こと を報告して い る
】2)
o

色以外の画質要因に つ い て は , B a 托I e s o n が プi) ン トの シ ヤ - プネス と粒状牲

の相互 の影響につ い て主観評価実験
ま3) を行うほか , 白黒プリ ントの粒状性に つ

い て 夢 P . a . E n g e はr u 17 1 らが
丑4)

, 実験 を行 っ て い る o

また画質とシ - ン の 関係妄こ つ い て は 学 H . F r ei s e r
ま5)iこよる M T F と粒状性 の関

係か らシ - ン へ の依存敵 お よぴ G P . C o r e y
1 6)
らに よ り画質 の シ - ン依存性に つ

い て の研究がある¢ シ - ン に磨ける好ましい シ ヤ - プネス に つ い て は , s . K tlb o

らが
1軍)実験 を行うなどチ 色お よぴシ ヤ - プネス や粒状性 の面かち多く の 画質評

価の実験がなきれ てもぅるe

色をこ 関する研究 の多くは ,
｢ 脱色+ に関するも の であり , 種 々 の 実験がなさ

れ てむうる o そ の 観点を大別すると (1) パ ネル の属性時差 ( 人種 , 地域性 ( 国) ,

年令ず 性男(j等) (2) 評価対象とする シ -

ン の差 ( モデル の性別 ･ 年齢 ･ Å種 , 育

景等周辺色等など) の影響に関するもの である o



主観評価o3 パ ネル に つむゝ て は ず バ ネ]♭の 噂好自体を目的とずる 訂噂好型パ ネ

ル+
臓 と , 画質等 の差の判定や き 特性 招評儀などを目的とする ｢ 分析塑パネル+

ユ8) をこ大別される ｡ 画質評価の基礎的実験で は , 評価対象とする要因着こつ い て的

確 に判断する必要性か ら専門知識や 一 定 の能力等をも っ た ｢ 分析塾f写ネル+ を芸

よ る場合が多くク
ー

殻 の ユ - ザ - の 噂好 の把握を目的とした例は少なもも｡

カ ラ - プリ ントが -

般 の 生活 の
-

部 とな っ て い る脅 凱 ｢ 噂好塑 パネル+ 管

あ る多数の
-

般 ユ - ザ - の 評価 か ら , 評価 の 視点や属性等との 関係を解析し歩

今後 の プリ ントシ ス テ ム に反映してむぅく こ とが必要と思われ る o

本所究 で 軌
- 般 ユ ー ザ -

を対象に , 好 ま しむ議プリ ン トを決定する要因等を≡

つ い て解析を行 っ た o

3



等 $ 3 - 鹿 且 - ず -

の 乗勝

率密はタ F 好ま しむ与力 ラ
- プリ ン ト+ の 研究を行うに当 っ て , 一 般 ユ ー ザ -

の プu ン ト妄≡対する意識, プリ ントサ
- ビス へ の 要望およぴ撮影の実態 につ い

て把握ずる目的 で ア ン ケ
- ト調査等を待 っ た結果 である ｡

1 . 3 . 1 カ ラ ー プu ン ト書こ関する慧能動南

ア ンケ
- ト調査は , 千葉県西部地域の高校生から 7 0 代の

一

般ユ - ザ - 約 2 0 0

丸 を対象妄こ摘彩対象や銀塩写真プリ ン トの仕上り等に対する意識を問うもの で

菰 野 , 鮮答者の性別 , 年代別およぴ銀塩カメラの所有状況から分類を行 っ た
19)

･
2O )
o

- 般 ユ - ザ - の 損影対象は , ｢ Å 埼+ ｢風景+ ｢ 記念写真+ の 頗 であり , 内容

的には ｢ 旅行で の ス ナ ッ プ+ ｢ 家庭 で家族や友人+ を揺慶するとした回答 が多

く , Å物 を対象とした写真の撮影頻度が高くな っ て い た ｡

一 般 g) 男性の 方がカメラ の所有割合が高いが , 女性 で は 60 代以止 の所有割

合が飽 の年代より高く , ｢ よ く掩影する+ と回答した割合が高か っ た o また , 6 0

代以上 の 回答者から , プリ ン トサ
- ビス に ｢ 価格+ よ りも ｢ プi) ン ト の 品質+

を霊視した割合が高か っ た o

き ら に , ｢ メ
- 磨 -

によ る フイ ル ム の 差+ ｢店 に よ る仕上がりの 差+ を意識す

るか の 問い蔓こ つ い て ほ ,
F 専周カメラを所有しな い 人+ よ りは ｢ 専用カメ ラ所

有者j , き らを三は ｢ 一 眼 レ フ 所有者+ が敏感 であ っ た o また , プu ン トサ - ど

ス に対する不満に つ い て は , ｢ 品質+ が 之5 % をおめ た o

これ らg) ことか ら , カ メ ラQ3
一 般家庭 へ の 普及とそれに伴う撮影頻度の増凝

とと屯に… プリ ントめ任上り具合に対する要求も高くなる こ と が窺えるo

一 般 の カ メ ラ ユ - ザ - の 年 代構成 に つ い て は , 近 年 の 写真 コ ン テ ス ト

如壬N O L T A C Å M E R Å C L U B , N o . 18 4 , 丑9 6 , 2 1 4 , 2 2 6 , 2 3 2 亨 2 3 8 , 2 4 4 , 25 6 の N e w

w a v e 鞄 ot e e o n t e s毛) の 入選者の年齢分布
2王) によれば, 6 0 代以土 の 割合が多 い

年 で ほ , 4 0 % を超 えて い る こ とか ら , これ ら の世代の プリ ン トの好 ましさ へ の

要求が, 厳し い こ とが想定され , 年代傾向を意識した画質設計が望まれると こ

ろ である導

き ちに , 近年 D igit a盟 ∈盈m e F a の 急速な普及による意識 の変化に つ い て も, 令

後 , 注 目 して い く必要があると思われる e

1 . 3 . 2 線形およぴプu ン トの実態



ア ンケ - ト結果
28)か ら ,

- 般 註 - ザ - が撮影ずる内容として は 葬 イ 太物+ ｢ 嵐

凱 ｢ 記念写真+ が撮影頻度 の 上位をおめてお甲声 時蔓こ ｢ Å物j ぼ 芳 最も撮影

頻度が高いも の である o

こ こ で は ,
一 般 に撮影する人物 の大きさ為 よぴプij ン トの肌色の範囲を調 べ

るた め , 中学生から 城 代の
- 般 ユ - ザ -

1 O 劉 男性 5 名, 女性 5 名) に市販の

レ ンズ付きフ イ ル ム によ り , 自由に ｢ Å 物+ 写真を撮 っ て 私ち い , 市中の複数

の現像所 で処理 された プリ ントから , 人物の F 顔+ の 潔分の面積およぴそ の脱

色を測定した o レンズ付き フイ ル ム は , メ
- カ -

3 社招 製品 1 0 奉か ちラ ンダム

に各Å に l 本渡 した ｡

Å物 を撮影 した許 1 3 7 枚 に つ い て プi) ン 声量俸の 面積( L 朝) に 昌め る顔 (嘗

を含む肌色部分) の 面積( % ) を 『豆g . 卜3 一議, ま- 3 - 2 に示す 昏

プリ ント申の人物の 一 九当り の顔 の面積が平均で 3 .8 % , プu ント1 枚当たり

の錬の 面積 の合計が 5 . 5 % で あ っ た ｡ 旦 Å当 りの顔の厳か面積( % ) は 0 . i 5 %
き 最東

が 6 4 % で あぢ･ , ほ とんどが 5 % 以下であ っ た o l 枚当た りに轟め る顔の面積( % )

の 最大が 7 4 % で ほ とんどが 王0 % 以下 であ っ た ¢

ま た , 撮影者 1 0 名 の 各 Å の 畢均億は , 1 Å 当 巧で 平均 3 弥5 望% (0 事6 3
- u B 5) , i

校 当り で平均 5 J 5 % ( O , 7 2 - 1 5 . 5 :9) で あ っ た o ま た, 僻 九内で 招 バ ラ ツキは塞が

あり , い ずれ も愚か は 呈 % 未満 であるが最大は 1 % 未満か ら 7 0 % 程度 まで個Å

塞が大きい o

したが っ て ,
- 般 ユ ー ザ - の ｢ Å物+ を対象とした撮影で は , 顔の 面積が 5 %

程度以下の も のが多 い と言える o

ま た , こ れ らの プリ ントの肌色の 測色健(D 5 0 , C 豆E l′9 7 6 L j
海

a
車

b
彰

色壁間) は平

均 L:
∈

= 7 4 .2 , a
卓

= 9 .
2
,
b
鍵

= 1 i .4
, h a b

= 5 0 . 2
,
C
*

Bあ
= ま5 .i で £

*

= 楓 6 - 8岩.0 , a
申

= o * 3 - 2 2/ . 3 ,

b
嘩

= o . 3 9
- 3 4 . 2 , h

a b
= 6 . 9 - $ 8 , 0 の 範 囲であ っ た ｡ L

革

の 分布 の ヒス トグラムおよび

a ,
串

-

杓I a n e 上 で の 分布を F壷g 暮盈- 3 -3 , 里- 3 - 4 に示す o

プリ ン トの凱色の範囲は , 相当広範陶にあるが , L
車

=･7 0 - 純 (平均 7 礼2) , a
串

= 5

- ま5
き
b
車

= 5 - 2 0 付近 ( 平均 a
*

= 9 . 2 き b
車

= l l .4) が多く , そ の 付近が - 般約な吐息り

と見る ことが で き る o
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1 . 4 奉散文の 目的と構成

率研究で は , 個埼 Åの 噂好に対応 したカラ
- プリ ントの実現を目指 して ,

-

般 ユ - ザ - を対象にカラ
- プリ ントの 主観評儲を行い , 主成分分析等によりプ

リ ン トの好ましさを決める要因等に つ むもて解析を行 っ た o ま た , 尭ラ
- プリ ン

トの好ま しさ の主要因で ある ｢ 脱色+ の 好 ま しさ に つ い て , 日本, 中国, 韓 国

を対象に主観評価を行 い , 地域性 , 年代等パ ネル 招属性との 関係か ら , 好 ま し

い肌色を決定する要因等 に つ い て考察し , 今後 の画質設計 へ の 提案とする o な

凝 , 本研究で対象と した ｢カ ラ
- プリ ント+ 揺 , 反射塾の 銀塩プu ン 鞍である ｡

本論文の構成は次の とおり である o

第 l 牽は研究の背景とな っ た
一 般ユ - ザ エ の 業態と研究eD 目的蔓こつむもて述 べ

た ｡

第 2 輩 私 論文 の準Åに相当する部労で ,
- 般 ユ - ザ - a) 実態 に即し, 市 中

の 現像所 の 同時プリ ン トで処理 されたカ ラ
- プリ ントに つ い て ,

-

般 認 - ザ -

を対象に主観評価 を実施し, 主成分分析法によE) 評価 の視点に つ い て解析した B

策 3 車ほ , 第 2 章 で抽出された要因に基づき , 各要因の物理量の変4如こ対応

する心理畳 の関係をこ つ い て , 主成分労析等によ野焼討したo ま た, 種j& の ブ イ

ル ム を潤 い て , カラ
ー プリ ン トを搾成し, 敷 階調 , 粒状度, 鮮鋭度などの 冬

物理量と主観評価 で求めた心理盈 の関係に つ い て比較焼酎した o

第 4 肇で は , 第 2 車凝 よぴ第 3 章の主成分分析等 で , ポ
- トレ - ト時好 ま し

き の主要因であ る ｢ 好ま しい鼠色+ 右こつ い て 検討した ¢ こ こ で は , 日奉タ 中国,

韓 国の大学生 の 好ま しい肌色の 比較を行うとともに , 日本, 韓国をこつ い て は ,

全年代を対象として 比較する こ と によ り , 好 ま しい肌色に影響を及ぼず要因に

つ い て考察 した o
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弟 2 章 プリ ントの蘭鷺評価 へ の主成分分析法の適用

2 . 1 緒 音

容輩では, 主観評価値と写真画像の特性値 の 関係に つ い て総合的な解析を行

うに当 っ て の 第 1 段階として , 市 中の現像所の 同時プリ ントで処理されたカラ

- プリ ントを潤 い て 主観評価 を行 い , 写真頭像 の妾観約好ま しさに関与する要

因蔓こつ い て解析した o また , 要 因 の抽出にあた っ て は 一 対比較法によ るデ - 夕

をこ主成分分析法を適用 し, そ の 適周牲等に つ い て考察した i) 0

実験をこ使用したプリ ン トぼ , 同
-

条件 で鴇影した 1 3 本の カ ラ - ネガ フ ィ ル

良 (韮S O 里0 0) 杏 , 市中の環像所 ( 13 ケ 所) で処理 したもの で あ るo プリ ン トは

いずれも光沢, プチ ナ シ で ある o こ れ ら 壬3 枚の プリ ン トから , 視覚的に差が

認鋳らわ る 6 枚の プリン トを選び , 主要部分 の濃度潮 乳 剤色を行う と共に ,

5 9 Å の
-

般 且 - ザ - を対象に 一 対比較による主観評価 を行 い , 得 られたデ - 夕

に つ い て主成分分析法により解析を行 っ た o

柑



2
. 2 主 成分労新法

主成分分析法は , 多種類の特性値縮 持 つ倍額を , 亙らミをこ泡立な少数儲の総合

特性値に要約する こ とか らデ
- タ の 内部構造分析を行う拳法で , 因子分析 習 の

因子負荷畳推定手法の
-

つ と して 開 い ら甑 , 心理学率経済学 の 分野で発達して

き て い る o

特 に色彩単音色恋ど感覚的刺激が与え る心理的効果の研究 へ の 応溺例は多く ,

5 - 7 段 階の 系列カテ ゴリ
-

に よ る 判断結果 に田子分析を行う S D 法 ∈s erri a 孤t壷e

diff el
▲

e 11宅i a = 刊 etll Od) で は , 配色Q) 評価
2)
, 音色の基本因子の抽出 3∋恕どが行われ

て い る o 食 品関係 で は各樫帯 の食品群摂取量から 亨 食物消費パタ
-

ンお よぴ樫

帯分類
4)

, 食 品の 品質の解析や製品分類
5) 事 6) などに主成分分析が応周きわ て い

る ¢ 画 質評価関係 で は , 印刷画像 の 主観評価 の解析
7) J 郎に主成分分析が用む為ら

孤 , 質感 , カ ラ
- バ ラ ン ス , ぎら つ き感の主成分が抽出され て い る ｡

また , 心 理 物理的な画像 の 評価方法に つ い て の 研究 で ほ , W . W . W e e 曲 u Fy ら

紘 ,

- 対比 較法によるデ
-

夕 と系列 カ テ ゴリ - 法の 比較を行 い 9) , 両者か ら得

られたデ
-

夕 には , 本質的に差が急 い こ と を実験的に明らか にし て い る o

こ こ で は 夢
一 対比 較 で得た評価者 F盲 人 の 各プリ ント時運択度数x i( i = ] 争

-

き
七l
'

)

か ら主成分分析を行 っ た ｡

主成分 の抽出は , 変数 を x j. ( i = 董,
-

, j

'

) サ ンプル数 ( 評価者) 遼 n , と し, 柁

x j 次 の デ
-

夕行列から , 変数( x ij の相関行列 混 を求め る o こ の 汲 をこつ む議て e)

固有方程式

葦艮 - ^ I I - 0 を解 き , 固有健 ‡^ h) ( k = l , 2 ,
-

I

, i) お よぴ固有 ベ ク トル を深

める o 奉節 の実験では , 評価プリ ント 6 枚 (j
J

= 6) , 評価 パ ネル n - 5 9 太 で あるか

ら , 5 9 ×6 次の デ
-

夕行列 か ら 6 × 6 次の 相関行列を潔癖固有方程式を解く 己 と

にな る ¢

因子負荷畳は ,

因子負荷豊 - 固有健の平方根 ×固有 ベ ク トル

で 与えられ , 主成分と各変数と の相関を表す o こ こ で ほ, 因子負荷畳が , 相 関

行列か ら計算され て い るの で , 基準偲された変数と主成分との 相関係数となる o

一 対 比較法 のデ - タ に対 し て は T王領臼l
･

S 蜘 e の 比較判断 の法則に基づ き尺度構

成
ユO)
を行 う こ とが多 い が , こ こ で は - 対比較 で各バ ネプレか ら得られた評感得点

を基に , 写薬画像の好み に搾周する要因及び横向を解析する目的から, 主成分

分析法を応潤 した Q

呈i



2 . 3 美 食

( 1 ) 実験条件

評価パ ネルは ･ 高校生から 6 0 代ま で 写真に興味を持 つ 一

般消費者 5 9 名 で
,

男女比 , 年代構成が ほぼ均 一

にな る よ う に した o 1 0 代 は 学生 , 2 0 - 5 0 代は会
社員お よび主婦等 で , 写真の専門技術者等 は含まな い (T ab】e 2 - 311) .

評価方法は ･ 未経験者で も比較的容易に判断で きる 一 対比故法を採用 した ｡

評価用プリ ン トは
･ 人 物写真(例 ; Fig 12 -3 - 1) 6 枚で あ る o サ イ ズは , 同時プリ

ン ト の E 半げ 1) ン ト ( 約 8 1 2 ×l l ･5 c m ･ 光沢) を用 い , 1 人当 り ル 1)/2 = 1 5 組 の

プリ ン トの組み合わ せに つ い て ｢ 好 ま しい プリ ン ト+ を比較判断し, 好 ま しい

方を l 点と して合計点をも っ て 各人の 6 枚 の プリ ン トの評価得点とした ｡ さ ら

に
･ 評価終了時に ･

｢ 好ま しく思 っ た 理 由+ 等感想 を求めた ｡ 観察条件等は ,

次に示す ｡

観察条件 : 2 0 0 0 ±5 00 l x の 昼光

反射率 Ⅰ8 % グ レ ー 坂上

濃度測定 : サ ク ラ P D A 8 1 12 , vi s u al

測 色 : 島津分光光度計 u v - 2 4 0

C r E 1 9 7 6 I: u V 色空間

c I E 標準 の 光 c

T a bl e 2 - 3 -1 N u m b e r o f o b s e r v e 】
･

s

by ag e a n d s e x

A 9 e
N u m b e r of O b s e r v e r s

M a一e F e m al e

1 0 - 1 9

2 0 一 - 2 9

3 0 - 3 9

4 0 - 4 9

5 0 - 5 9

6 0 & o v e ｢

5 S

5 S

6 6

6 5

3 4

4 5

T o t al ～9 3 0

1 2



Fig . 2
- 3 - I N u m b e r s iJ]di c at e p oi ELt S Of d e n sity

m e a s u r e m e nt . R ) a n d R 2 i n di c at e p oi nts of c ol o r

m e a s u r e m e Jlt .

( 2 ) 実験 に用 い た 主観評価用プリ ン ト

評価用プリ ン ト ( プリ ン ト① - ⑥) の 主 要部分の濃度測定値及び測色値を,

T a bl e 2 -3 - 2 , Fig .2 -3 - 2 に 示す ｡

潤色部分は人物の バ ッ ク で , オリ ジナル の 色は , ほ ぼ M u n s el】 N 5 の 中灰色 で

ある｡ 評価用 プ]) ン トの 特徴 と, パ ネルか ら得た評価 は T a bl e2 - 3 -3 に 示 す ｡

T a bl e 2 - 3 -2 D e J] Sit y of th e p oi n ts ; M e a s u r ed p oi nt s fr o m 1 t o 8

c o r r e sp o n d t o th o s e i rL F ig .2 -3 - I

M e a s u r e d P oi n t

P m t N o . 1 2 3 4 5 6 7 8

H ai F a c e L o c k e r r ap e ( S w et e r P o t Sh ad e P o t

① 1 .93

② 乙05

⑨ 乙1 ヰ

㊥ l .9S

@ 1 .9 4

⑥ 1 .9 7

0 .ヰ6 0 .9 9

0 .1 9 0 .8 3

0 .2 0 0 .9 1

0 . Z O

0 .Z 4

0 .3 2

0 . Z 9 0 .4 8

0 ,1 8 O .2 1
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0 .1 9 0 .3 2 0 .Z3
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0 .1 3 0 .1 9 0 .1 5

O .1 4 0 .3 3 0 .1 7

O .1 3 0 .23 0 . 1 6

0 ,8 0 0 .22 0 .Z 7 0 .1 6 0 .3 0 0 .2 0
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評価周 プリ ン ト招 色調は測色を行 っ た中沢色部分で比較ずると 筆 写a_bまe望- 3 - 3

の ｢ 色調( T主軸+ の 禰に示すとお り , 紫薬 - ニ 孟
- トラ]レ - ダu - ン系 となる

那 , パ ネル の評価 で は軌色滞分 の 色調が印象に残るため③⑥は ｢ ピ ン ク弟+ と

の 評価が多く , そ れ によ れ ば ｢ プリ ン トQ) 色調+ は主観的には③が ｢ 強む盲ピ ン

ク系+ , ⑥が ｢ 弱 い ピ ンク系+ g ⑤が ｢ グリ
-

ン薬+ となる o そ の 他 は ニ 還 -

ト

ラ ル に近く ,
一 般 に主戦約をこぼ色調をこ特色は見ら酌ない o 階調ほ②, ③が硬調

で濃度域が広い の に対し , ①⑤⑥は軟調で , 最高濃度が低く , 濃度域が挟むちo

色調 が似 て い る①②④で 捜 ,. ①④がÅ物 の バ ッ タ とな っ ても篭る N 5 付近 の申

明度域 の 濃度が高い特徴があり , ｢ 暗 い+ ｢ 立体感が凝り, リ アル+ と い う評価

が凝る o ④は②③と臆 ぺ て きはど硬調 でないが
-

で

｢ は っ き巧+ した印象 を考え る

プリ ン トで あるo ⑤⑥は軟調 でか つ 全体的に ｢白 っ ぽら竜+ とい う評価がある o

盈5



2 . 4 漆 黒

宅丑) 主成分招 摘出

堂デ - 夕からの相関行列 , 固有値と寄与率 , 固有 ベ ク トル , 因子負荷塵 の 計

算結果を T 盈bl e 2 ヰ i に示す o

恕喪主成労招抽出にあた っ て は , 次の こ と 川 を考慮した o

( a) 主成分 z k の 固有俵 A k ≧l . 8 以息 で ある こ と

(也) 主成分 の累積寄与率が約6 0 % 以上 になる こ と

( c) 主成分の もと の基準化された変数に対する寄与率 y i が, どの X
'

i に対 し

て も 5 0 % 蹴 土をこなる こ と

こ れ ら の条件か ち, こ こ で首ま第 3 主成分までを有効と した o

築 l 主成労 ( z l) の 因子負荷塵 の大きさは, X 3 > X 6 > X 2 > X l > X 4 > X 5

の 傾 にな り , 第 1 主成分 z ! は プリ ント③⑥の 主観評価得点と正 の相関が高く ,

⑤の 主観評価得点と魚の相関が高 い成分である ( T a bl e 2 - 4 1 1) o

T 盈払I e 2 - 4 一畳 P l
･呈n cip al e o m p o 玉音e】1tS a 11 aly s孟s( 招

= 5 9);

V a T重油I e X 王 細 Ⅹ6 c o 汀e S P O r)a t o o b s e r v e r ㌻atJ ng V al u e

C o r r elaモ岳o m 鞄 蛸 x V ai套毒ble

Xヰ ヌ5 某6

0 .8 2 7 - e .0ヲ3 -0 ,2 6 9

- a .1 7 6 0 .2 1 8 -0 .

'

帽5

- O .2 8 9 -O .4 9 7 -O .O 1 3

l -0 .0 3 3 -O .項3 7

-O .O 3 3 1 - O .2 0 7

- O .ヰ3 7 -O .2 0 ? 1

X 2 X3
p M

】 1 0 .2 1 2 - 0 .4 8 2

X lV a㌢i芸ぬIe

X -

X ≧

某3

X 卑

X 5

X 6

- O .2 1 2 1 -0 .3 3 5

- 0 .4.0 2
- 0 .3 3 S I

0 ,O 2 7 J) 暮1 7 6 -a .2 8 9

-む.0 7 3 0 .2
一

憎 -0 .ヰ9 7

-Q ,Z 6 g - 0 ,1 8 5 -0 .0 1 3

⊥ 聖藍望望盟+ _ _

l ‡l 削
藍 _

一等 拘
i N

O ,ヰ3 2 8 0 ,6 1 6 1

I

一色2 8 6 l

-e .2 ア3 0

0 . 5 8 4 1

-e 3 5 1 0

10 .勾6 4 S

O . 4 0埼ヰ

∀a ria bBe

X I

X 2

X 3

X 卑

X 5

呆6

B g e
R V 31日昏S 1 .9 1 3 3

C 臼刑 u事a 軸 e C o 或rib u t ぬn

O .3 1 8 8

ー 0 .S 7 6 3

0 j 6 1 5

0 1ヰ6 堵5

･O .3 6 1 7

-0 .3 Z 8 4

1 .噂2 6 3

-O ,2 2 3 1

-0 .項1 2 7

-0 .3 8 5 6

-0 小0ヰO 6

0 . ヰ9 9昏

i - 1 1 5 7

0 .5 5 6 6 O .アヰ2 6

-0 ,3 9 5 ?

-0 .3 7 7 6

O .8 0 7 9

-O tヰ8 5 5

-0 .6 ヰ2 ～

0 . 5 1 6 9 0 .6 5 0 8

- O 甘 6 8 .8 3

O .1 9 2 9

0 . 5 5 4 7

-0 . ヰ3 2 0

10 .Z 3 5 ア
ー 0 . ヰ3 毎0

- 0 . ヰ0 ア3

-0 .e ヰ2 9

0 ,5 5 9 4 -0 . 3 9 2之 0 ,5 2 8 0

また , . こ の 因子負荷量の 大きさ の頗序は , Fig . 2 - 3 i 2 に示 すパネルテス ト周プ

リ ン トの潮色感(v
車

) の頗 に ほぼ
一 致 して い る o 従 っ て , 第 l 主成分は ｢ 色調 ( グ

リ
- ン - 栄)+ をこ関す る成分 で あ り , 鼠色をこ着目すればピ ンク系を好むかダリ

1 6



-

ン 弟 を好むかを表して い る ｡

第 三 主成分 (z 2) 砕 殿子亀荷豊郷大ききは 夢 X 4 r> X l > X 3 > X 6 > X s ' X 2

の 腰 となり き 第 2 主成分 ろ ばプu
r
ン ト①④織豊観辞儀倦と迂 の相関が轟く夢 ②

と負 の相野が高もミ成分 である ∈T a 払星e 2 ヰ 約 o 1 . 2 A 紘 , むもず甑 亀色調は 三 認 -

トラ ルをこ近く 5 色調 で は , 評価g) 判定が つ き にく い o ユ i 揺 , Å物の パ ッ ク等

申明度滞 (T a 鮎 2 - 3 - 3) の 濃度が高むミの が特色で 相奮い+ ｢ 立体感が菰野歩 リ ア

机 などの評価を得て い る 6 -

:凱 ②は高率明度慾分の 濃度が低く ｢ 明るレ議+
｢ 調子がとん でむ鳩 + , ⑤⑥は ｢ 白 っ ぽい+ との 評価が轟る o した が っ て , 第 2:

主成分は ｢ 明る さ -

暗きj に 関する成分である ｡

第 3 董成分 ( z 3) の 因子負荷塵の尭きさ揺 ,

L

x j 堵 占> X 5 > X 2 > X 4 > X 3

の 頗 と怒り , 第 3 主成分 z 3 は プu ン 卜①⑥の主観評儲健と迂 の機関惑雷蔵i , ③

④と負の 相関が既較節義 い成分 である 昏 ①⑥はも忘ずれ 亀数詞 で F ソ フ ト+ とら蓋

う評価が凝るが③④は硬調系で ｢ は っ き り+ ｢ あ ぎや か+ などの評価がある o

従っ て , 第 3 主成分は ｢ ソ フ ト -

ハ - ド+ を≡関する成分となる o

∈2 ) 堂 ス コ ア の分布

パ ネ ル 59 Å の 第 1 - 第 3 主成分 の ス コ ア の 散布図を Fig i 2 ヰ 】 に示す e

第 l 主成分が正 の領域に 1 ･

0 - 3 0 代の 若 い懸代が多く , 時 に 豊0 代学生の 8 割

が こ 将 領域にあり , 男性 の 割合がや華南い o さ 引 こ, 第 l 童成労迂 卦 第 3 董成

分正 の領域に 柑 - 3 0 代 が多く , 1 0 - 3 0 矧 こ ピンク系で ソ フ トな画像を好む傾

向がある o また , 4 0 代以七 の女性が第 l 主成分が魚の領域に多く , ピンク系a)

画像 を嫌う傾向があるとい え る o

i7
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( 3 ) 評価周プリ ントの分類

プリ ン ト① - ⑥の塞観評価値の第 豊,
‾
第 2 主成労につ い て , 因子負荷畳 の 分

布を Fi霊.之ヰ 2 をこ示す e 『i g .豊ヰ 2 か ら , ｢ 暗い ,

の①④は補完的選ば軌方をし て い るが , ①④と

お よぴ ｢強 い ピ ンク系+ の③と ｢ グリ
ー

ン系+

な溢 , ⑤は軟調 であり怒がら策 3 主 成分 ( z 3)

立体感があり, リ アル+ な 印泉

｢ 明るい , ソ フ ト+ な 印象の⑥ ,

の ⑤は対立的に選ばれ て い る o

との 相関はほとんどなく , z 3 で

招 も との変数 x
'

i

･ に対す る一軍与率 も 60 % と他 と比 べ て や や低く , 階調 よ り も色

味で判断が優先さ甑 てお り , 教 劉生のある選ばれ方をするサ ンプル とい え るo

l畠
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2 , 5 考 察

ス コ ア分布(F壷g .2 ヰ 鵬 ㌔ら Z ) が正 の 領域に男性の割合が高く , また z i が負 の

薗域に 40 代以 患が田立 つ た め , 男女別 ･ 年偲劉 (l O - 3 0 代, ヰo 代 - ) に主成

分の抽出を行 っ た o

( 且) 男女差

男衆別をこ計算した固有値 , 固有ベ クトル等を T a払3 e 2 -5 -1 に 示す o. 男女別では

｢男性j が第 2 主成分 ( z j(1) , Z 2(量)) ま で , ｢ 女性+ が第 3 主成労 ( z l(2) , Z 2( 2) ,

Z
3(2)) ま で有効で ある B

T abl e 2 - 5 - i P 血 e 岬al c o m p o 11 e 鵬s a n aly si s by s e x

E ig e n v al u e s a n d ei g e n v e e t o r s of c o r r el ati e) n m a t ri x

Eig e n v e cモo rs

紬暮e( n 史 2 9)

lF[

- O .4<5 3 1

0 -
4 0 0 1

0 .ヰヰ1 3

0 .0 5 6･2

0 .1 5 8 9

- 0 .6卑1 5

毒 事暮

e .埼6 6 5 -0 .Z 8 9 1

0 , 3 6 8 2 0 .尋1 9 之

- 0 .S 7 7 6 - 0 .1 9 1 6

0 .1 8 7 9 -,0 .6 3 9

0 . 3 5 0 3 0 .3 9 3 4

- 0 .3 9 3 9 8 .3 7 5 3

V a riab著e

X I

X 2

X 3

X 4

X 5

X 6

F 脚 ale( n 望 3 0 )

i妻
d -

O ,7 3 4 7

-

0 .6 2 8 1

- 0 .1 5 O 8

0 .1 0 ヰ8

-

0 `0 1 l

- O .1 7 8 5

郎
■■ ■ ■l -

0 ▲之1 6 8

0 .1 3 0 8

- 0 -5 6 1 2

- 0･ .3 1 ヰ9

0
.
1 0 3 5

0 .7 1 4 9

0 .O Z 1 8

-

0 暮2 6 9

0 .5 3 8 6 ･

- 0 .4 8 3 7

-

O 廿 5ヰZ

O 3 3 O 8

E導9 e n V al u e 5 Z . O 4 2 6 1 .6 5 4 5 O .9 8 0 3 1 ･ 9ヰ9 1 .4 8 5 3 1 .1 3ヰ

C u 耶 u la tiv e C o n 曾ib u宅io n

O 3 ヰ0 ヰ O I6 1 6之 O J 7 9 6 0 .3 2 4 8 0 .5 7 Z ヰ 0 .7 6 1 ヰ

F a ct o r L o a d如g s

V a 軸b‡e ト樹e毛n 己之9) F errla 由宅R E = 3 0)

! 暮l 獅 l !暮 l)3

XI

X之

X3

X ヰ

X S

X 6

O I6 6 6 6 - O .3 ア1 9

0 .5 Z 6 3 0 . 5 3 9之

-0 .8 2 5 5 - 0 .之ヰ6 4

0 ヰ2 6 8 6 - 0 .8 2 1 9

O .5 0 0 6 0 . S O 6 1

- 0 .5 6 3 O .ヰ8 之8

- 0 .ヰヰ8 6

0 3 9 6 1

O ､ヰ3 6 9

O .0 5 5 6

0 .
1 5 7 3

- 0･ .6 3 5 1

0 .0 3 0 4

-0 .3 7 5 6

0 .7 5 1 9

- 0 .6 ア5 3

- 0 .7 5 6 6

0 .ヰ6 1 8

0 .8 9 Sヰ

- 0 ､7 6 5 5

- 0 .
1 8 3 8

0 ,1 2 7 8

1 0 .O 1 3 5

- 0 .2 1 7 5

0 .2 3 0 8

0､ .1 3 9 3
-O

書 5 9 7 7

-0 3 3 5 3

0 .1 1 0 1

0 . 7 6 1 3

男性 , 女性共暴こ堂デ
-

タか ら計算した もの と同様の傾向を示し , いずれ も策 l

主成分ほ ｢色調+ , 第 2 主成分は ｢ 明 るさ
- 略さ+ , 第 3 主成分は ｢ ソ フ ト - ハ

- ド+ を表 して い る と考えら釣 る ¢ た だし, 男女別に多少の 相異点がみ られ る o

｢ 男性+ の 第 l 主成分 ( z } 糾) の 値ほ③⑥の評価得点が高い はど小さくなる こ

とか ら , ｢ ピ ン ク系 の 画像 を嫌うか タ 好 むか+ に対 し て ｢ 女性+ で は ｢ ピ ン ク

系かグリ - ン 系+ に重点が置かれ て い る o また , ｢ 男性+ の 第 2 主成分 ( z 2( 1))

娃㊨と の魚の相関が極めて濁い の に対し , ｢ 女性+ の 第 2 主成分 (z 2(望)) は ｢①

を好むか②を好むかが強く表れて い る ¢ そ の他 ,
｢ 女性+ の 第 3 主成分(z 3(2)) 揺 ,

2 O



ピンク系 へ の 特定が強く表れ てらうるなど招特色がみられた昏

( 2 ) 年代別

年代別の 国有健及び固有 ベ ク トル を T a担I e 2 - 5 - 2 に衰ず 8

年代別 で は , そ れぞれ , 第 3

塞成分 ( z l( 3)) は z l と同様 ,

は①⑤⑥と の相関はなく ,
2

主 成分まで有効 であるo ｢謙8 - 3 0 代+ で は き 第 l

｢ 色調+ に閑ずる成分である o 第 2 主成労 ( z 2宅3)ラ

8 ④の硬調系をこ限定されて い るが , ｢ 明 る き
一 階

さ+ を表わす成分と考えられる o 寛 3 主成分 (ち(3)) 揺 z 3 に はぼ対応する成分

と考えられるが , ① との相関が高 い成分 である o

T 盈b] e 2 j -2 P rit w-1p al e o m p o n e n もs a王Ⅷal y si s 払y a g e

Eig e rl V a丑u e s a n d ei蛋糾 V e e 紀伊S Of c o F r ぬ ti o fl 況 鮎r壷Ⅹ

Eig e 円V e Ct O r S

1 5 - 3 9 y r s .( n = 3之)
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0 I9 Z 9 1

-
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0 .7 7 5ヰ

0 .1 9 7

0 .1 9 4 9

- O .1 5 6 4
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｢ 4 O 代以土+ で は第 i 主成分 ( z l(ヰ)) の 因子負荷畳は , 且̀ 壕 が正 , ② 3 5 6

が負 で あり , 特暴こ①④⑥の値 の絶対値が大き い o ①④は申明度部分の 再現濃度

が高く ,
｢ 暗 い , 立体感が凝りリアル+ とい う評倭があ る の に対し て , ⑤⑥は

中底明度部分 の 再現漉度が低く , ｢ 由 っ ぽい , 平面∈軌 明る い+ な どの 評廓轟音

あ る o 従 っ て , Z j(4) は z 2 に類似して お り夢 ｢ 明るさ
一 時さ+ を表す成分である◎

第 2 塞成労 ( Z 2(4)) は③と正 , ⑤と免の相関は極めて 商いが,

芝l
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はほ とん どなく , F ピンク轟かグリ -

ン系か+ ｢ 色調+ を表す成分 である o 第 3

主成分 ( z 3( 郷 の 因子負荷選ば, ②③④が正 , ①⑤⑥が魚である o 特 に, ①②
招 絶対値が欠きく , i ,( 4) は ,

ニ 孟
- トラ ル系に重点 を置 い た ｢ ソ フ ト - ハ -

ド+ の 成分である ¢

( 3 き - 対 比較法によるデ -

夕の 検討

- 対比瞭法で ほ j
'

授 の プリ ント蔓ご つむ議て , 評価者が矛盾なく評価を行 っ た場

合は , 各 プ3) ントg) 選択回数は , a - tj - 1) ま で の順位得点と怒り , 矛盾が凝る

場合桂岡得点の ものが出現する o

- 対 比較法の寧!j 断 の ふ ら つ きや多次元的構造か ら生 じる矛盾 に つ い て は ,

ト ー 巡三 角 軌 呈2'
で 示す方法がある o ド - ､巡 三 角形+ の 例 を Fig . 2 - 5 - 1 に示す o

究印 は ｢ 良らも+ と判断された方に向打て あ る o

k 偶 の 試料 の
-

道三角形 の数 d は , 各身 の 試料 の評価得点を x i(i = l ,2 , … サ鬼) t す

る と,

d = k(A
-遜) 終2) 撮 ∑ ‡x f･( x i･ - i)‡j 2

とな る o

また k = 6 の とき d の 危険率5 % の 限界値は d o .8 5
- l で , d ≧2 の 評価者ほ, 試料

を識別する髄尭がな い , - 売約に並 べ ら わな い等 の解釈がされ る o

･ 1

‾2 -
■
6 …

(義.

- ∫

5 ■3

竣

Fig . 2 -5 - ≡
,
E 荒a r n P董e of a )

'

r e ul a r t ぬ d
,
△①②④ 壷s a cil

･

C ul a r tlj a d .

ÅrF O 野 ぬe a d s i 抗d壷c a 紐 p r 曲 rr e d p rl r3t S ･

奉パ ネル テス トの - 道三角形約数を T a 馳 2 -5 -3 妄こ示す o パ ネル の約半数が矛

盾な< 答 えて お り, 約 7 0 % が , - 道三角形が 1 儲B1 内で ある o 矛盾のない評価

2■2



者の割合は , 女 性よ 哲男性に多く , また I e 代蔓こ - 巡三 角形 の多い評価者が目

立 つ o

-

逆三 角 形 の 出現傾度 の高 い試料の 組み合わせ ほ テ △①②④及び畠① 2 呂 ③

であり , 各パ タ - ン共 5 9 名申 7 名の 評価者蔓≡覗われ てらちる ｡ ①②④は , い ず

れ も色調が ニ ュ - トラル に近く , 主観的に差が明由 でなく , 色調 で評廓すると

半Sj 断が つ き に く い o ①②③では , ①と②は色調が似て い るが階調が全く異なり夢

② と③は , 階調 ほ似 てもミる が色調は明らか に差がある ｡ ① と③ほ , 階調 , 色調

と も全く異な っ た印象であるが , そ の た め か え っ て 好 ま しさ の判断に迷 いが塾

じて い る と思わ れる ｡

T a b壬e 2 - 5 - 3 軌 rn b e r o f e壷r e tl証盈『毛ri a d b y a 崇e a nd 畠e X

弼臼fr ib er of ∈irc t3) a ㌻T riad

兵蛋e M a l e
-

0 1 2

F e lf3 a 王者

3 o v e r O 1 2 3 o v e r

1 0 - ま9 ヨ

2 0 - 2 9 5

3 0 - 3 9 5

2 0 2
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1 0 0
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6 O & o v e r 3 O
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1 0

1 8

2 王

2 ま

4 芝

2 0

2 0

2 3

i J

O 2

8 8

2 】

壬 王

2 0

T otai l呂 4 3 4 1 4 5 6 5

さ ら に , 矛盾の有無別に主成分労折を行 っ た結果を示す ( T abl e 2 -5 - 4) 母 d - O

の 評価者 ( ” - 3 2) か ら の 計算結果で は , 第 l , 策 2 主歳分の 固有億は 丑 よ 野･ 大

き いが , 第 3 主成労は 0 . 9 5 で 凝 る o ま た , もとの 変数 代 の 寄与率は , 第 2 主成

分 ま で で は , ⑥が 4 5 % と , 若干低く , ⑥の 情報が十分を≡表され てむぅない o d ≦l

の 評価者 ( 柁 - 4 1) で も同様 で あるが , 主成分 の 内容は全デ
-

夕 ( ” - 5 9) か ら

の 計算結果に近 い ｡

主観評価実験 で も知覚実験の ように客観的な判断を求め られ るもe) 率 タ 画 質

評価 の基礎的実験で専門的知識等をこ基づも竜た評価が必要とされ る実験を芸対 し て ,

｢ 好 み+ の よう に個Å の 童観自体 を把握する目的 の実験 で ほ ,
｢ 同得点+ が 生

じ る こ と を排除する特段の理由もな い た め 汐 奉研究 で は ｢ 矛盾 のある デ
- 夕+

を含め全評価者からの デ
- 夕 に つ む3 て 計算を行う こと とするo また , 今回 の パ

ネルテ ス ト( n = 5 9) か ら , 弁別 の 正規性及び分散が全 て等しむミニ と を夜露 した
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甘h m 髄 l- a V 看こよ る民度構成 鳩 は , 危険率 5 罷で棄却 されず, - 次元的尺度構

成が可能なケ -

ス で ある o

な患 , T h u 訂St O n e V 着こよ る尺度億 と各プリ ントの選択率 は 較判断の 選択回

数/ 比政利断の 回数) と の関係に つ い て は , 3 .3 .5 頓 に示す
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2 . 6 接 骨

同時プリ ン トの評価 に つ い て , 登成分分析により解析を行 っ た と こ ろ , カ ラ

- プリ ン トの評価要因として影響 の大きらち方か ら ｢ 色調+ ｢ 明る き -

暗き+ ｢ ソ

フ ト -

ハ
- ド+ 捌頓に 3 つ の 有効な因予が抽出きれた o

ま た , 男女差 , 年代差 につ い て も解析L , た と こ ろ , 男女差に つ い て は , 大 き

な差は認め られなか っ たが, 年代 に つ い て は , 4 0 代以出 で は ｢明る さ - 暗きj

が ｢ 色調+ に優先する要因として抽出きれ て おり芳 年代蔓こよる特色が見られた o

な お , 本葉験 で は , l S O '1 0 0 の 同 一 乳剤の フイ ルム を使周し , しか もプu ン ト

サイズが小さく , 粒 状が ほ とん ど目立たなか っ たた め , 粒 状 の 要因に つ い て は

検討を行 っ て い ない o また, 本葉験 で使潤 したカラ - プリ ントは 野 市 申の ラボ

の 同時プリ ン トを対象と して お り , 系紋的に要田を変化させた もの で 揺ない と

い う制限があ る o
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第 3 章 カ ラ ー プu ントの主観的商業要因の解析

3 . 1 緒 嘗

カ ラ - フ イ ル ム か らの プリ ン ト処理工程にお狩る露光制御ほ , 積分中性方式

那
-

般約 で あ っ たが, 接写俸の 色分布や輝度分布の偏りから生 じ るカラ - フ £

リ アやデン シ テ ィ フ ェ リ ア ヘ の 対応とし て佐藤らは , カラ
- ネガ フィ ル ム の 琵,

G , R 各色 の濃度累積密度関数を潤い てカラ - ネガフ ィ ル ム の調子丙項特性を推

定 しき こ の 推定に基づく中性色濃度を基準と し色補正を行う澄渡制御 シス テ ム

を開発 した 1) o

こ れ に よ り , 撮影時の 照明の影響や
一

つ の 色が 画面の東部分を畠め る場合 に

お い て も ,
-

般 ユ
ー ザ -

に受Åれられるプリ ントの提供が可能とな っ た o

しか し , カ ラ
-

フ エ u アやデン シ テ ィ フ ェ u アの解消や見え 招
一

致 に よ る対

応する色再現( c･o r r e s p o n di n g c o韮o r f e P F O d u e ぬ 1) の 達成が怒きれたとし て も,
-

磨

ユ
-

ザ - に と っ て ｢好 ま しい色再笥+ 揺 , な ぁ演め られ ると こ ろであ る o

本章 で は , ｢ 好 ま し い 色再現j を目標と して , 一 般 ユ - ザ - Q3 ｢ 好 ま し さ+

に対する評価 の視点に つも‡て 解析した ¢ 薬験は , 第 2 車の 同時プリ ン ト時分析

で抽出された主成分に基づき , プリ ン ト時の 托G B 露党塵を定量的に変托させ ,

全体 の 色 の変化に伴う好ま しき の評価 2ラを待 っ た o また , 粒状や鮮税さなど フ

イ ル ム に起因する要田も含め て評価を行 い , プu ン トの各物理要因の 変叱と好

ま しさ の 関係に つ い て解析した 3) ･ 4) o

ま た , 第 2 章 で 性別 , 年代 に よ る好 ましさ の視点に塞が見られ たた 軌 評価

者 の属性 の差に つ い て検討を行 っ た o

2 7



3 . 2 集魚方法

3 . 2 . 1 は じめ に

本実験は , 市 販の ｢ カ ラ ー バ ラ ン ス+ ｢ 階調+ お よび粒状等 の 異な る フ イ ル

ム を用 い て撮影を行 い , R G B 露光量を段階的に変化させたプリ ントを作成した ｡

こ れ ら の プt+ ン トか ら , ｢ 色+ ｢ 濃 度 レ ベ ル+ ｢ 粒 状等+ お よび ｢ 総合的変化+

評価用に , 選択した
一 連の プリ ン ト に つ い て , 大学生 か ら 6 0 代 ま で の

一

般 ユ

ー ザ ー

を対 象 に主観評価を行 っ た もの である ｡

3 . 2 . 2 美 食

( 1 ) 損影 シ
ー

ン

使用した フ イ ル ム は , l S O 2 5 , l S O 】0 0 を 2 種類, IS O 4 0 0 お よ ぴ IS O 1 6 0 0 の

計 5 種類 の 3 5 m m カ ラ
ー

ネ ガ フ ィ ル ム で あ る ｡

撮影 シ
ー

ン は Fig .3 - 2 1 1 に示す 3 シ ー ンお よび補足実験として行 っ た Fig .3 - 2 - 2

(･こ示 す 2 シ
ー ン で あ る ｡ 色 再現の指標と して , シ

ー

ン撮影時に 同
一

条件 で ,

M a c b et h C ol o r C h e c k e r を拐影 した ｡ 撮影 シ
ー

ン は , いずれ も
ー 般 の ア マ チ ュ ア

が撮影す る こ と の 多 い シ
ー ン (1 . 3 .2 節参照) を想定したもの で あ る ｡

シ
ー ン A はポ

ー

ト レ
ー

トの例 で あ り , 屋 内の ス タ ジオ で , 5 0 0 0 K 写 真用 フ ラ

ッ ドラ ン プ下 で撮影 した もの であ る ｡ 絵柄か ら 人物 の 肌 の 色が重視され る と考

えられ る が , 花 など他 の 部分も人物と
一 体 とな っ て 評価対象とな る 可能性が想

定され る シ ー ン で あ る ｡ また , 肌 や 無地 の 背景 ( グ レ
ー

) 部分か ら粒状 の差が

判りやす い と思 わ れ る シ
ー ン で あ る ｡

シ ー ン B は , 戸 外 で の ス ナ ッ プの例 で , 昼光 ( 自然光) で損影した もの で あ

る ｡ 人物が 主要被写体 で あ る こと は シ
ー

ン A と 同じ で あ る が , 人 物の 周囲が芝

坐(g re e n) で あり , g r e e n の 色 の 影響があ る こ と も考えられる シ
ー

ン で ある c

シ ー ン C は建物 に 人物を配置し, 記念撮影を想定した/ 1
o

ン フ ォ
ー カ ス 的 シ

ー

ン で 人物が′トさく ,
人物 (肌色) へ の 注目 は シ

ー

ン A , B に比 べ 少な い もの と

思 わ れ る ｡ ま た , こ の シ
ー ンで は, 建物が評価対象にな る こ と も考え られ 色

に対す る解釈 の幅も広 い と思 わ れ る シ
ー

ン で あ る ｡ 画 面は全体的にグレ
ー

ト
-

ン で , 目 立 っ た色 はな い c 人物 の 背景は シ
ー

ン A か ら B , C へ と複雑 (3 ･ 6 14

節参照) に な っ て お り , 粒 状性や鮮鋭さ の影響が シ
- ン に よ っ て 異な る こ とが

考えられ る ｡

28



蘇-

1■
1 ■ .

■
■
一

d ■
､

▲ 7

ケ

L I .

r
■ ‾ -

■

I

･:% _;
せゝ

( a) S c e n e A

至≡∃チ

匪

■
T

i*
呈E

ー

1 1 I ! ■
■

欝
-

L

/

(b) S c e n e B

( c) S c e n e C

F ig ･ 3 1 2 -1 E x a m pl e s of th e t e s t p ri nts f o r t h e e y al u ati o n ,

(a) S c e J] e A , (b) S c e Jl e B a n d ( C) S c e n e C

2 9



∫

イ
＼

?; .5 - ,

J= 1 I -

イ b ･
l

-

＼

｢
ー

(d) S c e n e D

′ t h

t n
I
')

｢

P
-
;

ぎ
I

,

)

( e) S c e Lt e E

Fig . 3 1 2 - 2 E x a m pl e s of th e t e st p ri rLtS f o r t h e a d diti o n al e x p e n m e n t ,

(d) S c e n e D a n d ( e) S c e n e E

3 0



な お , 補足実験として 肌色の評価の た め ｢肌色の み が着目され る シ
ー

ン+ と

し て , グ レ ー

の 背景 に黒 い T シ ャ ツ の 女性 ( シ ー

ン D) お よび ｢ 評価者 に よ り

着 目点が異な る+ と考え られ る 日焼けの程度が異な る男女 3 人 の ポ ー ト レ - ト

( シ
ー

ン E) に つ い て も評価を行 っ た ｡

プリ ン ト は, ミ ニ ラボ等 で使用され て い る オ ー

トプリ ン タ ー

を用し＼た ｡ こ の

オ
ー

トプリ ンタ ー

は l 段階に つ き R G B の 各露光量が 1 0 % . 濃度 レ ベ ル に つ い

て は露光量が 1 5 % の 割合で変化する よう に設定されて い る . ピ ン トは自動焦点

で , 常 に 最適条件 でプr+ ン トされ る よう に設計され て い る ｡

( 2 ) プリ ントの作成

プリ ン トの 作成は , ミ ニ ラ ボ等 で使われ て い る プリ ン タ ー を使用 し, 力 ラ l

バ ラ ン ス の 中心 とす るプリ ン ト ( 各 シ
ー

ン と も N o .1 で 示す ｡) を設定 した後 ,

m a g e n t a
-

g r e e n , r e d
- c y a n , b一u e

-
y e11 o w の 各方向 に それぞれ 2 段階, l 段 階に つ

き 1 0 % 露光 量 を変化 させ , 計 1 3 種 類 の 色 調 の 異な る プリ ン ト を作成し た

( Fig . 3 - 2 -3) . 露 光量は , カ ラ
ー バ ラ ン ス の 中心 と したプリ ン ト( N o . I) に つ い て

は , ±2 段 階 の 計 5 段階, そ の 他 は 同 一 色 調 に つ い て 各 々 ± ] 段 階 の 計 3

段 階 , 1 段 階に つ き 】5 % 露光 量 を変化さ せ た ｡

中心 と した プリ ン ト ( N o . 1) は , 測 色用 プリ ン ト の グ レ - ス ケ ー ル部分 お よ

び シ ー ン の プリ ン トを C [ E D
rq
近似 の 光源下で観察 して 設定した ｡

N o .9

G 十2

N o .1 1

C ＋ Z

N o . 8

G ＋1

N o .1

C ＋1

N o . 7

Y 十 Z

N o . 6

Y ＋1

( N)

N o .1 a

B ＋1

N o .1 3

B ＋2

N o . 3

R ＋1

N o .～

M ＋1

Fig ･3 1 2 - 3 T h e t e st p ri n ts f o r c ol o r e v al u ati o n .

U p p e r: p ri nt N o .

L o w e r: s hift i n c ol o r b al a n c e
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N o . 4
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N o .3

M ＋2



( 3 ラ 評価周プリ ント

魯 フイ ル ム か ち作成 した各シ
-

ン 4 1 槙の プi) ン 卜か ら各種評価用プリ ン ト

を以下g) ようをこ して選択した｡

①色評価周
■
:

- 般ユ - ザ - に通常使周され て い るfS O 4 0 0 の フ イ ル ムか ち , red - c y a n , g r e 帥

m ag 甜 晩 bl u e
-

y ell 脚 方向をこ各 2 段階色調を変化させ て作成したプリ ン トを伺 い

た o 評価周 の選択に当 っ て は , 申灰色部分の視感濃度がほぼ 一

致す る もの を色

調轟に選び, 各 シ - ン i3 授 を童観評価周プリ ン トとした o

②濃度評価伺 :

濃度レ ベ ル の評価に伺 い たプリ ントは ､ カ ラ - バ ラ ン ス の 中心 と した N o .正

に つ い て濃度レ ベル を ±2 段階変化させた 5 駿である o 濃度評価周プリ ン トは

濃度 レベ ル の低 い方から N o . D l
,
D 2

,
D 3

,
D 4

,
D 5 で示すo 使周 した フ イ ルム は

最も濃度差が分かりやすく ､ 現在 も梗周教 の多 い IS O I O O の フイ ル ム である o

③階調 ･ 粒状等評価周 :

階調 ･ 粒 状性お よぴ鮮鋭き等 フ イ ル ム に起因する要因 の評価に伺 い た プリ ン

トは , 5 種類の フ イ ル ム か らシ
-

ン の 申灰色部分の視感濃度翁 よぴ色調がほ ぼ

-

致す る もの を各 l 枚選択した B
- 敦 きせ た部分 の濃度は いずれ の シ - ン も o - 6

- o . 7 で ある ｡ 色合わ せ は C‡E D 5 O 近似 将照明下で 目視により行 っ た o 階調 事 粒

状等評価周プu ン 卜は N o . F 呈 - 『5 で 示す o

④絶食評債周 :

各プリ ン トの ｢ 色+
E F 濃度 レベ ル+ ｢ 階調 ･ 粒状等+ (①②③) の 各要因がで

きる駁撃互 いをこ独立 で均等 にバ ラツキが生じるように配慮 し評価周プリ ン ト へ

の 各章囲の割り符柑を待 っ た (飼 :
r

F 盈
'
bl e 3 -2 -i) o 評価周プリ ン トほ 柑 放 で , い

ずれ の シ - ンに つ い て もカラ - バ ラ ンス の 中心としたプリ ン ト( N o . 桝こ対 して ,

粒状度が 3 段階, また, 粒状塵が rTl e di u 悶 の プリ ントの間 で階調魔 の高低が生

じるようをこ したo 色調 ほカラ
- バ ラ ンス の中心としたプu ン 卜( N o ･ l) か ら R , G ,

a
,
C
声 帆 Y の 6

･ 方向に変化させた プリ ントを含み , 補色 とな る方向には同
一

フイ ル ムか ら作成プリ ントを割り付けしたe

プリ ントの 色調 , 濃度に つ い て は第 2 牽 で 那 ミた市中めラボの 同時プリ ン ト

の色調タ 濃度に基づき範囲を定めた 8
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( 4 ) 評 価

① 評価 パネル

ー 殿 ユ - ザ -

2 0 歳代 か ら 4 0 歳代 を中心 とし , 年齢お よぴ男女比が著しく偏

らな い よ う に した o 着色限鏡 の僚周を不可とした也 , 眼鏡等 の健周 は日常の プ

リ ン ト観察時 の状態とし, 評価者の制限等は行わなか っ た ¢ 魯 シ
- ン の 評価プ写

ネル数と内訳を T &b王e 3 - 2 - 2 に示 すo な お , シ - ン Å - C の 評価で は 望8 名は各 シ

ー ン 共通 の パ ネル で あ る o

T a bl e 3 - 2 - 2 N tA m 払e 『 o f o b s e T V e T S by a g e a n d s e 又
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T o t 窃f 2 5 1 8 埠3 之6 1 9 域5

3 3



② 辞儀方法

差が判定しやすい - 対比瞭法を採潤したo ただ し, 補選実験 ( シ - ン D , E)

Q 3 色調評儀をこつ い て は タ パ ネル の負担の軽減の ため 1 3 授 か ら 2 枚 を選択する

選択法とした o

また , 評価 にあた っ て は , - 連 の采験 で ｢ 色合 い+ ｢ 色 の 渡さ+ など何が変

化 してらもるか を説明したが , 評価の着目点 ( ｢ 入物の肌色+ など) に つ い て は ,

指 示 は行わず, ｢ 自分 が好 ましい ( 欲 し い) と思うプリ ン ト+ を選 ぶ よう指示

を した ｡ また ,

-

連の 実験終了時に ｢ 好 ま しい プリント+ を選択 した著限点 ,

理 由等感想を来 観 参考とした o 観 察距離は , 評価者か ら 5 0 - 6 0 c m

プ u ン トを設定したが , 評価時の距離の 限定は行 っ て い ない o

③ 観察条件

∈i E B
5 O
に近似 した色評債周蛍光灯 , 2 O O O i x , 周辺は M もI m S ell N 8

( 5 ) プリ ン ト搾成条件

① プリ ン トサイズ

2 L 判 ( 1 2 .6 c m X 】
.
7 ,吉e m ) , 光沢

② プリ ンタ -

K o ni e a N P Q
-

7 2 8 Å ( シ - ン D
,
E : R o c k y S U P E R F A

- 2 5 0j 2 7 0)

③ 色 調

カ ラ - バ ラ ンス の 中心と したプリ ン ト( N o . 1)か ら R , G s B , C ,

の位 置 に

M , Y 方向

へ 各望段階 ( 紬 eb et h C ol o r C h e c k 即 の Ii g ht sk壷n. 招 色再現域 で A a
車

≒ 1 0 , A b
車

≒ 15 )

④ 演塵レ ベ ル

中心とした濃度 レベ ルか らd = l 段階 (五穀階は , M u n s e並l 紺5 の 再現濃度 で

A D = 0 .3 相当 の範囲)

( 6 ) 物理量測定条件

測 色 : M a e b e ぬ ･C ol o F C h e c k e r の g r a y ( N 5) , 里i gbを s･ki n , r e･d
i
, a,
g r e 恥

bl u e , e y義11 , m 喝 e 地 ,

y
y ell o 闇 の 再 現色お よぴ原票 を分光光度

計で積分球 を伺 い分光反射率を測定, o/ a , 黒色板 で嚢当 て

c 臆 D 5 0 , 亜0 慶祝野 で計算, c 臆 呈97 6 L
車

a
革

b
車

色空間

濃 度 瀞 定 : B R( O
o

;S A : 45
o

; y)
5)

濃度鴻 定 箇所 : M a c b ;e t h C 舶 r C h e ck e r の g r ay s c a丑e 部分お よぴ, 評価用プリ ン

トのÅ物 の顔 , 背景等主要部分

平均階調度( r) : ”
-
盈eb eもh C･o 蜘 C b e e k e r の g r ay s e al e 部労 の濃度から g r ay t o g r a y

3 4
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の再現曲線を椎成し g苦S K 7 6ま′空き.
7
毎き を準周

粒 状 度 : m主c r o d e 約Sit o m e t e F ( 呼 e 托 那 e Si蓋e 豊25 鎚 m 削 2 5 tL F mj･ で プリ ント

の グレ -

ス ケ - jレ雷区分を朝憲 , D = 壬. .0 相当符 R M S 粒状度を算

出

S h a ㌻ p fl e S S : M T F
- 0 .5 の 空間周波数 ( メ -

カ
-

の ブ イ]レムデ - 夕 シ - ト

の M T F 曲線か ら算出, 相対値として有効と思わ凱 る o)

3 5



墨 藩 題 ぎぴン 終の包帯壌と評価

遷 . 3 i l は じめぎこ

第 2 肇の主成分分断を= 翻 もて粒状性時差がほとん どな い プリ ントの 場合 , 栄

l 主成分とし て ｢色弱+ 那 , 第 三 主成分として ｢ 明 るさ - 略さ+ 那 , 第 3 主成

分とし て ｢ ソ フ ト ー f＼ - ド+ が抽出きれ て い る o 奉節では , 第 l 主成分 である

｢ 色調( a
率

,b
串

)+ をこ着目し,･ ｢ 好 ま しい ･色再現+ と各 シ
ー

ンお よぴ評価者 の属性か

ら好 ましさ の要因に つらもて解析する o な 艶 色 の L
車

方 向 へ の変才ヒに対して は ,

第 2 主成分で轟る ｢ 明る さ - 暗き+ に対応す る と考えられ るため , 3 . 4 節で

解析ずる昏

3 . 3 . 2 プリ ン トの色再現域

シ - ン Å妄こ つ い て ,
M a e b eth C oZ o r C h e c k e F の F e d

, g r e e n , b 晩 c y 軌 m a g e nt a ,

y e】′
J o w , r 表ig ht 速呈約, g要

一

ay ( 対5) の 各プリ ン ト(呈3 枚) の 色再現を Fig .3 - 3 - 1 に示す o

また , 各 プリ ン 恥 馳 と の 対応 (患ig h t s k主n , g r ay ( N 5) ) に つ い て は , Fig .3 -3 - 2 に

示 す 8

全般にプリ ン ト招 g r a y の 再現色は , プリ ントの R G B 露光畳の変化に対応 し

て , a
E-1

b
車

空間内 で 紺o .里 を中心にほぼ均等な円形看こ分布するが , lig ht s ki n に つ い

て ほ b
*

方 向に濃く , a
*

方向 に短い楕円状 の分布に怒る ｡ r ed , g r e e n , y el生o 腎 に つ い

て は 1主g b藍 屋ki m と 同様 に b
申

方向に濃 い分布となるが, cy a n , bl u e に つ い て は a
*

方

南をこ長 い分布となるo また , m ag e mt a は ch r o m a 方向 へ の 変化が目立 つ等 , 各色

の変化枝盛ず しも
-

様 で はない o

なお , 各プリ ン トの色再現は , 中心 と した プリ ン ト (加o . i) に射 し , 各色 と

も書こ揺ぽ g r ay の 場合と同方向に シ フ トし て い る (F ig ふ 3 - 2) o た だ し, Å物 の

肌色 の再現の 目安 とな る l量g ht ski m の 南 郷 こ注目する と , g F ay の 帯域が中心

軸o .狙) に対 し 転韮tle 方向をこあるプリ ント (柑o . 1 2
,
13 ) 揺 , lig ht s ki n の 再現 で

は中心 ( N o .里) に 対 し , m ag e ぬ 方 向 にあ野 , 肌色 に つ い て首ま, ピン クがか っ

た印象になる¢ ま た , g F ay の 再現が中心より ey a n 方 向にあるプリ ン ト( N o ･ 1 0
,

i l) ほ Iig h t s ki n 招 再現 で は 血･o m 盈 ( C
滞

a b) が低 くなり , 夙色ほ白 っ ぽい印象を

考え る方向にある o ま た , g f 盈y の再 現が蓉リジサルに近 いプリント ( N o ･ 4 , 5)

で は ,
汲壷g hもsk i n の 再現絃 r軍d 方向で か つ C

*

a b が高くなる方向に変化する o

シ - ン 岱, C は シ
- ン A に比 べ 芦 全体 に再現域が華や r e d 方向 に シ フ トする

3 6
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ずるが, 各色とも過半染は同 - 範囲内にあるo

3 . 凱 3 亀再現 の評儲

色調評価周プリン ト (3 息 2 項 ( 3 ) ①) の 評価結果は次の と凝 り で凝る o

シ -

ン A - C に つ い て , m a cb et h C ol o r C h e e k e r の g r a y( N 5) お よ ぴ 監ig 如 s ki n の

色再現と各 卑 に対応するプリ ントの評価を Fig 3
- 3 - 2 - 3 - 3 - 4 に示 す o

色調評価妄言 つ い てをま, 当該プリン トの比鮫 の総数に対 し , そ の プu ン トが選

択きれた割合を ｢選択率( %) + と し, ｢ 選択率+ か ち好ましら1 色再現 の検討を行

な っ た o

選 択 率 : p( % ) = 里0 0
*
(A/( pi - 1) N)

評儀するプリ ントの数: a

-

対比較 で好ましい と して選択された回数: A

評 価者 数 : ”

払
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( 1 ) シ -

ン Å

シ
-

ン Å は女性 のポ - トレ -

トで あ野 , 背景 はグレ
-

で あ る o シ - ン Å に

つ い て は ,, パ ネル の萎ま とん どが鼠色に注目し て お り , ｢ 脱 色の 好 ましさ を重視

し全体の色調等を考慮して評価した o + と答 え て い る｡ した が っ て シ - ン Å で

揺 , M a eb eth C ol o T C h e e k 怒F の i主g ht s ki11 と g 『a y ( N 5) の 再現を中心に検討する o

F蔓g i3
- 3 -望に示すとお巧 シ -

ン Å にお い て選択率5 0 % 鎚上 を示したプリ ン トは ,

い ずれ も原色票の Iig h t s ki n より , 色相角 (h t嘉あ) が F ed , m ag e n t a 側 にあ る ｡ 特

に , h lib
O

が -

6 - ＋3 l
o

, C
碑

盛 が 9 - 1 3 ･ の 範囲に選択率が 60 % を超 え るプリ ン

トが集中するo h eiあ が この 範囲にあるをこもか かわ らず, 評価 が低か っ たプリ ン ト

ほ 歩 野 ay ( N 5) の 再現にお い て ピB b が高く , プリ ン ト全体 の色 の偏りが目立 っ

た も 何 である o

ま た , プリ ン ト昭選択率 の等高線を Fi g . S I S -5 に示すが , y ell o w
-

批 e 方向 に

長径をも つ楕円状の分布となる o

( 2 ) シ - ン B

シ - ン B は 太物 を中心とした写真 であるが , シ - ン に対 して , 背景 は芝生や

木琴 が多く夢 路然環境中で の ス ナ ッ プを想定したも の で あるo

シ - ン B で は , シ
- ン Å と同様に , ｢ 入物 の肌色に重点をお い た+ とす る パ

ネル が多 いが, ｢ 芝生 の緑等背景の 色 の好ま しさ も評価 の対象 に した+ と答 え

た パ ネル亀多く , シ
- ン Å に比 べ て脱色の好ましさ以外 の要素が多くな っ て い

る と考えられる o したが っ て , シ
-

ン B で は , M a cb e 也 C ol o r C h e c k e r の 1i g ht s ki m

と背景 の主要色である g re e n の再現 を中心に検討する o lig h t sk董n お よ ぴ 酢e 甜

将 再現を ㌘ig ふ 3 - 6
,
3 -3 - 7

k

に示 すo

4 ¢
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シ - ン B におむち苛 選択率 5 O % 以上 を示したプリントは 重量gh t sk壷n の 再現色 の

h
盛 が原色票の売場 健より赤味方剛 こあり 潤 に選択率 6 0 % 以上 で は h

d b ヰ9
- 3 7

o

C
摩

tib 7
- 盈3 の 範囲を= あ る8 ま た, 背景色とし て 芦 プ t+ ン 卜の 評価 に影響を阜え

たと考えられる 郡e e n に つ い て は選択率 6O % 以 b の プリ ントは原色票 の測色軽

から h
鐙b で 軌 絶 倒 へ lヨ･ - 2 5

o

の 範 囲に集中して 瀬 野 ( 軸 3 - 3 - 7) , 榔 t s k主n､ と

g F■e 紺 の 双方の好まし い色再現を満たすも の が評価され て い る と い え る o

シ -

ン A との 比較では 声 l重g h t 盛i n の好 ま しい再現域に多少の相違はあるが ,

各 シ -

ン の 再現域内で の 比較対照 で の選択 である こ とを考慮すると , 量i gh t s ki n

の 好 ま し旨ち再現域は基本的にをま差がな♭1 と考え られ る o

∈3 ) シ - ン C

シ - ン C は建物 に女性を配置し , 記念摘影に見られるような パ ン フ オ -

カ ス

約怒 シ - ン で , パ ネルをこ より主題 の とり方も異な る o

評箇 の着眼点 として は , 建偵や , 全体の 色調に重点を置 い た と答えた パネル

那 , Å物の肌色に重点を置く者を七 阿る o した が っ て , シ -

ン C で は M a e b eih

C 如 T C h e ek e r の g r 昆y 紬5) , 里i g h t s k墓n の 再現を中心に検討する( Fig ふ 3 - 4) o

選択率 6 O % 以上 を示 したプリントの g r ay の 再現域を シ
- ン Å , B と比較する

と, 原色票招潮色健に近 い プリ ントの評価が高くな っ て い る o -

瓦 屋i蛋伽 s ki n

の 再現を≡関 して も h
(lb
2 2 - 48

昏

, c
車

a b l 堵
- 18 の 範囲に評価 の轟 いプリ ン トが多

く , 他の シ - ンをこ比 べ , 原色票 の測色感に近い も の が多 い o これ は シ -

ン C の

評衛 の着眼点が Å , 迅 と異なり , 画面全体の色調が ニ ュ - トラル な も の が選択

き郎メても為る 芝 と を示して い る o

シ - ン C の プu ン ト選択率の等高線を g T ay ( N 5) に つ い て Fig ふ3
-8 をこ示す

那 , 軒i g ふ3
- 5 と同傾向を示す楕円 である ◎

く4 ) 考察

以上 の結果を総合ずると , 選択率 5 0 % 以よ の プリ ン トに着目する と ､ そ れ ら

は いずれ の シ - ン に つ い て もIig ht s ki n の 再現色が M 盈C払eth C o韮o 『 C h e e k e r の オリ

ジサ]レの 豊ig h宅sk壷m の 色相角 (轟ab) よ りも F ed の 方向をこあ る 8 また , 色票の l量g ht

魂i 班 の 再現色と選択率の 等高線 (F主g ふ3 -5
,
3 - 3 -8) 揺 , い ず れの シ

- ン に つ らもて

も b
轟

方向に広く , a
凍

方向に狭い楕円状となり a
*

方 向に厳しく , b
癖

方向 に広 い許

容域を有し てむもる ( シ
- ン Å の プリ ン ト作成条件では , b董u e -

y ell o 野 方向に は 4

段階の変化が受けÅわ られる の に対 し, m 盈g e 地
-

g r e e 出 方 向 で は 3 段階未済と

怒る ｡ラ6

∠㍑
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F 痕3 - 3 - 8 C o r3t O u r li n e s o f th e F 在鮎 of c h oi c e ( S c 組 e a , g r a y ( N 5 泳

ま た , プリ ン ト全体 の色のイメ - ジの 目安になると考えられ る g 『a y の 再現 に

つ い て は , 霊ra y
-t O -

g r ay を満たすプリ ン ト ( シ
- ン C 芸 N o . 4 , シ

- ン Å; N o . 5) に

つ い て は いずれ も選択率 5 0 % 臥上 で はあるが, 最も高 い選択率を示した プリ ン

トと の -

敦は な く , プリ ン トの 好ましさ を決定す る絶対的条件 とほ怒 っ て い 急

い e た だ し, g Fa y 部分 に赤味が感知され るプリ ント(a
車

> 8 , か つ b
*

> 8きは急政事=

評価が低くなる ｡

各 シ ー ン 間の 関係 で は , シ - ン A
,
B で は評価 の高むげ

`
リ ン 卜 の 及呈g ht s k重役 の

再現域は基本的には差がな い が , シ - ン C で は, 他の シ - ン に比 べ て g r野 の

再現が原色菜に近らももの ( N o . 4 , 6) , 量ig 払t 娘壷n の 再現が , 原色票 の h 致b に近 い

( N o 息 8) もの の 評価が高く , シ - ン Å
,
B と比 べ オリ ジナルをこ近 い こ とが受

け入れ られ て お り , そ の シ
ー

ン で 着目される色 の再現が重要と考えちれ るo ま

た , シ
ー

ン C の N o . 1 2 の 選択率が高い の はÅ物の鼠色を重視 した評価と考えら

れ ,
こ の よ うな シ

-

ン で は パネル によ巧者日ず る対象が異なる こ と を示 してら与

る o

参考の ため シ - ン D
,
E の 結果 と比較す る と ､ シ

-

ン m は脱色鎚終着こ着目す

る色が恵n ケ - ス で あ る が, こ の 場合 - 対比較法の選択率 7 0 % 以上着こ相当する
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プリン 拒 絶1 .一 項参照) 招 Ii昌軸 s ki n の 再現で み ると , シ
-

ン C 以上 に原色票

の h
ab( 鶴

o

)をこ近 い もの (4 3 - 4S
e

) が高い選択率を示し て い る o -

鼠 シ
-

ン

E で は , h u 転が 2 2 - 3 芝
o

の プリ ントの評価が高く , シ - ン A , B に近 い傾向を示

して い る ｡ な 亀 シ
-

ン D で ほ滑詞等の異なる 3 種類 の フイ ルム か ら作成 した

プリ ントに対 して種類毎に評価を行 っ たが, 評価の高 い プリン トは 壬ig h t s ki m

の 再現域が揺ぼ 一

致 したo

こ れ らの こ と か ら, 蘭 画 に評価対象とな る色が少なく評価部分がお のずと限

定 されるような場合をま, オ リ ジナ ル に近 い再現が求め られ るが , 通常 の ア マ チ

ュ ア の ポ - トレ - ト等多く の 色を含む画像 で は ヂ 画面全体の 色 の バ ラ ンス を旗

味して評価き甑る傾向がある こ とが示唆され るo

3 . 3 . 4 好ま しさの要因の解析

( 豆) 解析方法

好 ましきの評価がどの よう蔑視点 で な された の か を解析するため , 第 2 章 と

同様に各評価者の
-

対 比較 の選択度数を主観評価値 として , 因子分析法の
一 手

法 で も あ る 主成分分析法により要因の解析を行な っ た o

2 . 2 節 と同様蔓こ, 評価周プリ ン ト 1 3 授 ( N o . i
-

里3) に つ い て
-

対 比轍によ る

選択度数 x i (i - 隻, 芝, -

声 一
1 3) を変数とした ¢ パ ネル の 人数 n か ら , n 削 3 次

の デ - 夕行列 を作成し, プリ ント問の相関行列を求め ,
1 3 × 1 3 次 の 相関行列 に

つ むもて 拍 固有方程式を解き 声 固有健 ( ja) , 固有 ベ ク トルお よぴ因子負荷盈を

求めた ｡

因子負荷義三 国有感 の平方穏 ×固有ベ ク トル

で卑見られ , こ こ で の 因子負荷畳は , 相関行列か ら計欝されたも の で轟るか ら,

抽出 きれた塞成分と規準柁 きれた各変数 との相関係数を示す¢ した が っ て , 因

子負荷畳の大ききと, 対応するプリ ントの M a cb e 軌 C o 蜘 C h e c k 監r の 再現色( a
車

, b
車

)

をニ注目 して , 主成分の 内容をご つ い て考察 した o

恋お , 本葉験 で は ,
n = 5 0 - 5 6 で あるの で , 相関の有意性か ら

ま因子負荷塵‡≧0 .3 で ある変数に対応するプリ ントを対象としたo

有 効な蓋成分 の数 m に つ い て ほ絶対的な基準ほな い が ,
m 僻 ま で の 主成分 の

累積寄尊率が 60 - 8 O % を超 え る こ と, 第 m 番目の童成労が平均以上 の情葡畳を

も つ こ と, 艮田ち こ こ でをま固有値ネ 滞
≧里 である こ となどが

一 応の 基準
7) となる o

こ れ ら蔓こ基づき主成分分析を行 い , 好 ま しさ の要因に つ い て解析したo また ,
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各 シ ー ン と も, パ ネル を男女き 年代 で 2 分害tj し, 各 郎 こつ い て も主成分分析を

行 い , パ ネル の属性による差妄= つらちて検討した o

( 2 ) 主成分分析結果

① シ
-

ン A

シ -

ン Å の 固有健 , 因子負荷盈を T a bl e3 j -i に 示 す Q

シ -

ン A で は, 第 4 主成分ま でが固有健/l 以土 を示 しき 累積寄与率は 7 2 . 9呂%

で あ る｡

第 里 か ら第 3 主成分の 因子負荷量 の絶対値が o . 5 を超え た プリ ン トを , Fig .

3 - 3 - 9 の a
車

b
*

座標上 で 示す ｡

第 £ 主成分は 恩義g ht s k壷n の 再現 にお い て , 中心 ( N o , i) に対 L , m ag e n 電a か ら r ed

方 向 にある N o . 2
,
3
, 5 , 4 と負の 相関が高く 夢 g T e e n 方向の 馳 8 , 柑 , 9 と這 の相関

が高 い e また , プリ ン トの a
密

の 塵 と因子負荷畳 との相関が高 い ( r - O . 8 7) こ と

か ら第 皇 室成 釧ま ｢r ed -

g F e e 迅+ に 関する成分と考えられ る o

第 2 主成分は第 l 主成分と対立す る方向に , 因子負荷畳の絶対値 の兼きむぅプ

リ ン トが凝る o また b
串

の 値 と因子負荷盈との相関が高い ( r - O . 8 0) こ とか ら｢ blt& e

-

y ell o w + に閑ず る成分と考えちれる B

第 3 主 成分は Ii g ht s k孟n の 再現域 の ほぼ中心に凝るプリ ン トと, y e王重e 野 が強

い プリ ン トに関する成分 である o

策 ヰ 主成労は ｢y el里o w - 眺1e 系 対 蛋r e 引 卜 m 盈g e nt 盈 系+ に関する成分 で あ るo

ま た , 第 霊 室成分の 因子負荷畳が高 い N o .9 か ら N o . 3 ( m ag e 地 -

g r
･ e e n 方向ラ の

色差 ( A E tlb
車

) 凝 よ ぴメ トリ ッ ク色相差 ( A H a b
車

) を第 2 主成分の因子負荷塞が

商 い N o .i
,
3 か ら N o . 7 ( bl u e -

y el圭 紳 方 向ほ 比較すると , 色差等( A E & [” A H a b
#

) が ほ

ぼ等 しい の に もか かわ らず, 第 1 主成分 の寄阜率が第 2 童威労 の約 ま. 5 倍 で あ

り , m a g e nt a
-

g r e e n ( a
串

) 方向が b玉ほe l e豊玉o 岬( b
車

) 方向 に対しラ 色調 の好みに磯く影響

を卑え て い る ｡

② シ
- ン B

シ - ン B の 固有値 , 因子負荷量を T a5I e 3 - 3 - 2 に示す ¢

シ - ン B で は , 第 3 主成分までが固有値 呈以上 を示 し , 累積賓尊率は 6 ･6 . 5 4 %

で あ る ｡

第 l か ら第 3 主成分の 因子負荷畳 の絶対値が o 事5 を超 えた プリ ン トを, 『童霊歩

3 _ 3 -玉
√
0 に示 すo
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第 i 塞成分はプ盲j ン 卜将 a
*

桁 億 と 因子負荷畳との相関係数 r 報 8 0 で 凝 り ,

シ - ン 鬼 と 同様テ 棚 t 娘i n の 再現が , m 聯 鴫 F e d 系か , g r e e n 菜か に関する

成分 である o 第 芝 主成分は , b
*

の 感 と因子負荷量 の相関係数が r 蛾 5 4 と シ -

ン

A ほ ど明確 で はなむ竜ウ ニ れ を g Fe e n 節 再現をご つ い て み る と , ゐ
tl轟 と 因子負荷義の

相関係数が 蛾 8 2 を示す B したが っ て , 第 2 主成分は g Fe e !- が 払圭u e 系統か y eu o w

系統 か を示す成分と考えられ る｡

第 3 r 董成分は シ -

ン A と ほぼ同様 の成分 で凝 る o

③ シ -

ン C

シ ー

ン C の 固有値 , 因 子負荷量を 写a bl e 3 - 3 -3 に示 すo

シ - ン C で はタ 第 4 主成分ま でが固有値 i 以上 を示 し, 累積寄与率は 7 4 . 7 呂%

で あ る自

発 l か ら第 3 主成労の 田子負荷畳Q) 絶対値が o ･ 5 を超 えた プリ ン トを Fig . 3 -

3 - l 登をこ義軍 o

第 ま 主成軌 第 2 主 成 釧まシ -

ン Å と同様にそれぞれ lヰe d -

g r e e n , b電u e
-

y el壬o w

に閑 ずる成労 であ る o

第 3 童成分は全体 の色調 (g r ay) が 陀d 5 m a g e 舶 a に偏 り が強い か否 か に関す

る成分で轟愚 o また , 第 堵 主成分は , 酢a y の 再現 の中心 で ある N o - = こ関す る

成分 である o

ま た 夢 卵 y の 色再現域をこ磨 い て第 1 主成分と相関が高い m ag e n t a -

g r e e n 方 向

( N o ･3 か ら N 8 ･ 9 ほ 第 望 主成分と相関の高 い bl 岨e -

y e毛1 o w 芳 郎 N o t t 3 か ら N o . 7)

招£ヒ率を考慮し て第 盈, 第 2 董 成分の寄卑率を補正す る と シ - ン Å とほぼ同様

に第 1 蓋成分が第 2 主成分 の約 i 中5 倍 とな る o

( 3 ) 評価者の属性との 関係

各 プリ ン ト の 選択率を三 つ い て , 年 代別に分類 した と こ ろ , シ
-

ン A , B , C

と 屯着こ 確0 代以よに比 べ 丑0 - 2 0 代 で N o .1 3( B ＋2) の 選択率が 1 0 % 以止 高く , シ
-

ン 泉 , E で は , 榔 代 以上 が 1 0 - 2 0 代をこ比 べ , N o .6( Y ♯呈) , N o . 7( Y ＋2) , N o . 8( G ＋i)

の y el韮 珊
-

g r e e n 系 プリ ン トで , 選択率が 1 5 % 以上高い プリ ン トがみられた o

特 に シ - ン e で は , 4 0 代以出 で は , y ell o 野 菜の プリ ン ト ( N o . 7) の 選択率が高

く , 選択率 7 O % i;iA 七 の プリン トの平均値 で比醸する と, 1 O - 2 0 代 よ り A b
*

≒ 5

高く , y el 蜘 薬 へ の 好み の 中心 の シ フ トが顕著 である 0 年伐 ( 里0
- 2 0 代 と 4 O

代Bl 上) に よ る選択率の 諾 2 検定 で は , シ - ン A , ∈ で は有意塞が認めらゎた ( a

= o ザ0 5∋o 寧代暴こよ る選択率の 差は , 4 0 代 を境とし て黄 - 緑 の 飽和度識別能力の

碓害
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また , 男女差を三 つ い て の z
2
磯定で は シ - ン Å - C と 私有意差はなく ( α -

O . 0 5) 魯 プリ ントの選択率の差ほ , ほと んどない 0

年代による好み 砕要因の変イ如こ つ い て検討するた 軌 シ
-

ン A , ∈ に つ い て

ヰ8 歳付近 で ほぼ人数が等しくな るよう 2 分割 ( シ
-

ン Å : 4 0 歳, シ -

ン C : 3 7

歳ラ し, 主成分分析を行 っ た o

シ -

ン Å, C に つ いて の年代別童成労分析 で因子負荷量の絶対値が o .5 を超 え

たプリ ントを Fi富.3 j - i2 お よぴ F壷g .3 -3 - 1 3 に示す o

シ
-

ン Å の 第 1 主成分は各年代共 re d ( m ag e nt a) -

g r e e n に関す る成分 である

那 ,･ 2 O
- 3 0 代のデ -

夕 で は , m ag e 地
-

g r e e n 系の プリ ン トとの相関が特 に高 い

の に対して , 糊 代鎚よ のデ - 夕 で は rn ag e nt a -

g r e e R へ の 特定は弱くなる o 第 2

主成分は 2 0 - 3 0 代の デ - 夕か ら は, y eM o 甲
-

bl m e 方向 ヘ の 変化と の相関が高い

のをこ射 し, 確8 代奴止 で は y e里l o w より , g r e e n 系の プリ ン トに比重がかかる o 第

3 主成分は全年代から抽出した主成分とはぼ同様 であるo
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シ
-

ン C の 第 l 主成分は シ
-

ン A と 同様 F ed -

g y e e n に関す る成分で あるが,

3 7 歳末清か らのデ - 夕は , m ag e 持t盈 薬餌 プリ ントと の相関が高むもの に対して , 3 7

歳以 上 の デ - 夕で は , F ed 系と の 相関が高む当o 第 2 主成分は 眺 e -

y ell 珊 をこ対応

する成分 であ るが, 3 7 歳末満のデ -

夕 で は r ed 系妄こ比重がかかる o 第 3 汐 第 4

主成分は いずれ も, 全体 の色調 の偏りがな い プリ ントとの対照に関する成分で

ある昏

主成分分析か らは , 抽 出され た主成分
'
は , 多少差はある 亀の の , 好 ま しい プ

リ ントを選択する因子 として m ag e F%t a 系か g r e e n 系か が最も尭きな要因 である

こ と は変化なく , 年代 に よ り基本的要因に大きな変化はな い とい え るo

( 逮) 背景 との関係

本章 の 実験にお い て , シ
- ン B に つ い てほ , 人物周辺の 芝生(g F e e nうめ色Q3 好

ま しさ に つ い て も , 評価対象とな っ て い た こ とか ら , 人物 と背景が
- 俸 とな っ

て 評価されると思われ る シ - ン に つ い て , 補足実験を行 っ た o

背景色の 影響 に つ い て は , 同
-

被写俸 に対し背嚢 の色 ( 赤 , 蘇 , 育) お よぴ

明暗 (白 , 黒) を変 え て , Å物 の 好 ま し い脱色 の評薗を行う基本的な実験を羽

石 らが行 っ て お り, 均
-

な 背景 の 明 る さや色は好まし い肌色 に影響を奪えな い

と して い る 9) o また , 背景が均
- な色 で はな く , 実際の シ

-

ン を周 H て ,
｢ 好 ま

し い 肌色+ を評価した実験
ユ0)
にお い て も,.

｢ 好 ま しい脱色+ に差はな か っ た ¢

しか し, 例えば夕焼け の シ
- ン( Fig . 3 - 3 - 盈4 ( a)) の よ う に光諌の色温度が低い こ

と が想定され る ような シ
-

ンや , 人物 と背景が
-

俸 とな り 亨 評価 され る シ
-

ン

に つ い て は , なお検討 の予知があるも の と考える o

荻上 は
1 1)
, 海( シ

ー

ン F - b) , 森( シ - ン F -

蛋) , 夕日( シ
- ン 『-

y) , 紅葉( シ
- ン F -

r) の 4 シ
ー ン に つ い て背景の 色を

-

定 と し, Å物 の 脱色を変化させた プリ ン ト

締ig ふ 3
- 1 4) を各 1 3 枚作成し ,

- 対比較法により好まし い脱色 の評価を行 っ た o

こ の デ - 夕 を基に , 選択率 60 % 以 上 を示 したプリ ントの夙色 の労布を a
孝

一あ
率

平

面 上 に示す(Fig ふ3
- 1 5) o シ - ン ごとの肌色の色再現範囲の差 を考慮し て も , 慕

- 赤が 支配的な シ
-

ン F -

y や シ
-

ン 『- r で b
車

方向 へ の広 が りが見られ こ釣 ら

の シ - ン で b
*

が低 い ピ ンク系の夙色が好まれる傾向が見ちれた o

また ,
これ ら のデ -

夕 に つ い て 主成労労析を行 っ た が 汐 シ
- ン に依存する

-

定 の 傾向は認められなか っ た o

5 1
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汁
これ らの こと か ら .

シ ー ン B で g r e e n に 関す る成分が抽出された の は . 肌 色

以 外 に 芝生 ( g r e e ll) の 色 の 好 ま しさ に も着目 した評価があ っ た こ と を示 して い

る もの と思 わ れ る ｡

2 0

1 5

｢ 0

o 三 重生= 三 三二二 ニ ー
～ F- b
+

+¶

1 トy & F- r
1

A

ヰ
()

∫

S(: c E l e トb( > = 7 O % )

S ⊂e n e F - b( 6 0 - ･ 7 0 % )

S c e n e F-g ( > ∋ 7 0 % )

S c el l e F-g ( 6 0 - 7 0 % )

S c e n e ト y( >
E 7 0 % )

S c e n e F- y( 6 0
- 7 O % )

S ⊂c n e トr( > 亡 7 0 払)

S c e n e F - r( 6 0 - 7 0 % )

a
●

Fig 3 j
- 1 5 P r ef e r r ed s ki n c ol o r s i n th e v a ri o u s s c e l】e S .

3 . 3 . 5 評価尺度の検肘

一 般 に 一

対 比 較法 で得られた選択度数に対して は, 間 隔 尺度 と して扱うため

に
,
T h u r s t o n e の ケ ー ス V ユL

'
)
等 に よ り 尺度構成法が用 い られ る o

T h L ‖
-

S t O n e の 比例判断の法則は . 刺激 x に対 して 心 理量 ､, ･ を感じる とする と ,

刺激 x の 繰り返しに 対す る 1 , は, 平均値 〟 の 周 辺 で 正規分布に 従 う と仮定した

も の で あ る
】:∋)
｡ ケ

- ス V は
,
2 つ の 刺激 x .)

'

に 対す る 心理 量 - ,
.
で.
1
,

T
が 独立 ( 相関

が な い) で あ り, 分散が ほぼ等しい こ と を仮定した もの で あ る o

T tl Llt
･

S t O ‖e の 尺 度構成で は , 各々 の 対 ( 刺激) の 観測確率(選択率 に相当) を求

め
,
そ れ らを基準正 規偏差( z) i･こ変換 し , 刺激 ごと の 平均値から尺度値を計算

す る ｡
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魯シ - ン妄言 コ むち
<

て T b L 繊 O m e の ケ
-

ス V に よる 尺度構成を行 っ た と こ ろ , シ

- ン Å
,
C で は 内的整合性の x

2

検定が α - 0 , O5 で有意 となり , 正 規性 の究ヌ乳

量次元性 の究藁靴 あるらさば標準偏差が等しくない か の い ずれか であるとされ る o

また 汐 シ
- ン B に つ い て は , チ

-

ス V の 尺 度構成 の内約整合性の検定にお い て タ

a - 0 . 85 で棄却 さ れない o これ は , シ - ン A , C が年代により選択に有意差が

あるがタ シ -

ン B は有意塞がなく , 苛 次元的に選択され て い る こ と も関係 して

い る と思われる む

策 3 牽 で
-

対 比較法の デ - 夕 に適周した選択率 ( - 選 ばれ た 回数l 比較判断 の

回数) 揺 , T h u t
4

s t O l種e の 尺度構成 で き 迂親分布を遜周する過程を省略したも の と

み る こ とがで き る o 累積確率 p と基準正規偏差 z の 関係か ら, I9 = 0 . 2 - 0 .8 で は ,

l9 と z の 相関係数が F = 0 .9 9 9 で ほ ぼ直線 で近似 でき, p 繊 l - 0 . 9 で は f - 0 . 9 9 7

とな る o した が っ て , 選択率 8 . i - 0 .9 程度の 場合は , T h uま
卓

S t O 】1 e の 尺 度構成健 と

選択率ほ , 相対的にほぼ同じとみなす こ とが で きる o

奉結果 に
f

T b u 王
-

S t O 聡 の ケ - ス V を適潤 した尺度億と選択率 の 関係は , シ
-

ン

演
,
B
苛
C い ずれ に つ い て も極め て高 い相関 (r - o 9 9 6 - 0 . 9 9 9) を示 して お り , 選

択率 習 の 尺度g3 代傾が可能で ある と思 わ れ る o

ま た ,
- 対 捜駿法で は刺激 の範囲があ ま巧にも広く ,

- 方 の 選択度数が o と

なる など刺激の 差が大きく , 結果が - 方 的に 怒 るも の は z が 発散するため , 適

当で ない と審 れ る o 本葉験で は シ ー ン B の N o , i 丑 が 相当す るが , こ れ を除 い て

計算した選択率お よぴ主成分分析結果に つ い て は , よ り主成分 の･ 内容 が明瞭 に

な る傾向はある が塞奉的に差はな い ｡

3 . 急 事 6 ま と め

好まし い色再現ほ , シ
-

ン e) 主 要色 の好ましき によ っ て 決 ま り , Å物 を中心

としたもの で は ,
隻igllt S kj11 の 再現色 の色相 鄭l7JtJb) が原 色票の o rigi韮請盈l よ り F e d 側

にある 三 とが重要 であるが, Å初 の割合が小 き い シ
- ン でをま, g r畠y の 再 鄭 こ重

点が置かわ , 全体の 色調 の腐りが少患 い こ とが重要となる o

蓋た , 評価 に関する要因とし て は I
-

e d ( m ag 紺t a ト g r e e m t a･
卓

〕方 向 へ の 色調 の 変

化が b3 u e -

y elL
重o w f

`

b
奉

遷方向の変化が優先して好み に影響を与え る 0

年代をこよ り ｢ 好 ま しい色再現+ に変化がみられ ,
4 0 代以よ で 】0 - 2 0 代 と比

較し, !-- ag e 舶 系の プリ ン トへ の 好 舶
首減少し, 相対的に y ell o w 系の プリ ン ト

に対す る選択率が増放する o

5 埠



3 . 4 瀦慶 レ ぺ]レの評価

3 . 4 . 1 は じめに

第 2 輩 で第 2 主成分として ｢ 明るさ
- 略さ+ の 要田が摘ぬさゎた こ とか ら,

プリ ン トの濃度 レベ ル を変化させたプリ ン ト (3 . 2 . 2 蔚 ( 3 ) ②∋蔓≡つ い て 童

観評価 を行 い ,
一 般消費者 の 評儀 の視点および評価者の属性によ る差蔓三 つ い て

検討を行 っ た ¢

3 . 4 , 2 評 価用プリ ント

シ -

ン A - C にお 汁る N･o . D l - D 5 の M a e b et h C o k 韮
･

Cl領e ･ C k el
一

の g F a y ( 弼5∋ お

よぴIi g 如 ski荘】 再現色 の変イヒを F豆g .3 ヰ 1 - 3 功 一3･ に 芳 シ
- ン A の N o B 王 - D 5 の 調

子市域曲線を Fi g . 3 ヰ 4 に示す 昏 また , 比較の た め各 シ - ン の 弼o . D 3 細 e d壷u 17 1)

の プリ ン ト に関する詞子再現曲線を F主g .3 - 離5 をこ示す o

色再現か ら見 る と , プリ ン トの 露光量 の 増加 ( N o . D
.
i - D 5) に伴 い , 再項色tD

I:
;

ほ l 廓も s ki n で △L
三臣

= 1 4 .2 - 挽 4 , g l
-

a y( N 5) で △ L
碕三

- 2 5 3 - 2 5 . 9 減少 し, c
≡夢

a f, は増

加す る 昏 シ -

ン B 学C で は , h a b は ほ ぼ
-

定 で あ る o

3 . 4 . 3 評価結果

最適焼き魔 の プリ ン トを求め る た め , 各 シ
- ン の 焼 き度 ( N o .

p
E)I - D 5) と骨

の プリ ン トの 主観評価結果に閑ず る T h 即 St O 11 e ケ
-

ス V
i :' ) に よ る民度億 の 回帰

曲線を求め , 主観評価値を最大とする焼き度を算出した o な 敵 国締曲線は N o .

D 5 を除 い た範囲で , r
2
- o . 9 9 9 以 よ とな る 2 凍曲線で近似 した ( F壷g 3 - 4 - 6) o

回 帰曲線か ら算出した最適焼き度 の 調 子再現曲線を Fig ふ魂- 7 に示 す魯 各シ -

ン の 階 調度 , 最高濃度は多少異な る が , 中間普琵から ハ イ ライ ト部分 に か 狩て か

な り
- 致 が示 さ れ , 中間部か ら ハ イ ライ ト普持分の濃度が高 い と F 暗 い+ と♭ちう

印象が多い こ と
1 4)
と対応 して い ると考えちれ る o これ はポ -

トレ
- 斡で は ｢ 顔+

の 濃度 の重要性を示 して い る と思 わ れ る o なお , M a c b ei.h C ol o r c h e e k e‡
寺

の 虹i癖t

s k壷11 お よぴ g r a y( N 5) の 再現色では , l毒g ht s ki m で L )
夢

- 7 8 - 8 筑 雷r a y( N 5) で L j
替

- 6 3 - 6 6

とな り色票 の オ リ ジナ)レよ り A L
車

= 柑 - ま5 高く再現さ約たプu ン 卜が好ま し い

とさ れ た o

5 5
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補足招 ため行 っ た シ -

ン f3 習 は タ 3 種類の 階調 ･ 粒状等が異なる フ イ ル ム の

種類別に評価を行 コ たが , いずれ もÅ物の頬 の部分 の平均濃度( vi s u aJ ぬ - sity) 那

0 .3 ¢ 前後終
車

= 7 6 程度) で 最 亀高むも評価 を得て お り, 階調 にか か わ らず ｢ 顔+ の 部

分の 濃度が重要 で 凝り ｢ 明 るき - 略 さ+ 感 の 要因とな っ て い る と思わ れ る o

なお , ｢顔の 濃度+ に代わ る濃度レ ベ ル の指標として , シ
-

ン Å - C の 結果か ら

｢ 馳 l空漣S ell N 6 ,5 ( 実測値 D ≒0 . 鶴
,
i:

;

≒6 5)+ の 再現濃度 で の コ ン トロ -

ルが有効

と考えら甑る e

評価結果に つ むもて 2 0 代 以下と 4 0 代以よ のデ -

夕 を比較すると , 4 0 代以上 の

デ - 夕か らの 選択率 で は , A - C い ずれ の シ -

ン で 私選択率 の ピ -

クが 高濃度

方向に 1 段階相当 シ フ トして い る ( F毒g ,3 ヰ 8) o また 2 0 代以下 の デ - 夕 で は D 壬

の よ う に濃度 レベ ル が低く , 申灰色( N 5) が オリ ジナルより o . 3 程度低 い プリ ン

トを ｢ 明 るい+ とい う理 由で好ま しい とする割合が高らうな ど, 年代 に よ る差が

見られた ｡ しか し , い ずれ の年代にお い て も - 定以i . の 濃度 レ ベ ル ( N 6 .5 の 再

現濃度 で 0 . 45 以上) で は ,. ほ と ん ど受Å釣られず低濃度 ヘ の 許容が高い o

男女差 に つ い て は , ほ と んど同じ傾向を示 して お り大きな差ほな い 昏

年代をこ つ い て は, 階調等が異なる フ イ ル ム か ら の 実験 ( シ
-

ン D タ 3 種類 の ヲ

イ ル ム) を言お い て も , い ずれ の フ イ ル ム で も 4 0 代 以 上 の 方 が濃度レ ベ ル の 高

らもプリ ントの 選択率が高か っ た など同様 の傾向が見られたo
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3 . 4 . 4 ま とめ

濃度 レベ ル に つ い て は , Å物 の顔の 部分 の濃度が重要 で凝り , 目安と し て は タ

太物 の 頬 の部分又 は 醜円 悦 i 鵬6 事5 の 再現濃度 で磯ぬ 8 .望5 - 0 廿確5( £
蛋>

= 6 6 - g 8) の 範

囲内 である ｡ ま た , 2 0 代以下 で は , 低濃度 レベ ル ヘ の 許容が大き い o

6 農



遷 義 5･

豊 葛 惑 懸 領 経暖め垂≡

奉節で は , 3 ! 6 節 で実施守る画質 府物理的憂国 の変化蓉解析するため 丹前段

の采験とこ〆 苛 , 異な る ブ､ィ ルよ義か ら作成したプリ:/ ド (3 廿 2. 一 2 項 ( 3 ) ③) に

ヨむ㌔で 童観評価を好むも, 第 歪 章節第 3 童成分である ｢ ソ ヲ ト
ー

ハ
- ド+ を三対

応守ると考鼻ら釣 る寧喝階調度およぴ 鼠M S 粒状度等と の 関係並びを≡評価者03

属 優 によ る差を≡ヨ ら1 て 把握する こ とを 目的として実施した o

芸 事 悪 名 窒 素 壌

評価者 に対 して は , ｢ 階調+ ｢ 粒状性+ ｢ 鮮鋭性+ に つ らちて , 説 明 を行 い ｢好

ま しも1 と思うプリ ン ト+ を選択きせた o

階調 ･ 粒状性等 の評価 に伺 い たプリ ン トの調子再現曲線を Fj g ふ 5 - 1 をこ示す o

シ - ン A は 苧 - 董卓2 0 - -i . S8 Q) 範囲 にあり,背 景漆分の濃度を 一 致 きせ た た め ､

オ !j ジテ ル澄渡 O -7 か ら 0 - 8 で 再 現曲線が交差す る ｡ 評価プリ ン ト間 の 背景部

分 の厳大濃度差は 8 . 0 7 , 他 の シ - ン で ぼ M u n s el) N 5 相当部 分 で 0 . 0 6 か ら 0 . 0 7

で 轟る o
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潮定使お よぴバ ネ]UEQ3 感想か ら, 弼o . F王 - F 5 繊 階調 ･ 粒状等 碕特級を T 泊 e 3 - 5 J

に 示 す o 粒状度 と sll a l･P n e S S の 相関係数揺 r -
-

o . 紬7 で 粒状魔の低 い プu ン ト

ほど, s h a rp n e s s は高』ちo

甘.a bl e 3 j - i Cl l a r良Ct e rist壷c s o f 紬 e 雷e sモ ロl
･

i l 鵬 (§∈e n e A l

P ri 鵬 N o . F I F 2 軒3 F 4 F S

G F a 盛e r育毛 1 . 3 3 1 . 5 3 1 .2 8 1 .8 8 1 .6 埠

G r a n ul a 琉y
☆

3 5 2 6 埼0 6 9 3 5

S h a r p n e s s
せ ☆

4 3 6 6 卑7 3 2 5 5

☆
托弼S g r a n u k 3 ri宅y( D - h O)
☆ せ
S p a 鮎i f re q LB e Cy ( M T F - O i5 沖o m fiまm 由t a sh e e 宅( li n e s / m m )

3 . 5 . 3 評 価結果

一

対 比較法か ら得 られた選択度数蔓こ つ い て ,
T h u J

-

§毛oll e ケ
-

ス V に よ る 民度

構成 を行 い ,. T h u l
･

S t O n e ケ
-

ス V によ る尺度健を主観評価値とし て プリ ン ト の

特性値との関係 に つ い て検討した o

各 シ - ン の プリ ン トの 主観評価値とプリ ン トの R M S 粒状度Qj 関係 を F量g ふ 5 -

2 に示 す ｡ なぁ , Fig . 3 与 2 の 主観評価値は シ -

ン 毎に T ln l重 油 n e ケ - ス V に よ

る 尺度値 の最大凄から巌ホ億を 壬梯 か ら 8 をニ基準化した も 砕 で轟 る ¢

F壷g 3 与 2 に示す よう に 夢 Å物 を主要被写俸とす る シ
-

ン 鬼, B で は , 粒状魔

の最 も高 い プリ ント ( N o . F 朝 の 評価が著 しく成らちが , ぞ の 他 で は東豊なくタ

粒 状度が高ら,1 プリ ン トく毘M S 粒状度 6撃宅B = 董. 8きラ鎚外は粒状度等 の影響は少なら3

と考 え ら れ る o 一 方 , シ - ン e で は , 最 も粒状度の高 い N o . 鞘 よ り も 弼e . F 5 招

評価 が低く , パ ネル の感想からも, 若喝 狩粒状性の葱き の指摘は少な い o また 最

も粒状塵が低く s h a 曙n e S S Q3 高 い F 2 の 評庸が際立 っ て 高もちこ とか ち , 過去 の 多

く の実験 で指摘されたよう に , Å幼が主要被写俸 で あ るか , 背景が複雑か否か

等 ,
シ - ン によ り好ましき に影響する粒状産金よぴ sll a 将<B 済 S の相違が現わ甑 て

旨もる こ と が考えられ る o

プリ ン トの 平均階調度 ( テラと , T 軌t&r s毛細 e ケ
-

ス V によ る民度感 招関係∈シ

- ン 鬼) を Fi 蛋ふ 5 - 3 に示ず o 固婦曲疎から , 演 -

トレ
- トで ほ調子再現曲線の

チ - 1 . 4 程度の プリ ン トが最も好ましらも階調とな る o な お き 回帰曲線揺粒状等

の影響が強 い N o . F 4 を除 き 声 残差が厳かとなるよ 引こ 2 次曲線で近似した ∈r

- o . 9 9 釦 o

男女別およぴ年代別 ( 2 0 代以下, 城 代以よ) の デ
-

タ 釣 放経 で は 夢 プu ン

トの 選択率に大きな差がなももが , 粒状度や鮮鋭度 で劣る高感度 ブ イ)レム ( R 弼S

6 3



艶味度:6 9 ( D = まB) , ∈写『= 級5 : 2 . 5壬i m e s 触 m ) か ら の プリ ン ト( N o , 碑) に つ い て 裾 代

以よ のデ - - 夕か らの選択率が 2 0 代以下に比 べ A - C い ずれ の シ - ン で も高くな

つ て 凝 り , 粒 状や鮮鋭度の変偲によ る好ましきの 塞が

レちと思 わ れ る o
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3 . 5 . 4 まとめ

階調 ･ 粒状等 フ イ ル ム に起田す る複合要目時評儒 招結果では , ポ - 育一 レ - ド

( シ -

ン Å, 郎
'
習 は 王S 8 2 5 - 磯0 の フ イ ル ム か ら の プリ ン ト将差はかき i 声

-

般 註 - ザ -

妄≡と っ て , プリ ン トの粒状等 の影響は浪M S 粒状塵:2 6 - 確O ( D = 護軌

c T F = 0 . 5 の 空間周波数 で 3 . 3 - 2 . 9 3主董陀 S 細 m ) で は 声 経 とんどない と考えらわる o

階調 の面か らは , 演
-

ト レ
- 卜 ∈シ - ン 如 で , 即琵y t O gi

･

盈y の 再現曲線の テ…】. 暮ヰ

程度 が好まれた ｡

ま た , 専権蕃.= よ る差 で は , 4 0 代以上 で は, i O - 2 8 代に比 べ て ヲ 粒状度およ

ぴ鮮鋭魔の変化に対す る辞儀 の塞が小さ い傾向があるo
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3 . 6 物理 的画策憂国の変化と好ま レ轟の 要因

3 . 6 . 1 は じめ に

奉節 で は 3 . 3 節で 行 っ た 色評価蔓こ濃度 レ ベ ル( L
串

) お よ ぴ粒状等 の要因を加 え

て主成分分析を行 い ,

-

般 且
- ザ - の 好 ま しさ の 視点に つ い て解析を行 っ た o

また , 粒 状等 の 評価で関係があ る と思わ れる ｢ シ
- ン の複雑さ+ に つ い て , 主

観的側面か ら実験を行 っ た o

3 I 6 . 2 菓 故

3 . 2 . 2 項 ( 3 ) ④ の 総合評価周 プリ ン ト を伺 い て ,

一 対 比 較 に よ る主観評

価 を行 い , 主 成分労析を行 っ た o ま た , 男女別お よぴ年代別 に主成分分析を行

もも, 属 性時差妄こつ い て 解析した B

3 . 6 . 3 主成分分析結果

( 丑) シ
-

ン Å

シ
- -

ン A の 固有値およぴ因子負荷畳を T a bl e 3 ふ = こ色票 の 運ig h t s ki n お よ ぴ

gl
l

a y ( 阿5) 幼 帝現色を Fig ふ 6
一三i に示す o

シ - ン Å で ほ第 1 か ら第 確主成分ま でが固有値 呈. 0 以 上 , 累積寄与率 7 6 . 8 2 %

とな る た 軌 第 4 主成分ま で の 内容につ い て考察する o

各室成労の 因子負荷盛と対応す る プリ ン トの 再現色 (iigllt S k 紬 , g ま
･

a y ( N 5))

の a
重

曹 b
車

, チ, R M S 粒状度,. Å 物の顔碕部労 の濃度 , 背景お よぴ M L”確S ell N 5 濃 度

等との相関を求め主成労g3 内容蔓こつ い て 検討した o

第 1 主成分 の 因子負荷畳と対応するプリ ン ト の テとの相関係数は r
= 0 8 8 芝6 で ,

相関 隠者意 ( α = 0 . O 5) で ある ( Fig . 3 & 2) o また , 第 l 主成分は M a c b eth C o l o r

c l- e ck e r の 再現色 ( u g h宅 s 払 g T盈y ( N 5)) の a
*

, b
輩

, 7 , 粒状度お よぴ主要部分

の 濃度と因子負荷畳との有意な相関はな い o したが っ て , 第 1 主成分は
｢ 階調+

を衰ず成分 である 8

第 2 主成分 の因子負荷畳と色票Q3 再現色 ( 柑 -t 如 - , g r ay ( N 5)) の a-
車

と の 相

関係数をま F = 0 .8 5 0 (運主g ht 魂主n) , r - 0 . 7 2
,0 ( gl

l

a y ( N 5)) で有意 ( α
= o ･ 0 5) で

ある ( Fig .3 - 6 胤 また他の特性健との有意な相関はな い o したが っ て , 第 a 主

成分は ｢ 色調 ( re d -

g '
4

e 帥ラ+ に関する成分 であ る ¢

6 6
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第 3 董成分の 因子負荷塵と色票 の gi
-

a y 佃 5う の 再項色 の b
≡'l

と の 相 関係 数

ぼ r = - 8 , 6 4 3 で有意 ( α = 8 ,8 5) で ある ( Fig .3 - 6 - 4) e また , 有意 で はな いが ,

次い で , 色票 】igh電 s 如 Q3 再現色 の b
尊

と の 相関が r = - a 5 6 2 と高 く , 特 に因子負

荷豊tD 絶対値将来き い 搬 3 , 4 と 馳 8 , ej は ぎi g ｡3 # = こ示 すように プ b
*

*由と平

行を芸配置して い る o な溢 , 他の 特性値と の有意な相関ほな い o し た が っ て , 第

3 主成分ぼ ｢ 色調 紬 u e -

y e董l o w ) + に関する成分 である o

策 ヰ 主成分の 因子負荷最とプリ ン トの R M S 粒状度の相関係数は r = o . 7 0 7 で

有意 ( a 娘 0 5) で ある ( F 痕3 一転- 5) ｡ ま た , 色調 , 濃 度 , 階調 に関す る特性健

と有意な相関はな い o なお , 粒状度と鮮鋭魔 の相関係数は r = o . 9 4 8 で , 鮮鋭度

と第 ヰ主成分 の 因子負荷畳の相関係数は r = o . 7 8 2 とな る o パ ネル の感想か らは ,

粒状 と シ ヤ - プさ双方 の指摘があり, 篤 4 主成分は ｢ 粒状および シ ヤ - プさ+

をこ関する成分 である o

シ - ン Å で は , 男女別 で は大きな差はな い が , 年代別 で は ｢ 中高年 (4 0 歳

蹴よ) + の グル - ヅで は , 第 l 主成分 の 田子負荷塵 と ｢ 色調 ( ほ d -

g r e e n) + お よ

ぴ ｢ 顔の 部労 の濃度+ , 策 2 童成発とテ
‾

が有意な相関を示 し , ｢ 青年(4 0 歳末瀦) +

と主成分Q3 腰序がÅれ代わ る o こ の 第 三 主成分と ｢ 薪の普β分 の濃度+ と の 相 関

が有意 で轟 コ た こ とは , 1 . 4 節 で 確0 歳以上 の グル - プで は ｢ 明 る き - 暗きj

の 成労が ｢ 色調+ に優先して 抽出された こ とと関係がある と思 わ れ る o

また , シ
-

ン A で j写ネル全体か らの 主成分分析から ｢ 濃度j の 要因 が抽出さ

れなか っ た の は 菅 プリ ン ト の 主要各苦琵労の 濃度差が最大 とな る N o . 5 - N o .7 が ,

階調 の 差 も最大 とな っ た た め , ｢ 濃度+ の 要 因 が ｢ 階調+ の 中毒こ吸収され た可

能性もあると思われ る o

( 2 ) シ - ン B

シ
-

ン B O3 固有憶およぴ因子負荷塵を T a bi e 3 ふ 2 に, 色票 招 王墓g ht s ki n お よ

ぴ 野ay ( N 5) の 雨域色を F孟g .
3 - 6 - 6 に示 すo

シ -

ン B で は第 豊 か ら第 3 主 成分まで が固有値 豊. 0 以J = , 累積寄尊率 6 6 .
･ ∈絡 %

で ある 母 シ -

ン 洩 と 同様に, 各室成分 の 因子負荷豊とプリ ン トの 写真特性値 と

の相関を求め ダ 有意 ( α 翰 O5) な相関を示 した特性厳か ら , 主成分の内容を検

討した ｡

シ - ン B の 第 i 主 成分の 因子負荷畳は , ｢ 鏡の 部分の濃度+ と の 相関係数

が !
-

= & 7 鵬
,
｢ 背景部労の濃度+ と r = - 0 書6 7 2 で , 有意 であり タ 他 の 特性態 と

有意な相関はなむミo したが っ て き 第 l 董成分は ｢濃度+ に関す る成分で ある o
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第 2 主 成分は因子負荷盈と色票の再現色の a -
田;

く皇主g h嘗 sk i重1 , 是正
i

呼 ∈N 5 H と 砕

相関係数が r … 8 ,8 糾 ( lig!3電§k壷n) ,
F = 8 .6 5 9 ( g l

-

a y ( N 郎) , 粒状度およぴ鮮鋭度

と の 相関係数が r = o , 6 9 5 ( 粒状度) , i
-

= o .ヲ削 (鮮鋭度) と有意 である¢ また ,

a

車

( 1壷g h 竃 s k壷11 , g r a y ( 弼5∋) と粒状渡鳥よぴ鮮鋭魔 の間妄言は相関は怒らもo こ の こ

と は , 第 2 主成分ほ粒状翁 よぴ色調 招 双方を複合した成労で , ｢ 粒状が播かi 陀d

系 の 色調+ 又 は ｢ 粒状が粗く g 圭
一

e e n 轟+ で あるか を表 して い る ｡

しか し , 男蜜別およぴ年代別 の主成分分析 で は 卓 F 資性+ お よぴ ｢3 7 歳 以 よ+

の グル - プで は第 2 主成分 の因子負荷塵と有意な相関を示 した 捌ま a-
申

ぞ-量感毛

s転毒n) の み で あ る o そ れ ら の グル - プで は粒状等は第 3 主成分と して抽出き釣

る o
F 男性+ お よぴ ｢3 6 歳以下+ の グル

- ヅで は , 窮 乏 主成分と色詞争 粒状度

双方が有意な相関を示す母 こ の 己 とか ら , 必ずしも色調と粒状が接合し て評儀

された の で はな く , 色調 で の評価と粒状性 で の評価が濃在したため妄･= よ る と思

わ れ る o

した が っ て , 第 2 主 成分は ｢色 調 (l
ヰ

e d -

野 8 紺) + お よ ぴ ｢ 綬 軌 に関する 成

分 で 凝 るが ,
｢ 色調 (l

･

e d -

g ‡
一

e e n) + の 方が 圭 で 轟 る と思わ れ る o

第 3 童成分 の 因
■
予負荷量 は , 色票 の g r a y お よび ヨ壷g ht s k毒11 の 再 現色 拍 b

専

と

の 有意な相関はな い が , g l
･

e e n の b
母

と は有意 である o したが っ て , 第 3 主 成分

は g l
･

e e )1 ( 芝生) の 色 が膏味がか っ て い る か , 黄色が か っ て い る か を褒す成分

で あ る ( Fig .3 - 6 - 7) o

g r e e n
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這約 は , 色調の変化Q3 解析 に濃㍑もて , シ
-

ン B の 第 2 主成分とし て , g r e e 壬】

甲 b
-

y に閑ず る成分が抽出された こ と と対応して い る o ま た , 評価後 の パネル

招感想で ,
｢ 芝 生の 色+ と ｢ 跳 色+ の 双方 の好ましさ を評価 した とするも の も

多く , - 毅 ユ - ザ - の 評価 で 揺 , 人物が主要被写体 であ っ て も肌色以外 の吾β分

も評価対象となる場合がある 芝 と を示 して い る o

( 3 ) シ - ン C

シ - ン ∈ は第 5 主成分まで で固有値 且. 0 65 , 累積寄阜率は 8 0 3 0 % となる ｡

シ - ン C の 固有値お よぴ因子負荷畳を 甘a bl e3 - 6 - 3 に , 色栗の 即a.y ( N 5) お よ

ぴ 呈壷g 如 s k壷11 の 再現色を Fi g .3 - 6 -8 に示す o

T a 蜘e 3 - 6 j P I
.

i11 e lP
･a l e 紺 岬 O11 e n t S a n aly s 丑S O ll S c e n e C

(f7 , = 5 3); V a ri a bJ e s 別 号o X j O c o m
'

e s p o王領d t o o b s e l
-

v c r r a ti13g

v al u e 8 f p ri11t <
N o .1 t o 1 0 .

V a F毒a bl e
F a c t o r L o 3d i 臼g

I i3 J暫盲 FV V

X I 0 . 3 3 7 O . 5 2 〔き JO _ 之5 6

X Z 00 0 ◆ ヰ4 3 O . 2 6 9 - 0 . ヰ2 9

X 3 - 0 ､O 1 6 -O .2 6 ア ー 0 . 7 7 7

某ヰ - 0 . 7 9 8 0 . 1 2 2

X 5 0 i 6 7 5 - 0 . 0 4 1

X 6 0 - アヰI O .O ヰ一

光ア ー O , 1 2 9 O . 6 6 2

ー 0 . 0 0 9

- 0 . Z 9 6

0 . O 6 8

0 . 5 6 9

X 8 - 0 一之O l -0 . 8 1 4 0 .1 9 9

某9 0 . 6 5 6 - 0 . Z ア巧 0 .3 6 7

X I O - O . 3 9 5 - 0 ｡ 3 3 4 0 . 2 5 9

0 . 4 8 6 0 3 S 6

- O . 4 8 6 - 0 . 2 Z 9

- 0 . u l - 0 . 1 9 5

0 . 0 1 5 0 , 4 7 埼

O . 噂4 l -0 . 1 9 0

- 0 . 2 5 8 0 I 1 9 0

0 iO O l -O ▲ 2 Z O

0 . 1 Z O 0 , 3 9 0

- 0 . 4 3 0 - 0 .0 6 ヰ

0 . 4 3 1 - O 書 5 8 9

Eig 即 V a 由 e 2 I5 9 8 1 . 7 1 7 1 . 5 1 0 1 . 1 3 1 1 n 6 5

C u 田1 ui a 軌 e Pr o p o ㌢ぬ n

O .2 5 9 8 0 , 4 3 1 4 0 , 5 8 2 卑 0 , 6 9 5 ら O .8 0 2 O

シ - ン C で は , 第 1 主成分の 因子負荷畳と濃度 (Å物 の顔 夢 背景 , N 5) ( r =

o . s 3 3 - 8 .7 4 0) お よ ぴ a /
i-:

( iig h t ski n
･

,
r = 0 .
7 5 7) との 相関 が有意 であり第 ま 主成

分は ｢高濃度 で re d 系を好む+ 又をま ｢ 低濃度 で g r 矧 1 系を好む か+ を表す o ま

た , 各雷分の濃度と a
斡

( i壷g hモ s k壷n) の 相関も有意 で凝る o この 場合は評価プリ

ントをニ起因す る た め濃度と色 の 分離ほ で きない が , 年代別 の 主成分分析で ｢ 3 7

歳以七j の グル
- プで は ｢ 濃度+ の み と有意な相関が あ る こ と , 濃度と の相関

節方が色調 よ野高め である こ と, お よ びシ
- ン C で は肌色に注目した パ ネルは

少なく , g ra y の 色再現がより注目度が高レ竜と思 わ れ る に もかか わ らず g l
A

a y と

a) 相 関が な い こ とか ら , ｢ 濃度+ の 方 に依存して い る 可能性が高い o
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4
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i玉頂 Fig ふ 6･
-豊

第 2 主成分はテと, 第 3 主 成分は粒状度およぴ鮮鋭度と有意な相関があi3 才

各 j* ｢ 階調+ き ｢ 粒状および シ ヤ
- プさ+ に閑ずる成分 である o

第 4 主 成分は各特性値と の有意な相関はな い が , 常子負荷豊 招 正負を≡着 目す

る と同じ フ イ ル ム か ら椎成したプリ ン トで凝る N o .
董
,
2 翁 よぴ 対o .9 , 柑 に対

立的に表れ る成分である o 因子 負荷塞が正 であ る N o . i
,
5
,
1 0 は濃度 レ ベ ル が

中程度 で ある が , 負 で あ る N o . 2 , 9 は プfj ン】- 濃度が低らちも の と高♭鴫 の で あ

り , ｢ 濃度が ミディ ア ム か否か+ を表す成分と考えられ る o 3 , 3 . 4 項 で も シ -

ン Å, B の 色調 に つ い て の 第 3 主 成労で ｢ 色が ニ ュ
-

トラル であるか否か+ 03

成分 が抽出され て い る が ,
｢ 濃度+ に 関 して も同様な成分が抽出さ甑た こ と に

な る o また , 濃度 に関 して 2 成分が抽出きれた こ と は, こ の シ - ン で は濃度が

重視きれた こ とを示 し て い る ¢

第 5 主成分は各特性健との 有意な相関ほな い が , 色栗時 雨項色 ( i 榔モ 蓋k主11)

の b
薦王

との 相関係数が r = 0 . 56 5 と他の 特性値 (J
･

= 0 .3 7 7 以 下) と比 べ 高め で あ る o

また , 因子負荷魔の絶対値 招高 い N o . 1 0 と N o . 8 は同 じネガを b -

y 方向暮こ変稚

きせ て作成したプu ン トで 凝 る こ とか ら b -

y に関する成分と思われる o また 夢
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魅 の シ - ン と比 べ b -

y 成分の欝卑率が低か っ た の は, 色調評価 で選択率 7 0 % を

超 えたプリ ン トが 転-

y 方 榔 こ他 の シ
- ン よ り広く分布し, b i 方 向の許容度が高

か っ た 三 と に対応してら㌔る と思われる o

3 . 6 . 轟 シ
-

ン 沿線雑さの評価

主観評価 (3 . 3 節) にお い て , パ ネル の感想で ｢ シ -

ン の 複雑さ+ の 指摘が

ある こ とか ら , シ
- ン Å - 『 に つ い て シ

-

ンの ｢複雑さ - シ ン プルさ+ の 主 観

評価を行 い , 主観評価値とプリ ン トの ｢ 人物 の 顔 の面積+ お よぴ R G B 成分 の

空間周波数特性撃と の関係から ｢ 主観的複雑き+ の 指標に つ い て検討した o 空

間周波数特性の指標として は , f = 0 .1 - 1 0 c . p . d にお ける高周波成分( ”) と低周波

成分( u の 比 で ある , H f L 比
15)
を用 い た B

( ユ) 評価方法

評価プリ ン ト

評 価 人 数

評 価 方 法

観 察 免 件

周 辺 条 件

( 2 ) 評価結果

シ - ン A - E 凝 よびシ - ン F ( F - b
,
トg , ど

-

y , F ィ) で 最も色調

評価が高か っ たプリ ン ト (2 L 判 : 1 2 .6 ×壬7 . 8 e 恥

イ ル ムか ら の プリ ン トを使用) 計 9 枚

: 2 0 Å

: 腰位法, ｢ 合成標準法+
呈6) に よ り尺度構成 o

: ∈l E B 5 8 に近似 した色評価周蛍光灯, 2 0 0 0 は .

観察琵巨離 5 0 - 6 0 e Frl

: M t u頂S eJI N 8

各 シ -

ン の パ ワ
-

ス ペ ク トル の f = 0 .i - 1 0 c .p .d をこお ける H / L 比

単純平均値) と主観評価の 相関係数が最も高か っ た f = 0 .3 の 例 を

よぴ F壷g . 3 - 6 - 9 に示す o

王S O 4 0 0 の フ

( R G B 成分 の

T a bJe 3 - 6 - 4 お

H 胤 比 に よ る客観評価 の臓位は f = e .3 - 3 の 範 囲で , シ
-

ン C が 最も高く , シ

- ン D が最も低く タ ほ ぼ同じ傾向を示し てもぅる o 主観評価 によ る願位と比較し

て特徴的な 沿 は , H
､
札 比 の 高 い シ ー ン Å , B が主観評価 で ほ ｢ 複雑さ+ が低 く ,

H 羅｡ 比の 低 い シ
ー

ン F -b が客観評価 で は比較的 ｢複雑さ+ が高 い 結果を得 て い

る e 特 に シ -

ン A は 驚デル の服の模様 の細かさや , 事 に持 っ て い る花の部分か

ら , 高周波成分Q3 高ら㌔画 像をこな っ て い る と思 わ れ る が , 主 観的にはむ しろ ｢ シ

ン プル+ と認識きれ て い る o

主観評価 で は シ
-

ン C , F i , 『
-

g 等人物 の顔の 占める割合がかさく , バ ッ タ
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が複雑な画像が止位になり , 背景が無地をニ近く窪目する点が限定き釣る画像は

主観的には シ ンプル怨画像 と認識きわる傾向がある .

今 回 の 評価周 画像の うち , 背景 の みが異なる シ -

ン F - F
, ド

-

g , F
-

y , F
- b の 5

綬 に つ い て の み 同様 に H 泡 比 と主観評価値 を求め , 相 関係数 を算出す る

と ぎ = 0 .3 亨 0 書 5
,
認 の G 成分 で , r = 0 .9 9 4 鳩 . 9 9 7 と極め て高 い億を示した こ とかち,.

背景 の み の変化に限定すれば, f = 0 .3 - 淫 の G 成分の H /L 比 が ｢ 主観自ち複雑き+

に寄与して い る と考えられ る o な ぁ 奉実験 で は , 鼠G B の 単純平均と恕日豊平均

( R こG :f3 = 3 :6 :1) で は, 単純平均の方が相関係数が商い傾向があ っ た ¢

また , 比 較的顔 の 長める面積が大き い女性ポ - トレ -

トで 轟る シ -

ン Å, i3 ,

D の 3 校 で は , 主観評価と客観評価 の値の腰位は - 致 して凝り, 顔 将 面積がほ

ぼ同程度 の画像に つ い て は H 札 比 を画像招複雑さ指標と で きる と思 われ る B た

だ し, シ ー ン E の ような複数 の Å物写薬 で は客観評底値に比 べ 主観評価 で は ,

｢ 複雑+ と認識され る傾向がありサ 盈 Å 当 た り の顔の 面積が , び とつ の 目安と

な る と思わ れ る( Fi g ふ 6 - 1 0) o

T a bJ e 3 - 6 -4 E v al t3 ati o !領 O m tl識e S e e,l領e S

S C E N E C a F-i ド- r 糾 ) A E F -y B

s ∈a篭妄l鳩芝 T h i圭デ票i c)lうe V 2 .73 4 ! .3 7 0 L 55 9 i B ?主 立. 紬 l .きほ ‡.2 舶 0 .9 母 OJ3∈沿

f = 0 ,3 i3ill C

G r e e R

溌e d

S h 叩 )j e 如 e･

O .3 7 O O .芸鮎

O A O3 O 3 5 ?

0 .3 96 0 3 2 0

0 .3 98 0 .3 2 0

0 .2 J 4 8 3 項3

0 ｡2 帽 e .29 6

0 .2 7 9 0 .23 4

O .23 7 8 , 29 i

0 `j圭1 0 3 3 崖

O .呈4 3 8 .3 OI

O .芝】7 0
.
】95

0 J 5 7 0 ▲2 76

e .ヨ舶 0 .2 iF7 0 .1 砧

8 .23 6 0,l 責8 e -1 4I

O ▲ 帽9 0 .重望6 e .8 艶

O .2 盗弓 8 .嘗糾 e J 3 9

@
0

r 蓋.a ,阜5 2
百お

遥 2

,g
稲
`

訊
S

ち

竜 J
詮
払

a

O

0
0

0

8 0 .i O . 2 O 3 臥 4 eL 5

FU L ra 紬(F= 9 3 :A v e7)

Fig ･ 3 -6 一撃 R e歪a 由11 Slli p わet 悌 e e r3

H ! L T a ぬ a n d p sy cl1 0董og lC a! s c a】h】g -

7 5

e jj

.空
つ

蛋

漢
一

書
1j

∈i′
P

J =

=
J

/. i
皮

tB

沓
A

@

a?

- 魯

iげe;i(
E
蓋き

;Ij管i .t ぢノきi野i機 首Ii:!一考盲Il i

w叩._..
A

当

(1
.5 お留 毒5 3(ラ

F 呈毒α iiF C 3 モ,r 由e
p n 鴫
啓)

i 5

『孟g ふ 糾 O 択 ぬ ぬ n §llip b e 陶 e e 韮1

f a e 監 a 稚 魚 宅% ) a n 感 p s y eh oi o 芸i e al

s c a董壷I 格



( 3 ∋ 結果概要

泉轡写轟妄ニおをする主観的な画面招
｢ 複雑き+ に つ い てをま, 恩 人当 り の壊 の面

積そ% ) が指標をニな る と考えち取 る o また, 蹟 の 面積が同程度の 場合をま f = 0 ･3 - L O

c . p .a , 付近 で 区分した空間周波数の H I L 比が寄与し て お り , G 成分 との相関が高

い ｡

特 に , 呈 Å 当りの顔 の面積( %) が大き い シ
- ン は , 画面 の H 札 比が高く て も シ

ン プルな画像と認識きれる傾向が凝る o

3 . 6 , 5 まとめ

色調野 際調, 濃度 レベ ル , 粒状等プリ ン トの 物理 的画質 の変化にともなう

｢好 まi / き の 要因+ の解析を , 主 成分分析法を伺 い行 っ た と こ ろ, 3 3 . 4 項 と 同

様にいずれ の シ
-

ンをニ つ い て も ｢ 色調+ に関す る要因が 韮
a

-

g , 也
-

y 方向 に労離し

て抽出され , トg が b -

y をニ優先して抽出された Q 各 シ
-

ン で 抽出され た成分を

甘a bl e3 - 6 - 5 に 示す e

シ
-

ン C に つ い て は b …

y の 要 因が他の シ
- ン に 比 べ 小 さ い の は , ら-

y 方向 に

色調評価 の選択率が高か っ た こ と に ( F 痕 3 - 3 - 4) 対 応 し て い る o また , シ
-

㍗

B で g‡
･

e e l一 部分 にコ い て の 董成労が抽出きれた こ と も, 3 息 4 項 で 第 2 主成分

と して g J
i

e e -3 に 関する成分が抽出された こ とと対応して 凝 り , r
-
色調+ に 関し て

は他 沿要因 を含んで も義務的な好ましさ の構造は変化 しな い o

F 粒状性翁よび鮮鋭き+ の 成分をこつ い て は シ - ン 33 で ｢色調+ と複合し て摘

出き酌 た例もあるが , 寄 与率は , 柑 - 1 8 % の 範囲 で あ り , い ずれ の シ
- ン に つ

い て も ｢ 色調+ や ｢ 濃度+ の 寄阜の方が高く , 現 在 の 3 5 m m フ イ ル ム か ら 2 L

判 へ 0) プ Ij ン 卜で は , 粒状等よりも ｢ 色調+ ｢ 濃 度+ の 影響が大き い o 最 も粒

状が目立 つ と考えられ る シ
-

ン Å で 粒状等 の寄与が低もミの は , 潔 -

ト レ
-

トで

は粒状性 碍 良きが必ずしも良い 評価には つ なが らな い こ と を意味して い る と思

わ れ る ｡

また ｢ 階調+ に つ い て は シ
-

ン 毎にプリ ン ト の デの 範囲 ( A テ; △ デ≦ テ
m s {

チ,- 由) が異な っ て いた た め
一 定 した傾向はな い が , ｢ 階調+ に 関す る 主成分と ｢粒

状 -

+ に関す る主成分将 軍与率の 比 か ら, A デ≧o . 5 - 0 .6 で は粒状等 に優先 し

て 主観評価を芸影響ず る と推定される o

また , Å物 を主要接写俸とした シ
-

ン A , B に対 し , シ
-

ン e で は濃度Q3 要

因が 2 成分抽出さわた こ とは , 他の シ
- ン に比 べ 濃度要因が重視された こ と を
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示 し て お63 卓 評箇対象と しモ 色が緒蔓こ着目蓮釣 るケ - ス で なら盲場合,▲濃度要田

が重要になる こ とがうかが鬼る ◎

T a b董e 3 - 6 - 5 P 如 叩 品玉∈o m p o r w l-毛s o軒e a,e h s e e n e

P riFi C‡P al暮 S e 部 曹

∈¢m p o r ! 餌 t S 泉 払 C

‡ G r歳d喜餅 毛 D 普riS葺ty D 魯柁S 晦

(ヂ凄e 曽) i ∈由 r宅㌣g))

!i

暮‡i

C 母18<r( 卜 如 C 匂至o 訂毛r瑠き

G r丑妻憎飛eS･S 盈

S手協 呼r! 8 S S

払′ぬr紬I

y) こ母君昏ri 転yき

G 柑蔓nき托e S S 良

S h a 呼 n e S S

G r ad童e n 七

忘r a毒r!妻rl母S S a

執 a 呼r i母S S

D e n sit y

C く虫汀(ら-

yき

7 7



3 . 7 蓋観的に襲A れられ るプリ ン トの 画質条件

3 . 7 . 領 各シ ー

ン の好ま しい色再現

シ -

ン Å - C お よび D , E の 結果か ら好ましい 色再現 の条件妄≡コ い て 考察す

る 昏

各シ - ン蔓ニお い て色評価で , 選択率 6 7 % 以 上 ( 概ね 這親分布の標準偏差相当

以土e) 観測確率) を得たプリン トの g r a y 亨l壷g ht ski一l. の 再現色( a
*

, b
*

) の 加重平均値

を f=量g .ヨー 7 - 1 に示 ず o

平均値は , M a c b e 紬 C o】o r C h e c k e r m lig ht sk壷11( o lうgi m 読1) の h {1b に 対 し＋】. 4
-

- 2 凱6
o

の 範 囲 に轟 る o また , c
*

{L由 は オリ ジテ ル ( 原色票) よ り低 い o プリ ン ト全体 の

色調 の偏りの 目安となる g F a y の 丙 熟 まき C
=ま:

a b
= 4 - 捕 ( a

鍵

≦o
,
か つ b

章

≦e) で あり タ

特毒こポ - トレ -

卜 で は , g r a y の b
'
lt 陀 -

g r e e 11 方 向 ヘ の 偏り は , 許容 され て い る o

また ,; こ れ ら の 5 種類の シ
-

ン の うち , シ
-

ン C を除い て , 最 も好ましい と

き れ たプリ ン トが , カ ラ - バ ラ ン ス の 中心軸o .まほ した プリ ン トより b
さ芸r

方向 に

i 段階そb
*

≒)bJL3 e 方 向 (l壷g ht s捉il洩 で は ピ ンク系の方向) に あ っ た｡ この こ と は ,

-

対 既較 によ る相対評膚 で 凝 る こ とを考慮す る と , Å 物 を主要被写体とす る シ

- ンで は 声 韮igl識t S 扱i‡1 の 再現色が相対的にやや ピン ク系の プリ ン トが好まれ て い

る と い え る o

シ -

ン D に つ い て は , フ イ ル ム の 階調等 に関わ らず, 色票(重ig ht sk壷11) の 再現

色 招 h ` 才b が オリ ジテ ル (原色票き の値と臣まぼ等しい プリ ン トの評価が高 い ｡ シ

-

ン E ほ , 複敦の 人物写薬 で注目する点も多 い と考えられ る シ - ン で あ る が ,

好 ま しい と され たプリ ン ト埼 Ii 紳 s ki n の 再現色(l7 ,a b) 揺 , シ
- ン Å - C に 近 い o

シ - ン D 蔓こ∋ もぅて は , 脱色以外 に着目す る色がなく , 評儀 対象がお のずと限

定きれ るた 軌 ｢ 脱色自体 の 好ましき+ が評価さ酌 たと考えられ る が ,

一 般 ユ

- ザ - 招 撮影する人物写轟 の シ - ン で は , 脱色が 重視きれる とい えども , 厳 密

な対応す る色再現の棄項よりも画面の イ メ - ジ に合致した再覗を求め て い る と

考えられ る o

シ - ン Å - 監 の 評価を行 っ たプリ ン トの Å物の脱色常分 の測色値を Fi g ふ 7 - 2

着こ示す o ポ - ト レ - 卜の 女性 の肌色 ( シ - ン Å , B , D , 伝) 揺, a
串

≒ 柑 付近 に

集中し て お り , シ
-

ンによ っ て b
奉

方向に広がりを見せ て お り, i? a j,. で は＋1 8
- 6 3

o

の 範囲とな っ て い る ｡ な 嵐 シ
-

ン 転 ば, 3 名 の Å物写轟 であるが , 男性, 女

性 と膚 の 色は異な っ て い るが , ゐ♂t, ほ は ぼ等しく 日本Å の感の色 の差は概ぬ ピ
=

t]i,

7 呂



お よび L
車

の 差 と考えられる o こ の こ と は , 白 丸 黄色Å凝よぴ黒丸 の好 まし い

脱色 の塞が基本的をこタ ロ マ の 差 で凝る こ と 且O) と対応 して い るo

また , 好 ま しい プリ ントの脱色 ( 女性) i j
薙ご

は磯ぬ 7 0 - 鮒 拍 範囲 にあ野 , 筏 感

濃度 で O .尋 - 0 , 2 5 程度とな る o

b
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3 . 7 . 2 好 ま レ い再現の 条件

好 まし い プリ ン トの色( a
*

- b
串

p董a m e) 揺 , そ の シ
-

ン で 着目 きわる色の丙琴が重

要 で 凝 る が ,
-

殿的なポ - トレ - 卜で は l重紳 s転毒l領 の 再覇色が原色票 議毒g7領t S 如

の l?- 盛 よ り も l
･

e d 側 にあり タ か つ g l
斗

a y 部分 に赤味が感知き甑ない こ とが, 受をす

Å れ ら釣る条件とな る o - 方 , Å物が主要怒テ -

マ で はな い プリ ントではオリ

ジナル に近 い再現が求められ る ｡

ポ ー ト レ ー トお よぴ - 般被写俸 で は gl
･

e e m - 】Y5 ag e ま軸 方向の愛柁に比 べ て bl u e -

y e韮1 紳 方向 ヘ の 変化 の許容度の方が大き い o 緒を= 中高年 細 代以+ニ) で は, 2 0 代

に比 べ 広 い範囲を受けÅれ る傾向が ある o

濃度 レベ ル は F顔+ の 部分の 濃度が重要 であぢ, 壊の部分またをま M M 3S elj N 6 - 5

の 再現濃度な どで 招 濃度 コ ン ト ロ -

ル が有効 で あ り , そ の 目安 ほ概ぬ o .2 5
-

0 .4 5 の 範 囲内, i:
1三

で 6 6 - 8 0 程度 である o

また , 評価者 の年代と共に選択率の ピ - タが 高濃度方向に ま段階相当( M Ll 11 S e圭量

N 6
.
5 で 0 . O 5

-

O .i) シ フ トする と共に , 濃度 レベ ル毎 の選択率e3 差 がホ きく な

る傾向があり ,
.

2 0 代 に比 べ 4 8 代以上 で は, ｢ N 6 ･5+ で 0 ･ 0 5 程度高旨竜方が好 ま

し い とさ れ る o しか し, い ずれ の 年代 に 磨 い て も
-

定以 よ の 濃度レ ベ ル ( N 6 . 5

の 再現濃度 o .卑5 以 上) で は ほ とんど受けÅれられず､ 低濃度 レベ ル樹 へ の 許容

度が高 い o

階調 はポ
-

ト レ
-

卜で は g 柑y 電o gま
I

a y の 再現曲線 で ㌻ = 】
.
4 程度が好ま酌て い

る o ま た , シ
- ン C など顔 の面積割合が小きく( M o 程度) , 主 観的を芸, 複雑 と認

識される シ - ン で は , 鮮鋭魔 の 高 いプリ ン トがより求められ て 凝 野 , ポ - ト レ

ー トよ り風景が, よ り高い M T F が要求きれ る
ユ7) こ とをこ対応 して い る と恩ね 凱

る o また , 4 0 代鎚上 で は , ポ - トレ ー ト におら鳥て , 粒状性や鮮鏡性を 2 8 代 ほ

どに は , 重視 して い な い
一 方, 階調 を重視する傾向がある こ と は , 取持 機能 の

也 , プu ン ト へ の 接す る機会 の差な ど鑑識能力 の 問題もある と思 わ 釣 る¢

器量



3 . 轟 鰭 音

色Q3 評備 に閑ず る塞成分分析の結果 , いずれ の シ
- ン で も第 王 室成分とし て

ど-

i ( B
車

矧 磯の 成分が b -

y (b
額

) 方向に優先きれ て抽出された e また , ポ
- トレ - 汁

で は , 鵬a e転e,th C e 如 C h e c k e畳
･ 鍔= ig h t s k豆B の 再現色と因子負荷畳との相関が高か

つ 藍 o

各種物理要因 の 総合的変化 に対す る主成分分析 で は , ｢ 色+ ｢ 濃度+ の 寄与が

いず甑の シ - ン で も高く ,
一 般 ユ ー ザ - が利属する 35 ミ リ フ イ ル ムか ら 2 L 判

へ 沿 プリ ン トで は, 粒状等 ( R M S 粒状度 2 6
- 4 0 ( D = i .

.O) , C T F = 0 .5 の 空間1魂

波教皇.9 - 3 . 3 Ji n e s/ m m ) よ りも影響が大き い o また , ポ
-

ト レ
-

トで は M a c b e恵h

c 戚o r ∈b e e k eま
-

の )igl3t S 弘一 の 再現色や 人物の顔 の滞分 の濃度との 相関が高い成

分が抽出きれ る な ど, Å 物の凱 へ の 着目 が大き い o

色 の好 ま しさ に つ い て は , そ の シ
-

ン で 注 目さ れ る色 の 再現が重要 で あ る o

例 えば, ポ - ト レ - トな ど, 人物 を中心とする シ
-

ン で は , M a 血 色蝕 C ol o r C h e c k e 韮
･

の 噸 1t s k墓m 時雨現色ほ , 原色票に対 し b u e - a n gl e が 赤味方向にあ る も の が好ま

艶た o しか し, シ
- ン によ っ て は , 脱 色 の み の 好 ま しきだけで は な < , プリ ン

ト申の特定 の色 に つ い て も評価対象とな る場合 があり,
一 般 ユ - ザ - の プリ ン

ト略言単価 で は , 総合的に劉色の 評価がき凱 て い る と考えられ る o

プリ ン ト03 脱色 に つ い て は , モ デル等 シ
- ン に よ る塞が大きく , 階調 ･ 粒 状

等 の差 に よ る好 まし い 色再現 へ の 影響はかさ い ｡ 同 じ図柄 の場合 , 評価者や プ

u ン 卜の 階調等を三よ る好ましらも脱色 の違 い は , 概 ね b
専

方 向の差 で あ る e

董 成分分析等により , - 磨 誌 - ザ - の プu ン トの 評価 にお い て , 脱色 へ の 番

田 が明確を三な っ た 芝 とか ら , 第 4 章 で は, ｢ 好 ま し い 航色+ に 向け て , ｢ 脱色+

の 評価を行らち, 好ま しい脱色を決定す る要因i]こつ い て 考察す る o

8 芝
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第 4 牽 好ましい鼠色を決定する要因

4 . 1 結 嘗

4 . 1 . 1 鼠 色評価

率牽で ほ , プリ ントの評価 で重要視きれ る ｢脱色+ の 好 ま しさ に つ い て 主観

評価を行う o また ,. 評価者 の属性等か ら ｢ 好 ま しい肌色+ を決定す る要因に つ

い て考察ず る o

評価者の 属性 によ る色の好み に つ い て は , 年代 , 性別 の 他 , 地域性な どの 観

点かち の研究が行われ , 地理的文化的影響が指摘 i) さ れ て い る o 好 ま し い 肌色

に つ らミて は , B a Iて】e s o n の ｢ 凱 の n at tl F al e o並o l
･

よ り記憶色+ に 近い とする研究 2)

が あ る が , 鈴木 は , 好 ま しい脱色に対する Å寝間の 比較等 の研究 3) を行 な い ,

黄色Å種 ほ 本丸) と白Å で は肌色の 許容範囲に差がありタ 記憶色と の 関係に

つ い て 報告して い る o こ れ らの こ とか ら, 脱 色の好ましさが ｢夙 の 記憶色+ に

よ り決定き凱 るも の な らば, 同 じ黄色人種間 で は , 好 ま し い肌色揺ほとんど塞

がな い こ とが考えられる o

奉輩で は き 同 じ黄色人種で 同じ文化的背景をも つ 日本中国韓国 (以 下 ｢ 日 中

鰭+ と記ず e) の 大学生を パ ネル と して , 好 ま し い腰も色を決定する要因 に つ い

て考察した 4き
o 特 に, 地理 的文イヒ的に近 い 日韓をこつ い て ほ, 全年代を通 じて 比

較 5) を行 っ た 昏

ま た , 第 3 章 まで は タ
- 般 ユ - ザ - の 嚢態 に員ロした評価を行うため , カ ラ

-

ブ イ jレムか らの プリ ン ト によ る実験を行 っ て き たが , 肌色 の み を系統的に変化

きせる の に は限界が轟る こ と, お よぴ近年急速なディ ジタル写真 の
一

般 ユ ー ザ

-

へ の 普及 の現状か ら, 本章の実験 で は , ディ ジタルデ
- 夕 を伺 い , 画像 の 脱

色部分 の み を変イヒきせたプリ ントをこよ り実験を行 っ た ｡ ま た , 評価画像は , シ

- ン の 問題 を考慮し , s c I D の卵色評価周の 画像 で あ るポ
- ト レ - ト( N l) 6) を使

潤 して属性によ る相対的比較を行 っ た ｡ な 乳 第 3 牽 で は フ イ ル ム か ち の プリ

ン トの ヨ ン ト ロ
-

ル 要因 と しで濃度レ ベ ル で の 評価 を行 っ て きたが,. 本章 で は

特定部分野 系統的な色変化(L
車

) の
- 環 と して相当範囲の評価を行 っ た o

4 . 1 . 2 評価方法に つもヽ て

8 4



( ユ) 一 対比較法 助長所と短所

第 3 車 まで の評価実験では , 原則 と して弓弥己､ 者 で も字引新し脅す n
-

対 比較法

で行 っ て きた o
-

対 比鮫法をま, 2 コ の 刺激 ( 画像ラ を比較 しぎ 優劣 を判断ず る

評価方法 であり , 微少な差 で も鋭敏に反応ずる長所がある が, 豊艶合せ に つ ら13

て 比較判断するため , 多数の 画像を評価する場合, 時間がかかり タ 評価者招 負

担が多 い と い う問題点があ る o ま た, 相対的な差を榛出す るをニ は, きわ め て有

効 であ る が , 絶対評価 で はな( ナ 特を土, 重機的をこ同程度 である場合もどちらか

に判断をしなくて は な らな い と いう欠点があ る o

( 2 ) -

対比較法と他 の評廓方法の結果につ い て

一 対比較法と系列カテゴリ - 弦 によ る 比鍍に つ い て は , 両者か ら得られたデ -

夕 に つ い て タ 本質的な差がな い 7) とさ れ て い る o また , 第 3 車の 補足実験にお

い て パネル の負担を軽減す る た め , シ - ン D , 毘 の 色評価 の実験 で は , 皇位 2

校 を選択す る選税法を採用 した ¢

選択法は , 職位法 の極端な事例ともい え , 傾位 を目的に した も の で あり, 個 々

の パ ネル の判断数は少な い が , 尺 度化 に ほ判断者が多 い こ とが必要ときれ る o

尺 度化 の 手続きを適潤す る に は , 潮 激 ごと の 平均選択数が 5 0 を下回 ら なら篭事

態 に限る の が良 い S) ときれ て い る o こ の 基準を基をこず る と , 例えば 柑 授からよ

位 2 枚 の 選択 で は , 尺度化 に は 2 5 0 Å の パ ネルが必要となる o

シ - ン Å - C の 色評価 のデ - タ ( 一 対比較法) を潤 い て ,

- 対 比瞭節堂デ -

夕 か らの選択率と上位 2 按 の デ -

タ か らの選択率を比擬したも の を 炉ig . 4 - = を≡

示 す o

上位 2 枚 の 選択法 で は , 止位 の プリ ン トは , 堂デ -

夕 を比較した - 対比較と

差がな い が ,

一 対比 較の選択率 5 0 % 以下 のプリ ン トに つ い て は , 選択率が捜 と

んど o とな る o した が っ て , 上位 の プリ ン ト を決定ずるの には , 効率的である

那 , 全 プリ ン トの順位付けは で きな い o

な 亀 順位法 ( 合成標準法)
9)
と

- ･対比 較法 (T h tl F S t 甜 e V ) の 双 方 の 評衝 を

行 い 尺度構成した例を F壷g .4 - ト2 に示す が , r = 8 . 9 9 9 と極め て高い相関を示 した 昏

一 対比較法は , 第 3 章の 色評価 の実験('1 3 枚) で は , 7 8 回 招 比較 を行 っ て お り,

パ ネル の 疲労等 を考慮すると ,
一

般 豊
- ザ -

を対象と した実験 で は き 評価投資

は限度をこ近い と考えられ る ¢ また , 願位法に つ い て 屯, 頗位付けに困難を生 じ

ると考え られ る ため 予 多数Q) サ ンプル の評価が できて 声 評価者の負担が少憩 い

方法 で , しか も絶対値の 比較が で き る方法が必要ときれ る o そ こ で , 多数の 画

名5
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4 . 2 画質の 新登載評価方法に つ い て

4 i 2 . 1 は じめ に

画質 の童観評価 の方法として は,
-

対比鮫法ダ 系列カテゴリ … 法等率音多く周
♭もら れ て い るが ‖

-

i 4) い ずれ もラ ンダムに提示され る 画像l]こヨ い て評価 し タ 心理

尺度構成が行われる e

カ ラ
- プリ ン トの主観評価 で は ,- L

串

a ,

*

b
蓉

等複数の各画質要因を系涜的に変化き

せ膨大な数 の 画像を評価す る必要が生 じる こ とがあ る Q

｢ 好 ま し い肌色+ な ど, 噂好型パ ネル 呈5' をこよ る評価 で は , 未熟締着 で も容

易な評価方法 で多数の パ ネル を伺 い る こ とが望まれ る B - 対 比較法 で はサンプ

ル数を n とする と評価回数が n(J7 - i)/2 と な り , 1 5 枚の 評価 で も 韮05 回儲 比扱が

必要 であり パネル の疲労等 の 問題から困難 をきたす こ とが あ る o また ,

- 対 比

較法は相対評価 で あ る た め , パ ネ ル間 の デ -

夕 の 比鮫 に お い て選択度数 の - 敦

が必ず しも絶対的な評価 の - 敦とな らな い e

一 方 , 系列 カ テ ゴリ - 法 で は系列 的カテ ゴリ - に 基づ く絶対評価が可能 で 轟

る が , 基準 とす る画像がな い 場合, 未熟線番 に は判断等が困難をこな る こ と もあ

る o

こ こ で は , 多数 の 画像を系列的カテゴリ - をこよ り効率的峯≡評儀するため に{

評価周 画像を要因の 変化 に従 い , 系統的 に - 覧蓑をこ配置 し た ｢ 藻琉約配置法+

を開発し, そ の 有効性 に つ い て 検討した o

4 . 2 . 2 系統的配置法に つ もl て

こ こ で 提案す る系統的配置法は , Å3 サ イ ズ 温故の 画面に評価周 プリ ン ト 3 6

枚 を , プリ ン ト申の Å物 の鼠色部分 の ク ロ マ チ ッ ク ネス 指敦 a
専

9あ
尊

招 愛すヒ峯ご従 い ラ

系統的 に配置したも の であり, 全 廃像が - 覧 で き る の が特徴 で あ る o そ の た

め奉方法で は , パ ネル は個 々 の 画像に つ い て , 全体 と 比較しなが ら, 容易 に系

列カ テゴリ - に よ る 評価を行う こ とが で き る o

しか し , i 画 面 に多く の 評価用 プリ ントが配置きれ る た め , 必然的に儀 考 時

評庸対象画像が小さくなり, - 般に流通して い る L 判や 2 虹当部こ比 べ 凝 野 の 影

響および周辺 の 画像 の色による対比等 の影響が考え られ るo

画像中の脱色 の面積比や , 常襲の 色 の影響等に つ い て ほ , むもず酌 も好ましむも

脱色書こ明らかな影響はない と き凱 て い る -2きJ 6' が , プリ ン ト普 イ ズ自俸の主観評

8 7



価 へ の 影響を三 っ い て 招検討をまなされ て い ない o また 多数 の評価 プリ ン ト を 1 画

面を這配置した場合夢 対比効果など色の 影響 の み で はなく , 中央 に配置された プ

リ ントが経国きれやす いなど 軌 む理的影響により評価値亭こ偏りを生じ る こ と も

考えられ る o

そ こ で 奉法の有効性招評価につ い て は , 評価時間およぴ従来法(3 . 2 節) と は最

な る画像サイズの影響 , 観察方法 の影響を検定す る こ と によ り行 っ た o

4
. 慧 書 3 薬療方法

実験に使周した 4 組の評価周プリ ン トの サイズ , 色 の 範囲等につ い て ,
T a bl e

確- 芝一昔 に 示ず o

T a 払】e 4 - 2 - i S a m 重)l e p r u 鵬

T､E S T l T E S T 2

S E T l S E T 変事 S E T 暮m S E T iV

S ぼ臣( c m ) 1 6 . O x l l 事 5 6 . 5 x 4 t6 6 .5 ×ヰ. 6 (6 . 5 × ヰ. 6)
糾u m b e r oヂT e･s モP Fi n モ 1 4 1 4 3 6 3 6 p r壷n t s / 1

s h e e t(JiS A 3)

C h r o m a t妻c ほy L
☆

巴 7 3 L
☆

= 7 3

a

☆

- 1 2 - 2 0 ( 血 a
せ

舞 2) a

卓

= 1 O - 2 2 ( 畠 a
奮

≒ 2)

b
卓

- 7 - 2 1 ( A b
磯

朝) b
☆

- 之 - 之5 ( A b
卓

朝 )

S E T = a '汚8 = ) a '-d S E T( … a汲-a rV) w e l
l

e u s e d f o r t e st o f 壷l 伽 e n e
苧
Of p 軸

sj 孟e ( T E S T l) al-a I,h e pl
'

e s e 細 ぬ - m 曲 o d ( T E S T 2) 叩 O n e V a1 日atまO 11 ti m e ,
3
-

e S P e e 如 e!y .

評価周 プリ ン トは女性ポ - ト レ - 育- で 人 物の飢色部労の a
唾

ラ
あ
車

を変化させた も

の である B l 段階の変化藍は今まで の実験(3 ,3 節) で の 変化塵を参考をこ A a
*

≒ 2
,
A

b
*

≒4 と した o

s E r Ⅰは 写真プリ ン ト招 2 虹 判相 割1 6 . 0 ×l 壬. 5 c 郎 の 大 きさ の もの である o

S E 甘正は s E T Ⅰ と同 - 色で サ イズ将 み が l/6 終5 X 舶 c遜) とな っ て♭1 る o

S 監汀 Ⅲ は s E T 韮 と同 -

サイ ズ で , S E T 認 の 3 4 校 の 色 を含む範囲
■の 画像 で あ る o

S 琵r Ⅳ は s E T Ⅲ の 3 6 枚の プリ ント を A 3 サイ ズの 1 画面 に肌色の a /
車

,b
時

に従 い ,.

系統的■に配置した も の で あ る ｡

な軌 S 藍汀 Ⅰ , 雷 の 凱色の色ほ S E T Ⅲ , S E T王V の 内か ら aE
*

# 平面上 で中心部

分 に存在ず る まヰ 校 と闘 - の もの で ある o したが っ て , S E T Ⅲ の 1 4 枚 と全 く同

-

の 画像が s ≡汀Efをこ含 まれ る こ と になる o

岩S



s E T Ⅳ 以外 時 評価周 プリ ントは , ラ ン ダム恕腰序 で墓ぬら豹た状凝 で バネ]♭

に渡 され る o

な 亀 評価周プリ ン トの肌色部分 の色 の設定に当た っ て は , これ ま で の実験

結果(3 . 3 節) 等 を参考にし て決定した o

ま た , こ れ ら の実験 で パネルほ評価周プリ ン ト招各組 (B E T ) に つ い て 画像評

価を行う こ と に な るが , 実験実施Q) 順序 に つ い て は , バ ネノ♭の学習効果を考慮

し , パ ネル ごとに実施す る組 の頗序を変イE きせ た ｡

評価周プリ ン ト各組共通の実験条件は次 何 とお り で ある e

( 実験条件)

評価画像 : s c I D 画 像
6) ｢ ポ -

ト レ
-

ド+ の 脱色部労 の色の み変化きせた画像

出 力 : 銀塩プリ ン ト, 2 0 0 d pi , 2 4 bit

パ ネ ル : 大学生 2 7 入 ( 男性 2 6 Å , 女性 1 ,A )

観察条件 : 色評価周蛍光灯 D 5 0 , 2 0 0 0 韮x .

評価方法 : 5 段 階系列尭テゴリ ー 法( T a bl e 4 - 2 - 2) によ り ｢肌色g) 好 ま しき+ に つ

い て評価

測 色 : 分光漁色計 , D 5 0 , 2 度視野

観察距離 : 時に指定しな い

T a b丑e 4 - 2 - 2 F壷v e c a･紐g o ri e s

a f】d c o r r e sp o r3=t7i n g s c o r e s

C a t e g o 『y S c o r e

E x c e事暮e m t 5

G o o d 4

F ai r 3

P o o r Z

B a d 1

4 . 2 . 4 結果 およぴ考察

各組 の評価時間の 比較結果に つ い て F重賞. 4 - 2 - 3/ ,

F ig .4 - 2 一重 ほ , 同 じパ ネル の S E T ‡お よび s E T 諾

4 - 2 3J F= 示ずo

( 画 面サイ ズの差) , Fj農澱 2 - 2

は S E T Ⅲお よぴ s 監T Ⅳ (提示方法 の差) に凝 狩る評価時間を比較 で きる ようをこ,

そ れ ぞ凱 で要した時間を縦軸お よぴ横軸にと巧 , プロ ッ トした o こ 沿 プロ ツ 卜

89



が原点を通る傾き 4 5 魔 の 直線土 にあ艶ば両方法による評価時間の差はない こ

と を表わずo
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画面サイズ の差 (s 監T 壬, 丑) の 検定をこ つ旨ミて は評価時間の宰均健毒≡有意差が

な い( ･α = 0 .0 5 ) の に対 し, 提示方法 の差(s E T Ⅲ写 N )をこ ヨ い て は , S E f Ⅲ 招 評価時

間の パ ネル平均値 7 分 3･8 砂妄こ対 し sfT r Ⅳ で 揺 4 分 卑9 砂と有意差を生じ (定 検

定 ,
a = o .o 5) , 系統的配置法そS E T Ⅳ) で は従来法繊 約 6 昏% の 時間習評価が終了す

る ｡ 特 に従来法 で評価時間 の長 い パネル蔓こ つ い て , 短緒化が著しら包傾向が見ら

れた o また , パ ネル か ら系統的配置法の方が判断し率ず い との感想もあ っ た 昏

以 上 の こ とか ら , 系統的配置法は未熟練 の パネル を摘むも, 多数の 画像 の 童観

評価を効率的に行う場合に , 有効な方法と考えられる e

ま た , 画面サ イズお よぴ提示方法が主観評価結果 に尊え る影響看こ つ い て 磯討

す べ き内容とし て次の こ とが考えられ る o

( 1) 各 プリ ン トの評価得点の 分布

(2) 各比較検討における対応す る プリ ン トの評細得点 の相関係数の有意性

(3) 各プリ ン トに対する パネル評価得点の母平均の差

(4) 各パ ネル の 評価得点から算出した好ま しき の中心Q) a
*

,b
容

儀 の 愛憎

(5)
一 覧表 に配置する こ とに よ る系統的偏り

こ れ ら の う ち(1) -
i

(3) の 事項 に つ い て は, 次 の 2 慮 に つ い て統計的検定等を行

っ た o い ずれ も危険率 5 % で ある o

①s E T i ,

②s E T Ⅲ ,

( りに つ い て は ,

得点 (観測度数)

Ⅱ ( 画 面サ イズ の影響)

s E T Ⅳ (提示方法の影響)

労割衰 に よ り各プリ ントの評価得点の期待度数と実際時評庸

の適合性 に つ い て x
芝
検定 を行 っ た o

( 4) の 好 ま しさ の 中心 の変化 に つ い て は , a
*

-b
埼

平面上蔓こお い て , 各バ ネ)レの 評

価得点の 等高線を楕円近似する こ と によ り各パ ネル毎をこ F好 ま しき将 申jむj を

戒 め ,
S E T Ⅲ

,
S E r Ⅳ の 平均値 の差を比較 した o

(5) ほ a
*

# 平面止 で , S E T 臥 S E T Ⅳで の ｢ 各パ ネル の好 ま しき の 科白+ 招 変柁

ベ ク トル を, S E T Ⅳ
`
の s h e et の 中心画像に相当する座標を原点とし, 申}む方向と

接線方向に成労労解 し, 中心方向の移動量が有意 であるか の磯定を行 っ た o

検定結果 の 一 覧 を T a bまe 4 - 2 - 2 に示 すo

(盈) -(3) の検 定 で は , (3 ) の 各 プリ ン ト6D 評価得点の母平均 で ほ ｢①蘭画サイ ズ

の 比 軌 で ま 紋, ｢②提示方法の 比鮫+ で 2 枚の プu ン 卜で有意善が生 じたが き

( 1) の 分布割合 の 適合性お よぴ(2) の 相関の有意性に つ い て は , 棄却き豹ず, 評

価得点の 全体 の分布 パ タ
-

ン か ら は, 従来型 の 系列カテゴリ - 経 とg3 整合性 を
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保持で きる o

T a b3 e 4 - 2 -3
f

F e s t of s壷荒ま1if毒c a 雷1t dif嘗e 陀il C e

T E S T 1 T E S T 2

( 1) G o t)d n e s s of Fiモ( 血 電痛 u 軸 n of 曲 s e Ⅳ e r F a 軸 g ∀ ぬ e)

(2) C o r r e 如i o 門 ∈o e 草地 e n モ( s 画ifi c 農n C e t e s t)

( 3) 糾e a n of O b s e 紺 e F R a tin g V a主u e ( ea c h p 癖 t)

( 4) こe nモe r of P r e f e 糟 門C 鰯
オ

ー b
S

p la n e)

( 5きC e nt r ai Sift oヂP r e 紬 r e n c e C a u s e d b y u si n g S y st e m a ti c
-

_ 一 生望盟 聖 堕堂望+ ⊥ _ _ _ _ . _ _ _ _ _ . _ _ _ _ _ ⊥ . . _ .

( 1 ) : 老
2

- t e s t , (2 ト( 5): 卜 t e st( α = 0 ▲8 5き

触 t S ig n ifi c a n t

Sig nifi c a 穏

1 / 1 4 R ej e c tio n

N o モSig nifi c a nt

N ot Sig n 汗i c a n t

S ig n 脈c a n t

Z / 3 6 R ej e c ti o n

N ot S ig nifi c a n t

N o t S ig r # i e:a n t

ま た , 画 面 の 中心方向 へ の 好 ま しさ の 中心 の シ フ トな ど
一

覧表 へ の 配置に よ

る系統的な偏り ((孤 (5)) をこつ い て は , 有意性 の な い 範囲 であ っ た 串

な 軌 実験で は , 脱 色寄分が評価対象となるが , 本画像 の脱色周辺は g l
･

a y 等

丑1 e 切 細東恕 色が支配的で , 隣に配置された画像と肌色部分が接す る こ と はな く ,

隣接画像の影響を比較的受 捌 こく い状態 で あ っ た o こ の こ とを考慮す る と タ 画

質評価 √㌔ 招 奉方法 の逮周 に 当た コ て は , さ ら に検討 を要す る ケ -

ス も あ る o

また , 奉評価方法 で は , ある色領域 で , 同
-

評価得点となる画像がまとま っ

て 出現する こ とがあるた 軌 最高点 の 座標 の確定には適当 で な い ケ -

ス も予想

きれ る 但 しか し, 相対的傾向を見 る 手段として は , 色 以外Q) 画 質評価 にお い て

も有効と思われ る o

また , き ら に a
車

- b
癖

方向に多数 の 主観評価 を必要とす る場合や , L
夢

の 要 田 を加

え 3 次元的方向 に鑑張晋 る場合に つ い て も数枚の 一 覧表 に補正 の た め の指標等

を入着てる 芝 とに よ 巧対応可能と思われ る o

ヰ. 望 . 5 まとめ

多数 将 画像を効率的看こ評価ず る方法として , 画 質要因を系焼的に変化させ ,

一 覧表 と して 配置する方法につ い て , 従来法と比較した と こ ろ , パ ネル テ ス ト

の 時間の 短縮化に有効であり , 評価結果も整合性を保持 で き る B

特蔓こ, 画 質要因 を系統的にコ ントロ - ル で き , 評価値も連続的愛すヒが予想 き

れ る場合 , 微妙な変化に対ずる評価を必要とする場合 , お よび未経験者を対象

とずる場合などほ パネルテ ス トの 効率柁に有効と考えられ る o

9 2



4 . 3 好 ま しもも鼠色の地域性 宅日中韓を対象とLj てきざこつも与て

4 . 3 . 1 経 じめ穿こ

カ ラ - 写真 の･別 の 色 の好まし い再現に つ い て は き 多くQ3 研究課題とな っ て き

た o E v a il S ら は ,
｢ 色 は どう再現きれ る ペ き で 凝るか+ と い う色再現 の姦奉的

問題を提起 丑7) し て お り , そ れ に対して B a 純I e s o 11 が , 鼠 色帝青空凝 よび草の 再

現に つ い て 測色の観点 で実験 を行 っ た 2)
o

-
そ れ暴こよ れば, 顔 の 色の好ましい色

揺 , 脱色 の記憶色の平均値と同じ色魔 であり , 知覚的にも続計的妄こも平均的な

白Å の凱甲色度と異な っ て い た o
-

方 タ 青空や草の好 ましい色は率均的な由然

の 色と同じ l,1 u e で 凝 り知覚約統計的に対応する記憶色の軍均感とは , 異怒 っ て

い る こ とが示 された o 即ち タ 好 ま しい青空の再現は記憶色に比 べ ｢ よ 野+ 青紫

で あ り , 草は低彩度 にお い て ｢ よ り+ 黄緑 であ っ た o そ して , 記憶色は好まし

い色再現を決定す る十分な判断基準 で はない と結論づけた o

そ の 後 H LI11.t ら は , 青空や華や白人 の脱 の好ましむも再現に つ い て 麹型的怨近

代 の カ ラ - 写 真を使 っ て実験を行 い ユ8)過去の研究と比較した o プリ ン トで は ,

好 ま しい 青空は平均的な実際の 空よりも刺激純度が高く , 好 ま しむも聾率 白丸 の

肌色は平均的なサ ン プルと比較 して刺激純度は同程度 で轟るがタ わずか蔓こ黄色

が か っ て い る こ とが わ か っ た o これ ら の 結果か ら , 写 轟プリ ン ト妄ごおをチる記憶

色 の好ま しい再現は , 出力装置 の 色域 の広きや尭ラ - 処甥 が よ り洗練きれ る な

ど, 技梼 の 進歩につ れ て変わ る も の で あ る とし て い る e

また , か 椋は , 一 般 に普及 し て い るイ ン タ ジ 孟 ツ トプリ ン タ -

を伺 い て , 光

沢鋸 と啓開 コ - ト耗 にお汁る好ましい肌色の 比鮫を行 っ て い る i 9) o こ の 踏巣 で

揺 , 光沢紙 の方が好ましい肌色の L j
療

が低く , コ ン トラス トや色域o5 相違が指摘

され て い る o

多く の研究にお い て , プリ ン ト の 好 ま しい 脱色は , 例 えば接写俸の 人種 16)や

年齢
2臥望1) な どの シ - ン によ る影響だ柑で はな く , 評価者 の年齢 2 8)や Å種 3 憶 ど

の 属性によ っ て髪督す る こ とが指摘きれ て い る o

浅 田ら が行 っ た被写体 の Å種によ る好ましい飢色 の 比較 鳩
で は き 白奉)㌔が 鎮

火 と黄色Å種と黒Å の画像の肌色を評価 して い る が , 好 ま し い再現は基本的に

c h l
a

O m ) a と Ii g hi n e s s の違 い に基づい て お り, h t3 e に よ らな い と韓告してらもる o

-

諺 , 鈴木 によ る, 好 まし い 脱色 に よ る Å種 (評儒者) 間の差の研究 3) で は ,

黄 色Å ほ 本丸) は 自大より赤昧がか っ た脱色を許容する 捌 こ対 し, 由丸は弟
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色人種よ り も黄色がか っ た 肌色を許容す る と して い る ｡ また , 好ま し い 肌色を

決定す る 要 因 は自分自身 の イ メ ー ジして い る 肌 の 色 の 記憶色に基づ く願 望等自

己認識 で あ る と し て い る 2 ご) o

評 価者 の 年代 に よ る好 み で は, 小林 らが評価者 の 年代と モ デ ル の 年代相互 の

関係から , 年代に よ る特色を報告して い る
コ0 )
.

斉藤iも 被験者に カ ラ -

チ ャ
ー

トか ら最 も好きな色 3 色と, 最も嫌 い な 3 色

を選 ばせ る方法 に よ り , 東京 , ソ ウ ル お よびタイ ペ イ で色 の好 み の 調査 を行 い ,

年齢や性別 に 加 えて , 文 化 や 環境 の 反映 で あ る色か ら連想され るイ メ
ー

ジが 好

み に影響を与 え て い る こ と を報告
l ) して い る o

本章で は , 同じ黄色人種 で あ り , 同 じ東ア ジア文化 圏 に 属する , 日本, 中国 ,

韓国 にお い て , カ ラ
ー プリ ン ト にお け る好まし い 肌 色の 比較研究を行 っ た も の

で ある ｡ パ ネ ル は全て ア ジア 人 で , 大学生 に つ い て は , 画 像工学を学ん で い る

主 に 2〔) 代前半 の学生 で あ る ｡ 大学 は全 て 比較的大都市で あ り , 温 帯地域 に あ

るな ど類 似 した条件に あ る ｡

また , 日韓 に つ い て は . 大学生 (2 0 代) の ほ か 1 0 代お よ び 3 0 代 -

6 0 才代

ま で の 全年代 に つ い て 比較を行 っ た ｡

こ れ らの 結果か ら 3 地域 ( 国) で の 好 ま し い 肌色を比較し , 好ま しし) 肌 色 を

決定す る 要 因 が ,
肌 の 記 憶色に よ る も の か , 地 域 ( 国) の 文 化的要因等 に よ る

も の か に つ い て 検討 を行う こ と とす る ｡

4 . 3 . 2 実 験 方 法

( 1 ) サ ン プルの 作成

評価に使 っ た画像は , s C I D
6 )
(1 S O /JTS St a u d a l

･

d C o】o L H
･

r m a g e D at a) の p o rt r ajt( N l)

(肌 色の 評価用 の 女性ポ - ト レ -
-

卜) で あ る( Fig .4 -3 - ]) o 肌 色 は, C [ E J 9 76 L
l-
a
■>
b
'' '

c o l o r s p a c e に お い て ル ッ ク ア ッ プテ
ー ブ ル (L

斗

≡7 0 - 8 4( A L
l

= 4) , (l
h

望1 0 - 2 0( A (/ 望 2) ,

b
事

s = 5 - 3 0( A b
串

≡4)) に よ り規 則 的 に配置す る よ う に 系統的 に変化さ せ た c 肌 色 の 範

囲 は 3 .2 節お よび 4 . 2 節 を参考 に決定した ｡ な お , 第 3 章の 濃度要因 に つ い て

は ,
L a

L

'
b
t

空 間 で の 相当範囲( L
J

) で 設定 した ｡ サ ン プル数 は1 8 0 枚 で サイ ズ は 6 . 5 c 11 1

× 4 . 5 c m で あ る D プリ ン トは , F uji P h ot o 仙 1 1 Pi et r o g r ap h y P G 3 00 0 p ri '1t e l
･

を用

い 2 0 0 d pi で 出力 した ｡

( 2 ) サ ン プル の 提示方法

1 8 0 枚の プリ ン トは, L
す

値 に 基づ き 36 枚 づ つ 5 段階 に 分類した o 各 L
*

毎 の 3 6
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枚(6 ×6) の プリ ン トは 32 .9 c m x 4 l .3 c m (JI S A 3) の ボ - ドに a
'

値が横軸方向に b
'

が縦軸方向に ほぼ等間隔で変化するように配置した ｡ また , R ef e r e n c e B o a rd は ,

得点 を補正す る ため に用意した ｡ R ef e r e n c e 8 o a rd は , 6 行 5 列の プリ ン トか ら

なり , 各列 は B o a rd l か ら 5 の 各ボ ー ドの 中央の 列 を ピ ッ ク ア ッ プした もの で

あ る ｡

?
■■

,: i
-

b ′

Fig . 4 - 3 - 1 A s a m p) e f o r e y al u ati o n .

)
ノ1

◆' I

_
/ I

Fig ,4 - 3 - 2 A r r a n g e m e n t of p ri n ts

95

l



童親許庸 の 方法は 軌 望 節 で提案した も の で あ る o プリ ン トの 配置 の例 は

F毒g , 4 - 3 - 2 妄こ示ず o

素焼的配置法 で は ,
- 度 に多 く のサ ンプ]レを見 る こ とが で き る の で , 評価 に

当 っ て の パ ネル の負担が小きく , 単利激o) 系列カテ ゴリ
- 法に 比 べ 評価時間が

短縮さ甑 , しか 亀 ス コ ア に系統的な偏りがな い と い う長所がある o

( 3 ) 評価

主観評価は 6 駿 の ポ - ドに凝る合計 2 1 0 の 各サ ンプルに つ い て 5 段階系列カ

テ ゴリ
- で評価を行 っ た o 5 段階の 系列カテ ゴリ

-

揺 , T 読b呈e み3 一里 に示 す o 最初

に, 評価者は補崖周 の R ef e T e m C e B e a fd に つ い て 評価 を行 い ,

ら 5 につ い て ラ ンダム な層 で評価 を行 っ た o

T a bl e 4 j - 1 F i v e c 盈紐g o r壷e s a rid

c o r‡
･

e s p o n di n g s c o r e s

C a t e g o ry S c o r e

E 蒐 e e H e 削 5

G o o d

F;由r

P o o r

B a d

卑

3

2

i

そ の 後 B o a rd l か

パ ネル は 学 田奉 ( 千草尭) , 中国 ( C h o 嶋 u , 黄河 中流) お よび韓 執 C h o 岱a 恥

ソ 削 レか ら 9 挽 m 南) の 2 0 代凝 め の大学生 , お よぴ東学周辺 の 亀0 - 6 0 代 ま で

戟 - 般 且 - ザ -

で あ り
り
, 年代毎に男女比がほぼ等しくなるよう配慮した e

また , 外 国 で の 評価妄芸当 っ て ほ , 日奉 と同
-

条件 で行え る よ う に , パ ネル へ

め 説明をは じめとした マ ニ ュ アル を作成し, 評価周 照 明馨具等 ととも に送付し

た o マ ニ _1 アル は 日本語 で あ り , 現地 で の実験は ,

国 Å患 よぴ韓国Å の大学数官が実施した o

(観察条件)

棄芝色評価周蛍光灯, 5 ,0 0 0 K , 2 ,0 0 0 L 荒 .

周辺 象件 ; N 馳t r al 酢 a y ( M L m S e里1 N 5)

観察拒腐琵; 指定しな い o

( 確) サ ン プル の 剖包

装置 : M 老N O L r Å C M - 1 0 紳 R

9 6
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条件 : D 5 {, , 2 度硯野 , d! O

C 臆 1 97 6 L
*

a
車

b
専

色空間

測色に伺 い た の ほ , サ ン プル 画像 将 モ デル の顔牽事から i p壷荒e里づ つ 呈OO 箇所

か ら合計 柑O pi x eJ を ピ ッ ク ア ッ プした パ ッ チ を作成 した o
パ ッ チ は解像度を低

く して , 色 を均
-

化 した も の をカラ
-

メ
- 夕 -

で潮色した B

( 5 ) 評価デ
ー

タ の 補正

系統的配置法で は き 観測者は i 授 の ポ
- ドよ にあるサ ンプル を相対的に 一 貫

し て評価 で き る と いう利点があるが , サ ン プル の評価 は周辺 の サ ンプルを三影響

され るため ず ポ - ド閤で 一 貫性 を保 つ こ とは困難 で凝ると考え ら釣る o そ の た

め ,
B O A 鼠D( R､ef e r e n c e b o a rd ) の 評価デ

-

夕か ら B O Å R D ト 5 の ス コ ア を補正 し

た ¢

1 次補正 揺 , 各ポ - ド ( B O Å R D i - 5) の ス コ ア は各ポ
- ドの 中央 の 列 の ス コ

ア の 合計と対応す る補正周 B O Å R D の 列 の 合計の 比 で補正 した o

(呈 次補正う

補正周 B o a rd の サ ン プル の ス コ ア を f
･

i)
(i = = o 5 , i

-

= 豊 t o 6) , B O A R D n の

ス コ ア を x
ni+
( id

'

= 丑t o 6 J ?･
= 運t o 5 托 す る と ,

補正周 B o 盈rd の n 列 の 平均値 : r
R

= ∑ ri‡ノ6 (i = i もe 6)

B O Å R D l苫 の 第 4 列 の 平均値 : x 3-｡ = ∑xid/6(i = まt ･o 6)

また ,
琵O A R D 7苫 の ユ次補正係数を k

l,

= i
･

F ,
/ x
白d とすると ,

l 次補正値 : x , ”j
= k
,1
X
盟i+

2 次補正 で は , 各評価者 の ス コ ア の 合計が変化しな い よう に , 評儀賓 の ス ヨ

ア の 生デ ー タ の 合計と l 次補迂後 の ス コ ア 招 合計の 比 で補正 した o

( 2 次補正)

B O ÅR D n の 生デ -

夕 の 合計 : n = ∑x
bii

p

B O ÅR D n の i 次補正後の合計 : l号= ∑考～妻j･, と した時

B O Å R D l嘗 の 2 次補正係数を 偶 n = ∑E 叫l ∑X .di ,ず る と

2 次補正値 : 3Jl-ii
= l子規 1毒i

･

堆 . 3 . 3 田中韓兼学生の好ま しも､ 鼠 色

( 豊) は じめ に

こ こ で は, 同 じ黄色Å種であ野, 同じ文化的背景を持ちタ 画 像 に関する知識

を持 つ 2 0 代前半 の 日中韓 の大学生を対象蔓こ行う こ と萎こよ 巧, パ ネル の属性 ( 鴇
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域∋ による好ましい夙色につ い て , 検討 を行う こ とを 目的とした 0

日申韓の パ ネル 将Å数は , 国 ごと , 男女別にほぼ同人数とした ｡

∈パ ネル数)

日本Å : 大学生 60 名 (男性 3 O ず 女性3 0)

中国人 : 東学生 6 5 名 (男性 3 2 , 女性 33)

韓 国丸 : 大学生 6 0 名 (男性 29 , 女性 3 u

( 2 ) 日 中韓大学生をこお狩る許容率 5 0 % 以上 の サ ンプル の L
車

, h `d , お よ ぴ c
串

u b

プリ ン ト の 許容率は, プリ ン トの ス コ ア を 3 以上 と評価した人数 の割合 ( % )

と した o

各国 の 許容率 5 0 % 以 上 の サ ンプルを a
'

LF
- b
*

pJ a l 隠 上 で の分布を Fi g .4 - 3 - 3
- 4 - 3 - 5

をこ示す o こ れ ら の サ ンプル の L ,
串

, a
串

,
b
*

,
h
a b お よ び c

司ニ

ぬ の 平 樹直を T a b】e 4 -3 -2 に 示

す o 平均値は , 単純平均と加重平均で 善がなか っ た た め , サ ン プル の £
*

a
*

b
#

の

単純平均を伺 い た o

30

2 0

1 0

0

b
せ

妻
O

dh

o
X

A

･

｡

点

E …
O

o O

蔓
､､-/I.
言 ㌫ 志 笥
･
頗 - 7 O 亀 鑑 e ePl-a -､ e e …

む 空 軍聖 賢.j
O 1 0 a

せ 2 0 3 0

炉重賞. 4 - 3 - 3 扮蓋s毛ri b il由o 71 0f fl e sま頂 C O蔓o rs a c c e pt e d b y 3 a p a l- e S e St u d e 丑1t S ･

T 臨e c o 呈1 伽 rS aP P l
4

0 Xi m a 紐 t 奴 】o c Li S O f Al e 5 0 % a ll d 7 0 % a c c el)l a n c e

r 盈t e S .
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£
嶺

a
上

b
ざ

h
油 C

写

曲

3 a p a r3 e S e m e a r3 7 6 .9 8 1 7 A 3 18 .2 9 級 7 0 2 5 湖

n = 2 3 q 2 . 5ヨ 2 . 2 芝 4
.
4 8 6 i9 9 4 .0 2

K o T 飽董1 ] Ⅵ e a ri 7 4 .8 8 1 7 .i S 1 9 .2 4 4 7 .6 9 2 5 9 4

1ヲ = ほ u 3 .5 2 2 .重6 4 3 9 6 .9 3 3 .9 2

C b壷11 eS e iTi e a m 7 8 .呈2 1 6 .4 8 1 3 .7 4 3 8 . 7 8 2 I . 馴

” = 4 6 q 2 3 3 2 .8 6 5 . 那 m .4 5 4 .3 6

a
‡

i. 串
= ( a

&
r

ヨ
ヰb

臣
3

)
U 三

h
三島
= 馳 1r

i

(b
生

/ a
号

j (O
o

< 力
iあ < 9 0

o

)

日本, 中国お よぴ韓国で エ
鮮

の 平均値に つ い て 有意差(i -t e s t , 有意永準は , 韓国:

日奉 α = o . 1 汐 韓国: 中国 伐 = 0 ｡0 5 , 中国: 日本 α = o . りが観察された o しか し, A ,a b お

よ ぴ c
嘩

{lb の 乎均値 に つ い て は , 韓国 : 目奉で は有意塞がなく , 中国 は他 の 2 ケ

国 に対 し h,aiプき
･C
ミJ 1

.
,

}b と も に有意に低か っ た ( α = 0 . 0 5) o

3 段階の L }
痔

レベ ル に つ い て , 許容率 5 0 % 以 上 の プリ ン トの 点
呼

,
b
寧

の 値 を Fi g 叩
4 - 3 - 6

妄= 示す o また , 各 £
車

レベ ル 毎の許容率 5 0 % 以 上 の a
車

-あ
車

の 分布 を F 痕4 - 3 - 7 に 示

す 昏 Fig .冬3 - 7 は 日奉 の大学生に つ い て の み表わ したも の で 凝 るが ,

- 般 に 日中

韓とも , c
朝ミ

{)b は £
蝉

レベ ル の 増力臼と と もに減少ずる ｡ しか し, 中 国人大学生が好

んだ脱色の C
車

i_iあ は , 他 職 国 の 同じ L j
帝

レベ ル と比 べ 低 く , 中国 で は, c
増:

ぴb が低 い

肌色を好むと い え る o

許容寧 5 0 % 以土 の プリ ントの L
*

,
h
f,I, 凝 よび c

串

ftb
の 度数分布を Fig .4 - 3 - 8

-

み 3 一旦0

をニ示す o

£.
準

値をこ関 して は , 日本Å の デ - 夕は最頻値( m o d e) を 7 6 < L
嘩

≦7 8 と し, ほ ぼ正

規労布 で 7 2 - 8 2 の 範囲に分布して い る が , 中国Å の デ
-

夕は 7 8 < L j
車

≦8 0 を ピ
-

タ に L
嘩

> 7 4 の 範囲 に分布 して い る o 韓 国Å の デ - 夕 は , 6 8 - 8 0 の 範囲に分布 し

て お り, A .
*

≦7 0 の 額域にある の は , 男性 に多く受Åれ られたプリ ン トで 凝る o

h
u b の 値 に関し て は , 日本の最頻値が ヰ5 < h 8 あ≦5 0 で あ る の に 対 し, 韓国 の 最頻

値揺 5 0 < ゐa畠≦5 5 で あ野 , 日本に 比 べ 韓国 は , 黄色方向に約 5
o

高い o また , 軒

国Å のデ - 夕 は 4 0 < ゐ
a b
≦4 5 を ピ

-

ク に 1 6 - 6 5 の広 い 範囲にわた っ て 分布 し て

ら3 るo なお , 中国の , ゐa 缶 が高 いプリ ントは , 女性 に多く受けÅれちれ て い る も

の であ る o C
*

d b
をこつ い て は ぎ 日本が 2 0 - 3 0 に多く , また 韓国で は 2 4 < C

*

e)b ≦ 2 6

を ピ
-

タをこ分布して い る の に対 し , 中国Åデ
-

タ は, ピ`Jb が 1 6
- 2 6 の 低 い 債域

壬8 0



蔓こ多く分布 して n る o こわ ら C
導

t2b が 低い 領域 にあるの は , £
喝雪

が高く-, 女性 によ

り多く受け入れられて い るプリ ン トである o

2 5

2 O

1 S

1 0

0

b
嶺

‾

｢F
w d 仙L 棚

て
h一

皿

■h
叫

諒
叫ー

∧q
融

‾‾Jノ
ー

■′‾
V

蔓
∃

≧

1

3

1i
- 0 - J a p a n e s e･

せ C 拘i n e s e

L 貰 堅 竺 +I

i
I

O 5 1 O 1 5 2 O 2 5

『壷g 舟 3
-6 A c c e pt e d fl e sl- C ol o r s f o r e a c h L J

車

] e v e葦･ C
*

a i,
d e c r e a s e d a s

£
車

重e v e】董11 C r e a S e d . ( 1 : L l
癖

< 7 6 , 2 :7 8 > L
奇

> = 7 6
亨
3 : L L

*

> = 78ラ

3 ()

之5

2 0

岳せ 1 5

1 0

0

.-
*
f

X

米

6 &驚
‾

._

･

t
A

血

; 蓮

㍗
r v
I L

M仙.".
ー

_
血j

重光 L ☆ < 7 6 ＋ ア6 < 昭 ≡L せ < 7 8 & L 女 > 巴7 8
t

O S 1 0 1 5 2 O 2 5

a
☆

Fi g ･ 4 -3 7 L
毎了

d e p e l-d 藍n c e of 鮎 sh c･ol o r a e c 印 紙d b y J 叩a 雷- e S e S 紬d e l寵s ･

c
埠

.亡d ,
el e c r e a s e d w ith a n i n c r e a s e 孟n L

車

･

護削



1 8

1 6

1 ヰ

望 1 2
(≡

邑 1 0
ヽふ_

0

義 8
+コ

覧 6
≡

r; - 1
i

麦田 ∈蜘 e s e
ヵ
㌔

･
F
j I

〆

′
/ニ■
㌔
,L ?
J
≠

F

㌔

i

#

.
J

㌔

♂

:,㌔

占
■

/

㌔

#
〆

I.
1
JP

㌔
t

L
■

P

_
i
.1Y

盲里堅望撃
w...帆_

ふ

【
j

P

.-
※

㌔

■
▲

＋
.

I

_
㌔

㌔

/

巨l

諾
i

■
▲

■
声

r
.
.
I

㌔
{

㌔

古
か

_
≧≡
I

′
√
J

▲
一

′

㌔
I
)

i
J

.{ l
i ′
J

/

㌔

L
P

:㌔
＋>

_
㌔.

;
■

MV

i

㌔

jf
.

㌔
y

j
タ

_
㌔

I;･
亘 J l l

l

7 O 7 2 ア4 7 6 ア8 8 0 8 2 8 ヰ

L
*

F豆g ず4 -3 -8 L J
車

fF eq u e 空母Cy d主stl
-

紬tlti o玉- Of fl e sh c･ ol o l
･

S O f pll n t S a c c e pt ed

b y 5 0 % o F m o r e O f o b s e r
v e l

'

S ･

1 0

盟
∈

亀 6
し
ト
ー

く∋

し

¢

嘗 4
=

Z

2

J a p a n e s e

∈h壷円e 5 e

ちE3 l紬 r e a n
L∧_”_.･山_:..._一山L

⊥山ム▲▲一▲ー _.... ム 弧

～

)

l
寸

㌔
■

1
▲

㌔

J
l

:
年

● }

■′
4
ホ
l

J
I

■E{: ㌔
E
L

P

i,
＋

I

/

㌔

㌔
,デ

･‾/
r$

1
B

pT
4

1
*

I

㌔

▲
I

■
●

J
▲

i

㌔

J
rJ

㌔

I (

･
J■l
4
tE

,･P
>
g

P

㌔

･
P

P.

>
JJ

i
L
:

)-
S

芳■′

▲
●

J
事

d･
-

:
A t

′
i
′

▲
■

〔′ー‾
･
′

･〆

㌔

I_㌔
.
㌔

:

_
㌔

･ン
㌻
㌔
'

㌔_
.
㌔

I

㌔
/

p
■書

･ メ
?

占
}

■
▲

●
書

さ

i

●

書

メ
I

/
メ
L

i

二t

㌔
t

`

ノ

);
卓

▲
■

)

r
J

.
㌔

㌔

I
-
I

/

. I

㌔

㌔

i

㌔

㌔

i
l l

/
.

′
＋
3

I

㌔

t
■

･
㌔
'

i ( i

■

目 寸

2 0 2 S 3 0 3 5 4 0 4 5

h a b

5 0 5 5 6 0 6 5

F量票澱 3
-撃 h

tLb f 陀 q u e 正一e y di s毛『ib 臼t
ぬ確 Of 鮎 s h e o韮ol

･

S O f p 並
･

壷3 鵬 畠C C e Pt e d b y

5 0 % o r m o 糟 Of o b s e r v e r s . T h e C h壷!頂e S e O b s e l
･

V e F S a e C e P 紐d a w id e r a llg e Of

ゐ
a b
V a一u e s .I

壬0 2



l e

8

鳩

首 6
'

=

I
一 -

o

S
-

選 4
Z

2

≡ i 3 a

_
p 畠i- e 蛋e !

i
力 ′ 圭E3 ∈臨 慨 …
㌔

㌔

/
㌔

～

メ

,
㌔

a

*
7

メ

j
7

㌔

･
J

≡
,
～

:
_
㌔

㌔

㌔

J
■

;/
I

JJ
書

/

■
一

i
o
l

･
㌔

㌔
■

′

i

■
ト

メ
- 1

r
e
J

′

㌔

,
I

I

▲
J
>

㌔
事
4

㌔
女

}
㌔

一･
由
≠

7.j
f

}
∫

㌔㌔

a

.
j
'

j
'

j
j
i

▲▼

i

>
*

j
>

一
㌔

P

J
3,

t
z ＋

.
㌔

㌔

J ▲

㌔
'

㌔

㌔

▲
B

.
i

i
I

･ J
■

㌔

J
'

I
-
f

､ ≠
●

/
i-
･ 〆
; ∫

. I
･ ■㌔
.
㌔

I

メ
㌔

ど

･ ㌔
l

㌔

/

/

イ
,
㌔

*
{

3>
<
Lr

d
■

1
4■

メ
'

㌔
'

)

I

㌔

㌔

事
■

メ

*
･ S

▲･i
L
J

㌔

.p㌔
i

. 野〕,眼]
】毛 2 0 乏2 2 尋 2 6 乏8 3 O .3 2 3 4

C 尊曲

『毒霊･4 - 3 - 1 0 C
t-1

L }b
F l

-

eq u e n C y distl
･

壷b u 如 n of f王e sh c ol 那 s Of p 如 官s a c e e p 紐d b y

5 0 % o l
4

m O l
･

e Of o b s 即 V e王
･

S .

( 3 ) 日中韓大学生 の受入れ範囲

許容率5 0 % 朗上 の プリ ン ト の £
痔

a

王f^b
*

m 範囲は , 日奉太お よぴ韓国人 で は き 良a
騨

… 7

- s
苧
A b

*

= i 6 で ある が , 中国 人 で は A a
車

= 織 A b
*

= 2 1 であ ヨ た e また , A I J
…B 亡

ぼらう

ずれ の 国 も 9 - 1 ま 03 範 囲で あ っ た e

また , 許容率 5 0 % 以 上 の プリ ン トの 数は , 日奉Å で ぼ 2 3 枚 , 韓 国Å で は ほ

授 , 中国Å でをま4 6 枚 で 凝 っ た o 中国Å で は許容率 8 8 % 以上 の プリ ントが m 按

あ り , 日本人 の 1 枚 , 韓国人 で は 0 授を≡比 べ , 中国Å 砕 許容率は
- 般をこ高か っ

た o こ れ ら の こ とか ち , 中国人 の 受入 れ範囲は日韓 に比 べ a
車

J)
*

p はⅠ1 e 土 に広 く

労布して お り許容域が広 い特色が ある ｡

また 各国とも L
車

,
a .
*

お よ び b
密

値将 軍喝破ほ , 許容率 5 0 - 6 0 % 亨 6 0 - 7 0 % お よ ぴ

7 0 % 以上 の 各 レベ ル と も に ほぼ等しく , デ
-

夕 は 同心 の 楕円状 の分布をし て い

ら( Fi 蛋斗 3 - 3 , 4
- 3 - 4) o

( 篠) 日中韓大学生にお汁る男女間の差

男女間の 差に つ い て は , 男女間の好み 埼特徴を抽出するため , 許容率 5 C) ･% 以

上 の プリ ン トを対象に , 男女いずれかが ,

- 方をこ対 し有意を≡高く許容♭て い る

プリ ン トに つ い て , 男女轟に L j
資

,
h
a か
お よぴ c

^1 :

tj,, の 平均値を算出した汗a ble 峯3
- 3 亨

『i g 4､
- 3 一旦壬

き
4 -3 - i 2) o ただ し , 韓国女 敵 中国女性 で は , 男性をこ対 し有意に許容率

亜03



が高むミプリ ントがなか っ た た め , 女性 の寿が許容率の高 い プリ ン ト等 の 健を周

もちたo 各国 と も女性をこ より多く許容されたプリ ント の L
*

の 平均値は , 男性 に よ

哲多く許容きれたプu ン トの L i
車

よ り高か っ た( α = o - o 5 ,有意) o また , 中国Å のデ

- 夕 でをま, 男女間で h a b 烏 よぴ c
車

盛 の 平均値fJこ も有意差が認め られた o

写油I e 4 - 3 - 3 D iff e r e 幻C e 壷n a e c e pt e d 鮎 s h e ol o l
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b e t w e e n m a は a 11 d
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w 地 r e g a rd t o 触 L F
寧

- h-a b d壷strib u 如 n ･ W o m e n i 恐 e a C b e o u 軸 y p T ef 如㌻e d 重量g ht e y

fl e s h c ol o 『s t h a n m e n .

また , 各国 と も男性は女性より L
車

が 低い プリ ン トを許容して い る が , 特長芸韓

国 人男性は L J
寒

が低 い プリ ン トを許容した o h Llb お よぴ c
!i…

tlbをこ関 して は, 日奉お よ

ぴ韓国 で は男女間 に有意差はなか っ た が , 中国 人 の デ
-

夕 で は , 男女差揺有意

で あ り , 中国人男性は £
串

が低く c
確

a b が 高い 赤味がか っ た肌色を受入れ る 那 , 中

国Å変性は , 白 っ ぽしミピン ク系の脱色を受Åれた o 中国人女性に受Åれ られた

プリ ン ト の L j
車

の 平均値は, 日中韓男女別 の中で最も高く タ C
車

a b は最も低か っ た o

( 5 ) 日中韓大学生 の相互受入 の 比較

3 ケ 国間で , 許容 レベ ル が大きく異な る こ とか ら, 各国で許容率が皇位 豆8 位

以 内の プリ ン トの 肌色 の分布から各国 で受入れ られたプリ ン トQ3 特性 に つ い て

考察した e Fi g . 4 - 3 - 1 3 の 0 ,
A
,
お よ ぴ泣 は , それ ぞれ 日嵐 中国轟よぴ韓国 の 浄

で 1 0 位以 札 ▲ お よぴ■ はそ れぞれ 岬 国およぴ日本+ ｢ 韓国お よぴ日奉+ で

1 0 位以内, ×をま 3 ケ 国会て で 1 0 位以内で あ っ た プリ ン トで 轟 る o 3 ケ 国 で の

総合的な好み の特色は次招 とお り で あ る o

i O 5
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Fi g ･ 4 - 3 1 13 L
'

- h
a b
di s(rib u ti o n of fl e sh c ol o r s a c c ep t e d b y e a c h c o u n try ,

x : Fl e s h c ol o r s a c c ep t e d w it hi n t h e t e n th
- r a n ki n g b y al l th r e e c o u r Lt ri e s ･

○: Fl e sh c ol o r s a c c e p t ed w it hi n th e t e n th
- r a n ki n g b y o nly J a p a n e s e o b s e r v e r s ･

A : FI e sJI C Ol o r s a c c ep t e d w ithi n t h e t e n th
- r a n ki ng by o nly C hi n e s e o b s e r v e r s ･

□: FI e s h c ol o r s a c c e p t ed wi thi n th e t e n th
- r a n ki n g b y o TIly K o r e a n o b s e r v e r s ･

▲: Fl e sh c ol o r s a c c e p ted wi th i n th e t e n th
-

r a n k h g b y J a p a n e s e a n d C hi n e s e

o b s c r y e r s .

I : Fl e s h c ol o r s a c c e p t e d w ithi n th e t e n th
- r a n ki n g b y J ap a Jl e S e a n d K o r e a n

o b s e r v e r s .

中国 人 は h u e に 対 し て は , 2 0 - 5 0 程度 の範囲に及び許容範囲が広く , 特 に h u e

が低 い赤味方向に寛容 で あ るが, ligh tn e s s に つ い て は , L
一

- 7 4 以 下は許容され

ず, 許容条件が シ ビア である ｡ 中国人独自の好みは , 明る い ピ ンク が か っ た肌

色 にある ｡
一

方韓国人は , 1igh t n e s s に対 し て は L
'

- 6 9 - 7 7 付近と比較的広 い範

囲を受入れ て お り寛容 であるが , h u e に つ い て は h u e - a n gl e が 5 0
o

付近 に集中

して お り , 許容条件が シ ビア で ある ｡ 韓国人独自 の好みは , 暗め の 黄色がか っ

た肌色にある ｡ 日本人に許容されたプリ ン トは中国と韓国に許容されたプリ ン

トの 間に位置し , 中国人iまど赤味がか っ た肌色を許容 しな い が , また 韓国人は

どL
●

が低いプリ ン トは許容しな い ｡

1 0 6



なj 3
, 単 に 許容率 5 0 % 以 上 の プリ ン トの 平均値 の 比較でl･ま, 国 や 惟別 に よ る

明確な相違はなか っ た が , 日中韓 の 差に つ い て は , 固 に よ っ て 許容率に 差 が あ

る よう な , プリ ン トを比較す る こ と に よ り, また性別 に つ いて は , 男女 い ずれ

か が ,

一

方に 対 し有意 に許容率が高い プr+ ン 卜を比較す る こ と に より抽出 で き

た ｡

4 . 3 , 4 日 韓全年代を通 じての比較

( 1 ) は じめ に

4 ･ 3 ･ 3 項 で は, 好 ま しい 肌色に つ い て 日 中韓大学生 の 結果 に つ い て 述 べ た が ,

本 項 で は, 特 に 結 果 の 類似性が高く , 地 理的文化的な面 で も類似性が高 い と考

え られ る 日韓 に つ い て , 1 0
-

6 0 代 を対象 に実験を行 い全世代を通 じて の 比較を

行う .

年代 の 差 に よ る好み に つ い て は , 第 3 章 の 実験は . プリ ン ト全体 の 色を変化

さ せ た場合 の プリ ン トの 相対 比較 (
一

対 比較) と して の 結果 で あ る が , 4 0 代以

上 の パ ネ ル で は .2 0 代 の 学生 に 比 べ , 黄色が か っ た プリ ン トに 対 し, よ り寛 容

で あ っ た こ と を報告 した o

第 4 章 で は , 肌 色 の 部分 の み を変化させた プリ ン トに つ い て ｢好 ま し い 肌 色+

の 評価 を全世代 で行 う こ と に よ り , 年齢 に よ る 影 響 と文 化的要因 に つ い て 考察

す る o 本実験 で の パ ネル に つ い て は, T a b】e 4 - 3 - 4 に示 す o

T a bf e 4 - 3 -4 - N u m b e r o f o b s e l
･

V e r S

N L l m b e r o r O h s L
･

r l
･

L
･

r h
.

.I 叩 a n e L< C K o r e a n

1 0
'

s 5 4 3 O

2 0
'

.q 6 0 () 0

3 0
p

s 1 2 2 O

> = ヰ(1
'

s 2 4 6 0

T u li11 1 5 O 1 7 0

( 2 ) E] 韓年代別 の 許容 率 5 0 % 以 上 の サ ンプル の L
ヰ

.
h
,,/, ,
お よ び C

`,A

各 世 代 で許容率 5 0 % 以 上 を示 した 肌色 の 平 均 値 の ` l
`
'

- b
‾
pl a n e 上 で の 分布 を

Fi g .4 - 3 - 1 4 に示 す ｡ また , 許容率 5 0 % 以 上 の 肌色に つ い て 各世代の 上＼/7`1! . お よ び

Z O 7
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Q3 平均値 の変柁を 戸主g . 4 # 1 5 - 疎づ -ま7 妄こ示すo L ･

蓉

Q) 平均優 につ い て は , 日韓
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詑 め られ , 日奉Åの L J
密
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G ㌔b 昭 平均値を豊, 3 0 代で韓国太治昔日本人より有意に高く( 成 城 l) , そ 招 他 の陛

代 で も全階代を通 じて 日奉Åより高い o また , 韓国Åをこ受入 釣 られ た駅色 の i?
∂あ

の 平均値は日奉Åと比 べ 全て の年代で高く, y e王立o 野 方向にある 昏

年代 との関係 でをま, C
責三

tli, の 平均値は年代が上がるに つ甑 , 減少する傾向がみ

らわ , ゐu 彪 助 平均健は年代がよがるとと屯に赤味がか っ た脱色 の方向に好みが変

托する缶 轟3払 の 平均値に つ い て は , 2 O 代と 4 0 代鎚 上 で は , 韓国 日本米に有意差

( 伐 = 0 ･ 略 t
一 紙s電) が観察された o 尋0 代以立 と 2 0 代 の 比較結果に つ い て は , 4 - 4

節 で考察す る ｡

( 3 ) i:
も

a
串

b
車

空間で の受入範囲と分布

許容率 5 O % 以 皇 の プリ ン ト の 範囲は, 日本 人お よぴ韓国人 パ ネル で 2 0 柁は ,

A a
部

= 7 - 8 , A あ
事

= 1 6 - 1 7
サ
A L J

尊

= 9 - 1 1 で ある が , 4 0 代以 上 で は A a
車

= 9
,
A b

車

= 芝0 , A

L
車

= 6 - 9 で あ り, 4 O 代以上 の方が a
串

# 滞 薗よ の特 に b
斡

方向に広く分布 して い る

秤量g ･ 4 j -

<】S 亨4
- 3 - 呈9) 0 日･ 韓 の 2 0 代お よぴ 4 0 代以上 に受Å られ た脱色の平均値 を

T 蓋ぬ3 e 4 -3 j に 示す o

こ の 許容率 5 0 % 以止 の 範囲にあ るプリ ントの枚数は , 2 0 代の 田本人 で 2 3 , 鰭

国 Å で ま2 で 凝る が , 4 0 代以 上 で は , 日本人 が 3 0 , 韓国 人 で 3 2 で あ る ｡ - 般

的を芸 タ 城 代以よ の パネル の許容率ほ高く , 許容率 呂0 % 以 よ を示 した プリ ン トが

確0 代鎚土 ( 日韓) で は 4 - 5 校 に射 し, 田本 の 2 0 代 で は l 艶 韓国 の 2 O 代 で

揺 o 枚 で ある o
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( 逢ラ と
車

, h tLI, 凝 よぴ c
串

a b 碍 度数分布

許容率5 O % 以 土 の プリ ントの脱色の £
球

予
ゐ
a b お よ ぴ c

車

al, の 度数分布を Fig .4 -3 - 2 O

- 4 -3 - 2 芝蔓こ示す o

L
車

億 に関 し て は夕 日番Å のデ
- 夕 は, 2 O 代 お よぴ 40 代以上 とも に韓国Åよ

り高むも領域に分布し て おり, 最頻値も共に高い o なお , 2 0 代の 韓国人デ -

夕 で

筏 い領域にあるもの は , 男性 の許容率が高い プリ ン トであ る ¢ A.宙b に つ い て は ,

2 0 代で は , 韓 国入荷 デ - 夕 で は , 最頻値が 5 0
o

< h,A , ≦5 5
o

にあるが , 日韓 人 で

揺 , 4 5
o

< ゐ
B b ≦5 0

o

で ある o 同様 に 4 0 代 に患 い て も韓国火 の最頻値が 4 0 - 5 0
o

に対 し て は 日本Åは 35 - 4 5
o

の レベ ル にあり 5
o

高く な っ て お り , 韓国Å は 日

本人 より黄色がか っ た脱色を好む傾向があ る o C
車

ijf, に つ い て は , 全般的には ,

差がないが, 2 8 代の 日本人の デ
- 夕は , 韓国 人 よ りよ りや や低 い鰻域 に分布 し

て い る鱗向が見られた o

( 5 ) 日韓年代別に受入わられたプリ ン トの特性

日韓 の 国別 , 年代別に許容率ごと の プリ ン ト数に差が凝る た め , 国別年代別

に上位 丑¢ 以内の プリ ントの貌色 の分布か ら , 国 と年代 による好ましい脱色 の

時軽量こつ むもて 考察 した妹i g A - 3 4/3) 8

0 お よ ぴ●隠 歩
｢ 2 0 代 日奉) u お よぴ ｢4 0 代以上 の 日本Å+ の み で受け入れ

ち酌たプリ ン トを義ず6 また , F 2 O 代韓国 人+ お よぴ ｢4 0 代以上 の 韓国Å+ の

み で受入れちれたプリ ン トは 畠 お よぴ ▲ で 示すo 記 噂 * は , ｢ 日韓全て の 年代+

で受太 れ ら れ た プリ ン ト, 牡 は , ｢ 日韓 ヰ0 代以よ+ , ＋は , ｢ 全年代 の 日本Å+ ,

× は ぅ そ の 他 の ケ - ス で 轟 る e なお ,
｢ 豊 年代 の韓国Å+ の み で , 受入 れ ら れ

たプリ ン トはな い o こ
'
の 結果か ら日韓の 国 患 よぴ年代によ る好み の特色は次 の

とお り である
プ
8

年代馴 で は 汐 韓国火 の 芝0 代 は L
呑

に対 して は き 広 い 範囲を許容 して お り, 特

をニ £
確

が低♭3 簡域 を許容 して い る こ とが特徴的で あ る o h etb に つ い て は , 日韓年代

別 の ヰ グル
- プの 申で最も高い磯城を中心として お り

･

,. 相対的に許容範囲は狭

く , y e竜一o
･ w 系の 脱色を好み ,

h
a b の 低い 赤味がか っ たプリ ン トは許容されな い o

- 芳 夢 日本 Å の 望8 代は h B に つ い て は, 韓国の 2 0 代 よ り若干赤味がか っ た簡域

にあり, 芝0 代韓国火と比 べ ると , i J
*

が高く h
'
,

1
より も L

串

に つ い て許容範囲が狭 い B

ま た, 4 0 代以上 で は , 日韓と も 2 0 代と比較す る と i7F<l につ い て 広く分布し て お

り, £
d '
'

は , 韓国 Å に お い て , 芝0 代 と比 べ 高 い 額域にある ｡

】韮2
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なお , 2 0 代 はど顕著 で はな い が , 4 0 代以 上 で も, 2 0 代と同様に日本の方が

h
ab に 対 し許容範囲が広く , 韓国の方が L} に閲 し低い方向に許容範囲が広くな っ

て お り, 4 0 代以上 で は , 両国 とも好ましい肌色が赤味方向に シ フ トして い る も

の の , 2 0 代 で顕著 である 日韓 の特色は保持して い る｡
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4 . 3 . 5 まと め

日中韓 の大学生お よび日韓全年代を通 じて の 好ま しい 肌色 の 比較 に よ り次 の

こ と が 明 らか に な っ た ｡

i
. 許容率 5 0 % 以 上 を示 した肌色 の L

ド

の 平均値 は 中臥 日本, 韓国 の 順 で低下

し , そ の 差 は有意 で あ っ た ｡ また , 日韓 の 全年代を通 じて 日本の ⊥
†

の 方 が有

意に高く , 日韓 の差が明確 に な っ た ｡

2 . h
u b お よ び c

lp
.,b の 平均値は , 韓 国 , 日本 , 中国 の 順 で低下 し , 中国 の 値 は い

ずれ も有意に低く中国で 赤 味がか っ た 明 る い 肌色 を好む傾向が顕著 で あ っ た D

また , 日韓の 2 0 代と 4 0 代以 上 の 比較 で は, 両 国 と も 2 0 代 の 方が /7.,′, お よ び

c
=h

u J ,
の 値が高い 傾向があり , 特に h ..,, の 差 が 顕著で あ っ た D

3 . 男女差 に つ い て は , 日中韓大学生 に 共 通 して , 女性が L
■

が 高い 肌 色を特徴

的 に好む傾向が見られた ｡ 中国人大学生 で は , 色相や ク ロ マ に つ い て も男女 の

好 み に特徴的な差が見られた ｡ また , 日韓 と も 4 0 代以上 に つ い て は 男女差

が見 られなか っ た ｡

JI 5



4 . 4 好ま しも蔦鼠色を決定する要 因につ い て

遵. ヰ .. 1 男女差

4 . 3 節 で示 した と老 巧 , 日中韓大学生(2 0 代) の 男女間 の差に つ い て は , 男 女

そ れぞれ蔓こ好まれたプリ ン ト ( 男女
-

方 に対し て有意に許容率が高 い プリ ン ト

等) を比較す る と, 3 ケ 国 と も女性が男性より L
奉

が高い脱色を好む特色があ っ

た o 特 に帝国丸大学生 の デ - 夕 で は , 許容率 5 0 % 駄皇の プリ ン ト の 平ま別直(IJ
車

)

で有意な塞が轟 る恵 ど男女 の好みの塞が明確 で あ っ た e しか し, 4 0 代以 上 の グ

ル
- ヅで は , 日韓 とも男女差ほほとんどなか っ た o

好 ま し い 脱色 に 関連する研究 で は き 青木ら はイ ラ ス ト薗等 にBJt 色を塗 る こ と

に よ ぢ , 脱色の記憶色等を調 べ た
2 3)
o そ の 結果 3 0 歳末満 の男性 で黄色味の強

い肌色を好み , 3 O 歳以土 の 女性 で黄色味 の少な い脱色を好む傾向を指摘し て い

る が, 同髄代 の男女間で の顕著な差は見られ て い ない o

一

般的な色彩の 噂好調査 で は , 千々 岩 は , は っ きり した性差があ る と報告 し

たも の は少ない と して お り , 女性が 白や 明淡色を好む傾向が男性よりやや強 い

程度 2 4) で 轟る と して い る o

輪舞ほ , 女手学生を対象に , 好 ま し い 肌色を規定す る要因に つ い て , 記態構

造か らぞ の影響 の解析を行 い , 自分自身の脱色 に対す る認識が大きな要因 に な

っ て い る 2喜) と してらもる o 即 ち ,
｢ 好 ま し い肌色+ は ｢ 自分転身の 脱色 の 記憶+

に基 づ い て お り , 自分由身 の肌色を否定自引こ認識し て い る 場合は , ｢ 好 ま し い

肌色+ は記憶色の 近傍とならな い と して い る ｡

本葉親 和 日中韓 の東予学生 の L J
韓

が男性 に蛇 ぺ 高 い こ と に つ い て 揺 , 同世代と

思われ るモデル の 肌色に対 し, 色 白 へ の 願望等が反映き豹たも の と思 われ る o

碓8 代以上 の女性で ほ , モ デル に対し客観的立場で判断されたため , 男女差は生

じ短か っ た も の と思わ れ る o

4 . 4 . 2 年柁 の差

年代妄こつ い て は , 日韓と も 4 0 代以土 の 方が , 2 0 代 と比 べ 受Å れ られた肌色

g3 li
a b が低 く ピ ン ク系の脱色を好む傾向がある ｡ また , 確0 代以上 に受入れられ

た範囲をま a
専

一 軸I a n e 土 の 特 に b
容

方向 に広く分布して お りき 皇o 代と比 べ 許容範囲

が広 いそF主g ,
4 -3 - 18 , 4 - 3 - i 9 ほ い う特色があ る 0

年代 の 差 に つ い て は , 概ぬ b
留

済 南の差 であり , C
*

a
_
b に つ い て も 日韓と亀 4 O 代

畳ま6



以J = が低 くな る ( 日本 : 戊 = 0 . 0 5 習有意) o £
琴

を≡つ らもて は ,
- 定の 鱗向揺なくほ

とんど変化はなか っ た o なお , 日奉Åを対象とした補足実験に凝 い て も , 好 ま

し い脱色の h ,B b 凝 よ ぴ c
牽

a b に関 して , 4 O 代 デ
- 夕 は , 2 8 代 よ り有意蔓こ( tE = 8 . 8 5 ,

i - t e s毛) 低く , 4 . 3 蔚の 実験と同じ鱒向を示 した o

き らに , 4 8 代以上 の陛代 で は ,. i? ,a b お よぴ c
*

iJ.i, に コら
3 て は , 年代が 皇 が る に つ

孤 , 概 ね減少傾向にはあるが, そ の 差は 小 さ く 4 0 代 が節目と思われる B

好 ま し い肌色等の 年代 の 比較を= つ い て は , 同様な傾向を指摘ずる文献 娘 2 5 鳩嘗

み られ る o

小 林 らは , 評価画像 ( モデル) の 年代と評価者 の年代 の 関係
2 O 切 実験を行♭ち,

2 0 代が最 も明 る い凱色を好 軌 2 0 代 の評価画像に つ い て は , ｢芝8 代 , S o ㈹+

が ｢ 峨 代, 5 0 代+ よ り h u b の 高い , 黄色味が強レ迄脱色を好むとして い る ¢ また き

テ レ ビジ ョ ン 画像にお い て , 高齢者と若年者 の好まし い劉色を比較した研究
2 5き

で , 高齢者の好 まし い脱色の 童波長が若年者より長波長側 に シ フ トし チ 刺激純

度が低下す る と の 韻告があ る 岱

これ らの こ とは , 4 0 代以上 で h lLl, が赤味方向に シ フ トす る こ と , 瀦 よぴ c
孝

a b

が低下す る傾向があ る こ と (4 . 3 ♯ 4 項) と 一 致 して い る ¢

さ ら に ,
- 般 的な色彩 の 噂好にお い て , 商卒の 噂好 と年配者 の噂好があり き

5 O 才前後が噂好の 節 削こ当 る と考えちれ るときれ て お り
2 朝
, 年 矧 こ つ い て は 夢

性別 に沈 ぺ 差 を指摘するデ
-

夕が多 い 0

年代 の 差 に つ い て ほ 4 0 代以上 が , l7,t,か が低い 赤嫁がか っ た ( ピ ンク系) の 脱

色を好む こ とは , 水晶体 の黄変によ る 生 理的機能の変イヒが要因 の び と つ と推測

きれ る o 即 ち 9 年齢と と もに , 凍晶体 の黄変 に よ り短波長域 の透過率が減少
26

-

2 7) し bl u e の 感度が低くな る o そ の た め黄色昧を帯びて感覚き酌 る こ との補償 と

して 4 0 代以丑 で , ピン ク系の肌色 へ の好み の シ フ ト 卜 b
牽

方向きが 生 じた と思 わ

れ る o

年代に よ る透過率 の減少の曲線 (5 3 歳)
2 6) を基をこ,

-
M 産C b e 弛 C oi o E C董識e C k e r の

一ig ht s･ki 滋 の 変化の計算例を F壷g ･ 4 ヰ = こ示す o 計欝ほ ｢凍晶俸 の 黄変が始ま る

前の透過率+ に対する相対透過率を M a c b e 軸 C o玉o 王
･

C h e e k e r の Iig 如 ski王領 Q) 分光反

射率に乗じる こ と に より欝出した o 計算よは , 大幅 に黄色方向絹こ シ フ トする と

と 引こ透過率の減少から L
ミ3

部 低 くな り , 黄変が始ま っ て い な い 2 0 代と比 べ 亨

黄色が か り暗く認識され る ことが考ぇられ る o

水晶体 の黄変をこ よる見え方の変化 に つ い て は , 森 ち は 5 照 明光 埼感応 の少怒

ま首7



い状態 で 琵常な日段と貴愛した限との変柁 を測定 し, 黄変 は色温度変換 フ ィ ルタ
- の性質と似てむちる と して い る

空軍)
o ま た , 色ずれ招来きさは , 感 覚愛すヒの実測

値 の芳が計算値よりも少ない として い る
2 7)
㊤

凍晶体 招黄変は長期間をか けて徐 郎 こ進行する こ とか ら , 計算上 ほどには知

覚さ酌恋 い こ とが考え られるが , 黄色付近の識別が困難で , 白 と認識される範

囲も]写ラ ッ キが未きくなる 己 とが推測きれる o

ま た , 柴野 らが , 色温度 の異なる照明をこよ る}b 理 的印象や凱色の見え方に つ

い て実験を行 っ て い るが, 腰応光の色温度にかかわ らず, 肌色 の見え で評価さ

机 てむもる
28)
と して い る o

した が っ て , 黄変 の度合い がそ の ま ま肌色 の 好み に反映され るも の で はな い

と思 わ 釣 るが , 轟る程度の影響が あ る こ とが考 えられ る o

好自体 の変化も轟る 芸 とが考えられ る o

●

- 】叡‡

･遇毛

0

b
可=

O

o D5 [j LS 3 y r s i)

▲ L i鼻l郎 ki11

a Liぎ! 舶 払 7 (5 3 y 指 一)

叫

｢

) 冨j

榔 -

_
_ A a -ド i

ま た , 年代 に よ る噂

呈J
‡F

Fi農. 4 ヰ 1 比重g h 毛 ski n of M a e b 朗息 C ol o l
.

C 韮隠 C k e r( D 5 0) 伽 o u g h 盈 5 3
-

y e a l
-

-

e は p el
･

S O n
℡

s

車

I e 王領S 托d w a l
咋

d A B o･e tt n e l
･

a nd R ea m e r W ol ot e r
,
I l領V e S tig ati v e

O p著磁1 al m ol o gy , u 6) 7 7 6
- 78 3 (】9 6 2)) ･

4 . 4 . 3 地 域, 文他事こよる差

色彩噂好の地理 的文柁約要因を≡ つ い て は , 数多< の 研究
1
,
2 屯2 9

- 3 ユ) が あ り斉藤

ち
u

,
2 4) . 3ユラ
は , 地理的文化的要因が色のイメ -

ジ に影響し て い る と して い るが ,

また文すヒ約要因に影響されな い色彩噂好
2 tj - 3 0
切 倒薗がある こ と も示 して い る o

遷】8



また , 色祇か ら選ばせ る噂好色に比 べ , 脱色等実際の事物 の色書芸つ ♭ちて は ,

そ の も の に対する記憶色単社会的要因や顧Å の願望恕ど複雑な薗があ毎夕 色彩

自体の噂好と単純に比較出来怒ら‡面 もある 0

日申韓大学生蔓こお い て , 許容率 5 0 % 以土 を示 した プリ ントの £
歩

の 平均値は ,

中 国> 日本 > 韓 国の傾 で い ずれ も有意差をも っ て 減少して い る ¢ また , ゐ
u b 翁 よ

ぴ c
車

βI, の 平均値 につ い て は韓国> 日本 > 中国 捌崎で減少しぎ 中国 の 億 は有意に低

い ¢

Fig -4 ヰ 2 は , 各国 で 受Å れ ら れた脱色を文献等 の脱色と比較 した も の で あ る 好

日本 お よぴ韓国Å大学生で受入れられた飢色 の平均値は al
畢

- b
卓

平面土 で 4 5
o

の 傾

き の直線 の近く にある o また , h u e 一 犯 gユe は , M a cb eth C ol 飢Ir C l- e c k e f の Iig h i sk壷n ,

日本 人の肌色 (演色評価数の 計算に伺 い る試験色 , l Y R 6 /4 : e 壬E 呈9 7ヰき JI S Z 8 7 26)

お よぴ日本人 の膚の測定値 3 2) ( 眼の 下 , 貰お よぴ頬) を= 近 い ｡ こ の こ と は汐 日

韓 の好ま しい h t‡e に関 して は , 肌色 の 好 桝まア ジ ア人 (黄色Å種) の 膚 の 色 の

記憶色に基づくも の で あ る こ と を示唆して い る o ま た , 韓 国 , 日奉 お よぴ中国

人大学生 で受Å れられた肌色 の まig h t n e s s 締i g A - 3 - 1 2) 揺 , 黄 色Å種 の若 い 女性

の膚 3 3) ,･ 黄色Å種 の若 い女性 の化粧膚
3 3) お よ ぴ 由Å女性 の 脱色 謂 の 記憶色

にそれぞれ近 い o

受入 れ られ た肌色 の労布 ( 許容率 5 0 % の ライ ン) は短径, 長径招 既 が約 -ま:2

( a
敢

: が= 1 :2) の 楕 円 とな り , 3 t 3 節 の 楕 円の等高線 と形状がはば合致す る o ま

た , 許響率 5 O % の 劉色 の 平均値付近 でをま, こ れ ちの楕円 の 形状は, 色e) 識別能

力に関する , M a e A d 弧 の 楕 円 34
- 3 6)
の 形状 と - 致 して い る 約g . 4 ヰ 3) o こ の

こ と ば, 好 ま し い 肌色の分布は評価者 の色合 u を議男u する 能力と関係 して い る

こ とを示唆し て い る o

斉藤 1) は東京 , ソ ウルお よびタイ ペ イ で色 の好み の調査に逝 い て , 乗京 で は

bi ti量s h お よ ぴ bl tl e -

g r e e nish lig ht e ol o f S によ り , ソ ウ ル で は y e重畳o w i慧h お よ ぴ

y e u o w
-i

,

e d 戯,s h 血i呈c ol o r s に よ り , タイ ペ イ で は p u fPlis b お よぴ p 叩 まe
- 馳壷sll p al e

c ol o F S へ の 好み に よ っ て 特色づけられ る こ と を報告して い る o

これ ら の 相対的な特徴は, 日本 に比 べ , 韓国 で は , 特蔓こ L
車

の 低い 黄色がか っ

た肌色が , また中国 で は L
車

が高く ピン ク系の肌色が受けÅれ られた こ と (4 せ 3 由 3

項) と方向的に対応して い る o

また , 日韓 の 全世代を通じ て の比較から好ましむ3 凱色 の地域的特色が明確蔓こ

な っ た o この 結果は , 日韓 で は堂陛代を通じて好まし い劉色が異な哲 学 違 い に

u 9



-

定の 傾向がある こ と を示 してらもる e 即ち, 日韓 で受け見取られたプリ ン トの

好まし い戯色 の £
重

荷 畢均健は , どの 陛代を= お い て も 日本が薄田よ甲高 い o また ,

F 痕4 -3 -壬5
青
戸j霊. 4 -3 -2 0 に示 すように, 韓国Å評価者は各世代を通 じ日本Åより黄

色がか っ た暗 い脱色を好む傾向が ある o こ れ ら か ら性別や年代以外 の地域に依

存する要因が肌色の好みをこ影響して い る こ とが伺われる o

また 斉藤
l)をまず 環境お よび文ずヒ約側面の 反映とも い え る色から連想されるイ

メ
-

ジが , 亀 の 好み に影響を与え る重要な要因かもしれな い と報告して い る o

しか し , この 環境およぴ文イヒ約影響の観点に つらミて は , 当該地域 のカラ - プリ

ン ト等の 実態帝画像に開ずる環境およぴ社会学的側面か らきらなる翻査が必要

と思われ る o
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な 駄 目申韓 の好まし い脱色と籍 3 章 の 実験 で好 まし い と さ れ たプu ン ト の

肌色 の測色健 ( Fi g . 3 - 7 - 2) を F主g ･ 舶 -4 に 示す 8 シ ー ン Å - 引 こ つら､ て は , ｢ 肌 色+

の 評価を目的とした も の で はな く ,

一

概 に比較は で き短い が , 全般 に シ
- ン に

ょ る差が大き い 0 日申韓間の 差は同じ シ
- ン を伺 い た ( 階調 ･･ 粒状等が異な る)

プリ ン ト間の差 ( シ - ン D) と同程度 で ある o また , 同
-

シ
-

ン 狩 場合 の 差は

a
甜三

_ あ
車

平面上 で ほ概ぬ b
車

方 向の差 であ る o 両 シ
- ン とも L i

帝

が高 い ほど 彪a b が低く

赤味がか っ た肌色が好まれ て い る o

シ
-

ン E か ら, 日本Å間の膚 の色の差は , C
*

t,Eb
お よ ぴ £

車

の 差 であり色相 に差

はな い こ とがわか る o こ れ は , 黒 人 , 黄色火種 , 白 Å
`
の 好 ま しらも脱色 の差が基

本的に明度 の 差
蓬6) で ある こ とと対応 して い る と 思わ れ る o な 亀 田申韓 の 臆駿

うち日本人 の好まし い肌色の L
串

健 ( ≒7 7) 揺, 3 事 務･ 3 頓 に 示 した顔の好まし い

濃度 ( D = 0 . 3 0 , IJ ≒7 6) や プリ ン ト の 実数 Fig ･ l - 3 -3) とほ ぼ
- 致 して い る o

葛2 1
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4 . 4 . 4 まとめ

好まし い凱色を決定する要因として次 の こ とが考えられ る ｡

1 . 日韓 の 年代比較 で , 両国 と も年代間に つ い て 共通の塞が認めらわた Q 特着こ色

相 に関して は , 年代 ヘ の依存が明確 である o また , 許容 き釣 る肌色 の範囲に

つ い て は, M a c Åd ar m の 楕 円 と方向が
- 致 し て い る こ とか ら 汐 脱色 の差 に対

す る 人間の 眼の識別能力等が関与してもミる こ と が考えられる ¢

2
一 日中韓 で許容された肌色の有意葺か ら, 地 域 ( 冒) をこよ る善が凝る こ とが明

らか にな っ た o 特に 日韓の 豊年代を通じ て共通す る差が認め られた こ とは ,

好 ま し い 肌色には , 脱色の 記憶 , 性別や年代鎚外の 地域に依存す る 要因が ,

寄与 して い る こ とが考えられる o

呈望3



4 * 5 績 嘗

奉牽で ほ タ 多数 の 画像を効率的に評価ずる方法として , 系統的配置法
減
を開

発し, 日中韓 将来学童等を対象 に童観評価を行 っ た o

同 じ黄色Å種 で , 同 じ東ア ジア文偲圏に属する日中韓 の大学生お よぴ日韓 の

豊年代をこ つ い て 好 ま しらミ飢色の評価を行 っ た と ころ , 日中韓大学生間で許容率

5 0 % 以 上 の プリ ン トの L
車

の 畢均健をこ有意差 ( 中国> 日本> 韓国) が認められた o

特 に, 日韓 で は タ 堂年代を通じて 日本の方が L
*

の 平均値が有意をこ高く , 好 ま し

い脱色が肌 の 記憶色の み に基づくも の でな い こ と を示唆し て い る o 中国に つ い

て は , h 虎b お よ ぴ c
串

虚 が 日韓 に 比 べ て 有意に低 い な どの特色がみられた 0

日申韓 の特徴的な差として , 日本 と比 べ 中国 で は , 明 度が高く , 赤味が か っ

た ど ン タ系 の凱色を好む の に対 し て , 韓 国 で は , 明度が低く黄色がか っ た肌色

を許容する傾向が見られ る な ど, 地 域 ( 国) に よる差がみらゎた o

また , 日韓 で いずれ も 4 O 代以上 が , 赤味が か っ た脱色を好むな ど,. 年代 に

共通した特色 も見られ , 限の 識別能力等生理的要因や噂好 の変化等が考えられ

る o しか し , そ の 場含で も 日韓 の L
*

に対す る差等 の特色は保持され て 凝 り , 悼

別や年代獄外 の地域 に関係す る要因が好 まし い脱色 の決定 に閑卑して い る と い

見 る ｡

登2 4
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5 曲 結 論

5 i l カ ラ - プリ ン トの好ま しもも再現 に つ い て

5 . 1 . 1 好 ま し い再現 に つ い て

- 般 ユ - ザ -

を対象にカラ
- プリ ン トの主観的好ましさ の 要因に つ い て 解析

したと こ ろ き 以下の擬果が得られた 昏

第 2 牽 で は, - 般 ユ ー ザ - の 実態 に即し, 市中 の ラボ で得ちれた フ イ ル ム か

ら の カ ラ - プリ ン トを利摺し, -

対 比較法による主観評価を実施し , 主成分分

析法を適周した ｡ 主 成分労析で は, 第 i 喜 成労として ｢ 色調+ , 第 2 主成分と

して ｢明 る き - 略 さ+ 凄うよぴ第 3 主 成分として ｢ ソ フ ト - ハ
-

ド+ 3 つ Q) 育

効な成労が抽出された o こ の こ とか ら ,
-

般 ユ - ザ -

の 視点 で 屯プリ ン トの 色

調が最も評価に寄与し てレ3 る こ とが確認 で きた o また , 4 0 代以上 で は , ｢ 色調+

よ ぢ ｢ 明るさ - 暗き+ を重視する傾向がみ られた o

第 3 聾 で 捻 , 前車 の結果を受けて , フ イ ル ム か ら ｢ 色+ , ｢ 濃度 レベ ル+ を系

統的妄こ変化きせたプリ ントを作成し , 主 観評価を実施した o
｢ 語調 お よぴ粒状

等』 の要因を三つ い て ほ, フ イ ル ム の種類を変化させ て評価周 プリントを作成し

た o

これ ち埼 プリ ン トに つ い て タ 変化 させた要因 ごとに
-

対比教法によ る主観評

価 を実施した o また , 冬物理的画質要因の総合的変イヒに対ず る評価を行 い , 塞

成労分析から画質要因の主観的好ましさ へ の 寄与につ い て 解析した o

｢ 色調( a
雄

一 b
泰

平 面)+ に関 して は 予 好 ま しさ の要因として , い ずれ の シ
-

ン で

亀 王
･

-

g 方向 と b
L
-

y 方 向の 成分が抽出きれ , 玉
･

-

g 方向が優先して抽出された o こ れ

ちは , 濃度 レペ)レ, 階調 ･ 粒状等の要因を加え て解析した場合 で も, 変化は な

く タ プリ ン トの色調 の好ま しさ に つ い て , l
4

-

蛋( a
勧

) 方 向の 変4ヒが好み へ の 寄与が

高 い とい え る o

また , 各種物理要因 の総合的変化に対す る主成分分析 で は , ｢ 色+ ｢ 濃度+ の

寄卑が いず約 の シ - ン でも高く ,
一

般 ユ
- ザ -

が利周す る 3 5 ミ リ フ イ ルム か

ち 芝虹 判 へ の プリ ントで は , 粒状等よりも影響が大き い o 特 に 声 ポ - ト レ - ト

でをま 弼 a c b e ぬ C ol o r C h e c k e r の 玉ig ht sk壷n の 再現色帝Å物の顔 の吾持分の濃度と の

相関が高 い成分が抽出されるなど, 人物 の夙 へ の 着目が大き い o

韮2 8



年代 に つ らちて , プリ ン ト全体 の 色調をこ つ むちて は , 確0 代以よ で y eil o w -

g l
み

e e n

方 向に対 し許容範囲が広く , 漉度 レ ペ)レに つ い て ほ 2 8 代以軍 で低濃度 レベ ル

( 轟′明度) の プu ン ト へ の 許容が大き い o

5 . 1 . 2 好 ましい鼠色に つ い て

第 4 章で は , ポ
-

ト レ - ト の 評価 で重要視される ｢脱 色 の 好 まし さ+ に鯖慮

を轟て 主観評価 を実施した o 実験 はディ ジタ ルデ - 夕 を周ら㌔, ｢ 脱 色+ 常ヵ を

L
着

a
歩

わ
着

空間 で系統的 に変化させた ◎ また , 評価 を行うに当 っ て ,
-

般 誌 - ザ -

の 評価 に適した多数 の 画像を効率的に評価 で き る新主観評価方法 ( 系統的配置

法) を開発し,. そ の 有効性 に つ むもて 確認 した o

好 ま し い 跳色に つ い て は , ｢軌 の 記憶 軌 と の 関係が 迅a‡触 s o 約 ら によ り括播

きれ て い る 1鳩首, 本研究 で は, 同 じ黄色人種 で あ る 日奉, 中国 , 韓 国 を対象者≡

評価実験を行 い 地域性, 年代等と の 関係から ｢好 ま し い 凱色を決定す る要因+

に つ い て 考察した o

地域性 に つ い て は, 年代 チ 性別構成 , 教育等をほぼ同じにする日中韓時夫学

生を対象をニ実験を行 っ た と こ ろ , 日中韓 の間 で有意塞が見られた o また , 各国

相互 の 許容状況か ら , 日本 に 比 べ 夢 中国 は相対的に J壷g昔軸 e s s が 高く赤味がか

つ た 肌色を好み 亨 韓国は Iig ht n e s s が 低く黄色味がか っ た 肌色を好む特色が 認

め られた ｡

年代 に つ い て は , 日韓 と もをこ 4 0 代以上 が赤味方向に許容度が高< 有意差を

示 した o また , 日韓 の 全年代を通 じ て 日奉Åの デ
-

夕 の l 榔嘗n e S S が高 い など,

性別 学 年代以 外 の地域に依存す る特色がある ¢

日中韓 の大学生溢よび日韓 城 代以上 に好まれ るプu ン トの 例 示 を Fi題.5 #
◆
l ,

5 1 ト2 に示 す o

なお , 男女差に つ い てをま, 日中韓 の大学生 で女性が L j
着

の 高い 鼠色を好む傾

向が見られ たが , 4 0 代以 上 の パ ネルや他 の シ
-

ン に つ い て は , 男女差は見ら

れず 一 般 的傾向は明らか で はな い ｡

1 芝9



5 . 2 こ れ か らの プリ ン トサ
ー ビス

こ れ ま で の結果から , 好 ま し い プリ ン ト は, 地 域や年代に よ っ て 異な り , そ

れ ら の 多様性 に対応し,
一 般 の カ メ ラ ユ ー ザ ー 等 に対 し た きめ細かなプr) ン 卜

サ
ー ビス が望まれ る D また , モ デル等 シ

- ン に よ っ て も重視され る 色や条件が

異な る た め , そ れ ら を も考慮す る こ とが望まれ る ｡

特 に . 現在ディ ジ タル カ メ ラや携帯電話など電子器機の普及はめざましく ,

平成 1 3 年度 に は , 国内出荷台数が銀塩カメ ラ を上 回 り
2 '
, 高齢者層を含め広

い 層 に普及 しつ つ ある状況 に あ る と思わ れ る ｡ ディ ジタ ル処理 で は , 訴パ タ
-

ン 領域抽出
Ip5)
な どに よ り ,

顔 の 部分 の面積等か ら シ
ー ン を判断し, 好 ま し い 肌

色 に変換す る こと が可能とな る ｡

これ か ら の ユ ピキ タス社会 に 向 けて , 特 に 携帯電話を利用 したサ
- ビス シ ス

テ ム は進展して い く と思 われ る o プリ ン タ
ー

に つ
■

い て も, パ ソ コ ンや携帯電話

に 登録して い る 年齢 ( 生 年月 日) 地域 ( 国) な ど の 情報を利用 し ,
ユ

ー

ザ - の

属性 に 応 じて好 み に あ っ た肌色を再現 し, プリ ン トを作成す る シ ス テム な どが

期待 で き る ｡ こ れ らの 実現 に あた っ て , 本研究 の 成果が指針 と して 活用 で き る o
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